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たち な自 もとで築き あり、

もその遺産のひとつであります。それは、現代に生きる私たち

されたものであり、損なう事なく未来へと伝えていくべきものであります。

九 σ¥り快適な生活環境の整備l之、今日的な課題であり、このため

る埋蔵文化財を調査し記録の保存を図ることも大切であります。

昭和55年度から大館市内で進められております国道103号道路改良事業

も、交通混雑の緩和を呂指したものであります。

この国道103号道路改良事業地域には、縄文時代から中世にかけての

跡が存在しており、本教育委員会では路線にかかる 7遺跡の発掘調査を、

昭和62年から平成 7年まで実施してまいりました。

平成4年から 4箇年にわたって発掘調査を実施致しました池内遺跡では、

一つの台地に広がる縄文時代と古代の集落跡のほぼ全容を明らかにするこ

とができました。

特に縄文時代前期に東北地方北半から北海道南半に広がる円筒土器文化

圏における集落構造と、食糧、工芸技術、交易九葬制などの社会生活を解

明する貴重な資料を提示することができました。

本書は、池内遺跡の発掘調査成果のうち、各種遺構についてまとめたも

のでありますが、埋蔵文化財に対するご理解と歴史研究のうえでいささか

でも役立てば幸いと存じます。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御指導、御協力いただきま

した秋田県土木部北秋田土木事務所、大館市教育委員会ならびに関係各位

に対し厚く御礼申し上げます。

9年 3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕



例

1 本警は、国道103号道路改良事業(通称大舘南パイノマス)に係る大館市池内字上野56外に所在する池

内遺跡の発掘調査報告書のうち、遺構の調査成果をまとめた遺構篇である。この遺構篇では、遺構とそ

の出土遺物の実視IJ~ と衝単な遺構の説明を主としている O

遺構に関する詳細なデータ類、捨て場関係の実測図類、出土遺物についての分類考察、科学分析デー

タ類、遺構の分類考察等については、遺物篇として平成10年度に刊行予定の報告書にまとめて掲載する

予定である。

2 本遺跡の発掘諮査は、平成4年度から平成 7年度までの 4カ年実施した。

3 本書は、国道103号道路改良事業(通称大舘南バイパス)に係る埋蔵文化財の として

は8冊目となる 0

4 平成4年度の発掘調査には、秋田県と友好省県となっている中華人民共和国甘粛省からの研修生とし

て、秋田県埋蔵文化財センターで研修中の甘粛省博物館歴史研究部助理館員王靖氏も参加した。

5 遺物の整理作業は、秋田県埋蔵文化財センターと、大館市の大館郷土博物館内の秋田県埋蔵文化財セ

ンタ一大館整理室でおこなった。

6 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行25.000分の 1I大館ム 50.000分の 1I大館JI鷹

巣」、秋田県北秋田土木事務所作製1.000分のl工事計画図である。

7 本報告書に使用した土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局常修@財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版標準土色Ip占 1989年版』を使用した。

8 本遺跡の発掘調査と整理作業に際して、諸機関、諸氏のご指導とご教示、資料提供を賜った。記して

謝意を表したいo ()頓不問@敬称略)

西谷忠師(秋田大学鉱山学部) 辻誠一郎@西本豊弘(国立歴史民俗博物館) 111回目久(東京

都立大学) 南木睦彦(流通科学大学) 鈴木三男(東北大学大学院) 植田弥生(パレオ@ラボ)

成田滋彦@岡田康|専@小笠原雅行(青森果教育庁文化課三内丸山遺跡、対策室) 遠藤

大成(青森市教育委員会) 鈴木克彦@木村繊次郎@畠山昇(青森県埋蔵文化財調査センター)

福田裕二(北海道南茅部町教育委員会) 佐藤智雄(北海道函館市教育委員会) 長谷部一弘(北

海道函館市立函館博物館) 吉屋敷則雄(青森県東北町教育委員会) 高木晃(財団法人岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター) 宮本長二郎@岡村道雄(文化庁) 西根稔(西根鉄鋼所)

9 本書:に掲載した写真は、遺構の写真を各年度の担当者が撮影した。平成 4年度調査において遺構の写

10 

真が少ないのは、膨大な遺構数を実測するのに手間取ったことによる写真撮影の省略によるためと、撮

影機材の故障に気付かずに撮影を続けたためである。

はNRC に撮影委託した。出土遺物の写真は、楼田隆が撮影した。

11 遺構実測図のトレースは三光航測に、実測したこi二器のトレースはシン技術コンサルに委託した0

12 石器の実測図の一部には、シン技術コンサルに撮影委託した実測用写真を使用した。

13 本報告書の記述が既公表資料と異なる場合は、本報告書ーが優先する。

14 本書の草稿執筆は、楼田 降、五十嵐一治、長津和員Ijが行った。

- II -



凡 伊

1 本報告書に収載した地形図、遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による鹿標北で統一した。

2 グリッド設定は秋田県土木部北秋田土木事務所の打設した道路本線中心杭ST A. N o. 175を原点

とした。この原点は、 MM50グリッド杭となったが、その産標値は、 X: 28025.5915 Y: -22323.56 

52である O この原点における座標北と磁北との偏角は、磁北が西に 40 30' 30"偏している O

3 本書で使用している遺構の略号は、以下のとおりである。

S 1 竪穴住居跡 SKI 竪穴状遺構 SK 土坑

SKF フラスコ状土坑 SKS 土墳墓 SKT T P i t 

SD 溝状遺構 SB 掘立柱建物跡 SA 柵列

P 柱穴様ピット SR 土器埋設遺構 SN 焼土遺構

SX 性格不明遺構 ST 谷

4 本遺跡の基本土層図と遺跡全体の土層図は、地質や堆積土層との関係で遺物篇として刊行予定の第 2

分間で詳述する予定である O

5 遺構実測図の中で、数本の断面等があるが、基準高が同じ場合には 1カ所にしか明示していない。

6 遺構実測図の中の土層註記に大湯浮石あるいは大湯浮石層という層名がある。この層は十和田火山の

噴出物で、十和田 a火山灰という広域火山灰名で呼ばれているものと同一である。

7 本書に掲載した石器の実測図に貼付したスクリーントーンは、以下のとおりである。

Eヨすり範囲 lょう!とと---ぷ

匿23-囲
長[~}_~!'?3投与(招 くぼみ部位

すり切り部位 欝怒~~鰐議機怒滋f アスファノレトの付着部位

8 挿図にはそれぞれスケールを添付しているが、以下のように縮小している。

遺構実測図 …… 現場で 1/20あるいは 1/10の縮尺で実測したものを、印刷段階で 1/2ある

いは 1/3に縮小した。

遺物実測図@拓影図 …… 原寸で実測した図面を70%縮小してトレースし、印刷段階で 1/2あ

るいは 1/3に縮小した。

9 挿図の中で、造物実測図の倍々の遺物に付した数字は、( )の前の数字がその実測関での番号を、

( )内の数字がその遺構から出土した造物の固有番号としている。

出土遺物の説明文中では、造物同有番号で表記している(遺構番号を表す数字は省略)。

- m 
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第 1章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

秋田県土木部北秋田土木事務所は、国道103号の大館市内における交通混雑の緩和を目指し、昭和55年度

から国の補助事業として大館市山館を起点とし、大館市根下戸を終点とする延長7.677mの国道改良工事

(通称国道103号大館街バイパス)を計画した。計画では、 111館から萩ノ台までは大館市東部に延びる山地

から速なる台地上を通り、萩ノ台から北西部では市街地を避けて沖積地を通って根下戸の台地上で国道 7号

に連結することになっていた。

路線のうち、山館から萩ノ台に至る問は、標高65"-'90mの段丘縁辺部にあたり、県土木部北秋田土木事務

所による各種調査と大館市教育委員会への問い合わせの結果、計画路線内に埋蔵文化財が包蔵されている可

能性があることが判明した。このため、県土木部から埋蔵文化財の包蔵確認と今後の対応について、県教育

委員会に調査と指導の依頼があった。

県教育委員会では、昭和60年10月に分布調査を実施し、埋蔵文化財包蔵地及び包蔵地と推測される地区は

6地域であり、今後範囲確認調査が必要であることと、範囲確認調査の結果により記録保存の必要なものに

ついては、発掘調査を実施すべきことを回答した。

昭和61年度には、上ノ 1111遺跡、上ノ LL!II遺跡、餌釣遺跡、 111王岱遺跡(遺跡推定範囲の一部)の 4力所

の範囲確認調査を県埋蔵文化財センターが実施した。

昭和62年度には、上ノiJ_j1遺跡、 上ノiJJII 遺跡、 111~E岱遺跡(市道の東側地区:第 1 次調査)の 3 カ所の

発掘調査を実施した。また、山王岱遺跡で、は市道の東側地区の発掘調査後に、市道の西側地区の範囲確認調

した門

昭和63年度に、この国道改良工事の事業計画が変更され、路線の終点が大館市根下戸からさらに西側の

まで延伸され、総延長9.950mとなり、路線の幅員も拡幅されることとなった。このため、昭和62年

に発掘調査を終了した上ノ山 I遺跡、上ノ山立遺跡、iJ_j王岱遺跡でも拡幅された部分を追加調査すること

になった。

平成元年5月から上ノ山立遺跡の第 2次発掘調査を、同年 7月から山王岱遺跡の第2次調査(市道の南東

地医)を実施した。

平成 2年度には、餌釣遺跡の発掘調査と、上ノ 1遺跡の第 2次発掘調査を実施した。また、 111王岱遺跡

の拡IIJ面部分と上野追跡の範囲確認調査も実施した。

平成 3年度には、 LLI王岱遺跡の第 3次調査(市道の北西地区)と上野遺跡の発掘誠査を実施した。また、

池内遺跡(推定範囲の と萩ノ台H遺跡の範囲確認調蚕を実施した。

地内遺跡では遺構プランが数多く検出され、かっ埋没し現地形では確認できなかったところにも谷があり、

大量の土器が出土することが判明したため、工事対象区域を 2カ年で発掘調査することは困難であることか

ら、調査期間の延長について、協議がもたれた。

平成4年度には、池内遺跡の当初工事部分の7，350ni(A地区)と萩ノ台五遺跡、の発掘調査を実施した。

平成 5年度からも、工事実施計画に従う形で 7年度まで発掘調査を実施した。

寸
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第 l章はじめに

第 2節調査要項

跡名

録番

跡略

所在 地

調 期 間

平成 4年度

平成 5年度

平成 6年度

平成 7年度

調 面積

総面積

調査依頼者

調査主体者

池内遺跡(し 1けないいせき)

4… 68 

2 1 N 

秋田県大館市油内字上野56'""110 

平成 4年 5月11日'""11月13日

平成 5年 4月19日'""1 0月22日

平成6年 5月16日'""11月15日

平成 7年 4月20日'""1 0月13日

28，260 rrf (500 rrfの重複があるので、実面積は27，760rrf) 

平成4年度 7，500 rrf 

平成 5年度

平成 6年度

平成 7年度

秋田県土木部

秋田県教育委員会

秋田県埋蔵文化財センター

発掘担当者

5.350 rrf 

8.500 rrf 

6，910 rrf (500 rrfは、平成 6年度調査|玄の継続)

平成 4 i懐旧 降(文化財ギ資) 柴用陽一郎(文化財主任)

五十嵐 一治(学 小松 満(非常勤職員)

神成栄理子(非常勤職員)

平成 5年度棲田 隆(調査第 3科長) 五十嵐 一治(学

小 畑 巌 津 和良IJ(非常勤職員)

神成栄理子(非常勤職員) 松尾 睦子(非常勤職員)

平成 6年度楼田 降(調査第 3科長) 柴 田陽一郎(文化財主査〉

小 畑 巌(学 長 和員Ij(非常勤職員)

松 尾 睦子(非常勤職員)

平成7年度楼田 !盗(調査課長補佐兼調査第 3科長)

本田 嘉之(学芸 五卜嵐 一治

長 津 和員IJ(非常勤職員)

(職氏名は発掘調査時のもの)

整理担当者

平成8年度楼田 隆(調査課長補佐兼調査第 3科長)

津 和見Ij(大館市教育委員会嘱託)

総務担当者

ηノ
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平成4年度皆川 佐々木 (主任)

平成 5年度佐々木 藤 iζ文

平成 6年度藤肥 良清 佐藤 広文(主任)

須田 輝樹

平成 7年度藤肥 長清 佐藤 広文(主任)

須田 輝樹

平成8年度藤肥 佐藤 幸嗣

須田 輝樹

調査協力機関 秋田県土木部北秋田土木事務所

大館市教育委員会

第 2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

池内遺跡の位置する大館市は、秋田県北東部、奥羽脊梁山脈の西縁に位置する大館盆地にあり、北緯40度

9分から40度26分、東経140度28分から140度44分の地域を占めている。大館盆地には、米代川とその支流群に

よって形成された段丘面が発達している。この段丘面は、小支谷の水流に開析されて台地群となっている。

大館市街地の中心部となる南半地域は、米代川とその支流長木川に挟まれた西向きの巨大な苦状台地上に

あり、その台地南側斜面はいくつもの小さな支谷の水流に開析され、複雑な地形を呈している。

池内遺跡は、大館市の仁1::1心部からやや|南、 JR花輪線東大館駅の南東1.6krnにあり、西流する米代川の右

に形成された河岸段丘上とその斜面に立地する。遺跡付近の段丘は、北側を北東方向の長根山(標高200

m)南麓から段丘を南西方向に下刻する柄沢、南側を秋葉山(標高328.5m)南麓から高森山地を南方向に

下刻する餌釣沢により大きく凋析され、通称「南ケ丘j と呼ばれている。この「南ケ丘」は小さな下刻作用

により、さらに北側の萩ノ台と南側の上野と呼ぶ 2つの台地に分けられている。

北側の萩ノ台の台地には、萩ノ台遺跡、萩ノ台立遺跡が立地し、南側の上野台地には池内遺跡が立地して

いる。南側の上野台地は、西側と南側が米代川沖積地に面している。台地の標高は63'""'-'65mで、台地と沖積

地の比高は14'""'-'16mである。

第 2節歴史的環境

地内遺跡では、縄文時代前期の集落と古代(奈良@平安時代)の集落を主体とする遺跡である。このほか、

縄文時代早期の遺物、中期と後期の遺構と造物、続縄文(弥生)時代の遺構と遺物も確認されている。

つ
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第 2京遺跡の環境

大館盆地には、旧石器時代から近世までの遺跡が数多く知られているが、ここでは、池内遺跡の周辺にあっ

された遺跡を中心に、歴史的な環境を概観する。

なお、遺跡名は、『秋田県大館市遺跡詳細分布報告書Jと『秋田県遺跡地区1(県北版)J登載の遺跡名とし、

文中( )の数字は「秋田県遺跡地図(県北版)Jでの遺跡登録番号である。また、( )のアルファベット

は、 f秋田県大館市遺跡詳細分布報告書』と『秋田県遺跡地図(県北版)Jの刊行後にその所在が確認され、

発掘調査された遺跡である。番号登録がなされていないため、本書ではアルファベットを付した。

米代川流域は、縄文時代から北と南の「文化圏Jの接触地帯であったと言われている。米代川の上@仁I:::J流

域に位置する大館地方(大館盆地)は、古くは「ひない」と呼ばれ、火内、比内、肥内と記述された地域で

ある。

!日石器時代の遺跡としては、大型の石刃が発見された松木高舘平 (4-31)のみである。 I日石器時代の遺跡@

遺物が少ない理由のーっとして、池内遺跡の地表下にも約 4mの厚さで堆積し、トウヒ属の森林を埋没させ

た十和田火山起源の火砕流をあげる研究者もいる。

縄文時代の主な遺跡、としては、釈迦池 (4-10)、福館橋桁野 (4-13)、担井下 (4-18)、 ト三森 (4-19)、

狼穴 (4-22)、松木 (4-31)、長瀞 1 (4 -38)、鳴滝 (4-41)、餅田屋敷添 (4-43)、諏訪台 (4-51)、塚

ノ下 (4-53)、茂内 (4-54)、玉林寺跡 (4-56)、太平111(4 -63)、萩ノ台n(4-67)、餌釣館 (LLI王岱)

(4-69)、山館上ノ 111(4-71)、芋掘沢 (4 125)、根下回道下 (4-126)、袖ノ沢(12-12入横沢(12 13)、

本道端(12-19)、赤JII(15… 3)、下茂犀(15一心、柏木岱(15-8)、矢石舘(15-12入上野 (A入上聖

(B入餌釣 (C)、家ノ後 (D入野沢岱(巳)、冷水山根 (F入寒沢n(G入寒沢(日)、中LLI(J) の各

遺跡がある。このうち、これまでに発掘調査され、報告書等が刊行された遺跡は、福館橋桁野、鳴滝、餅田

屋敷添、諏訪台、塚ノ下、玉林寺跡、萩ノ合E、餌釣館(iJJ王岱入山館上ノ UJ、芋掘沢、袖ノ沢、横沢、

本道端、赤川、下茂屋、柏木岱、矢石館、上野、上聖、餌釣、家ノ後、野沢岱、冷水山根、寒沢耳、寒沢、

中山の26遺跡である。

早期の遺跡としては、横沢、寒沢、寒沢宜、本道端、 LLI館 kノL1J、野沢岱のほか、鳶ケ長根町、野沢岱豆、

根下戸道下があげられる。釈迦池、横沢、寒沢、本道端、鳶ケ長根町、野沢岱宜、根下戸道下では貝殻腹縁

文@貝殻沈線文系の土器(片)が出土しており、鳶ケ長根町と寒沢では表裏縄文系の土器片も出土してし喝。

寒沢では片口の付いた土器片も出土している。

山館上ノ 111、根 f-戸道トーでは、細い粘土向上を貼り付けた細隆起線による幾何学的な文様の施文された土器片

が出土している。野沢岱ではこの細降起線を沈線に置換した幾何学的な文様の土器片が出土している。

前期の遺跡としては、福館橋桁野、根井久十三森、狼穴、松木、餅田屋敷添、塚ノ下、茂内、萩ノ台豆、

LIJ舘上ノ山、芋掘沢、本道端、赤川、下茂屋、冷水LLltL~" 寒沢 H があげられる。 LJJ~GJ二ノ L11 で、は竪穴住居跡

16軒と、台地斜面と谷状地形内に「捨て場」が調査され、大量の円筒下層式土器とともに大木式土器片が出

した。また、 2点の鋒形石器も出土している。萩ノ合立、寒沢耳、赤川でも台地斜面に「捨て場jがあり、

大量の造物が出土しており、萩ノ台立でも大木式土器片が出土した。芋掘沢では直立させた深鉢土器

な河原石を被せた土器棺が出土している。福館橋桁野と下茂屋では円筒下層 a式土器の直前形式とされる士

器が出土している。下茂崖では内面条痕を有し、 i二面に指頭圧痕文の施文された降帯を口頚部に巡ら

が、円筒下層 a式土おの包含屈の下から出土し、「茂屋|ご岱式土器群Jとして把握されているが、この円

a式土器の直前形式の土器については異論もある。萩ノ台Eでは谷状地形の中に「捨て場」が確認され、

所謂「茂屋下岱式土器群」から中期の円筒上層 e式まで堆積していた。狼穴では米代川流域で最大の岩偶が
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発見されている。岩偶は、狼穴のほか下茂屋、萩ノ台E、LlI館上ノ山でも出土している。

中期の遺跡としては、釈迦池、福館橋桁野、長瀞 I、鳴滝、諏訪台、塚ノ下、玉林寺跡、萩ノ台E、餌釣
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第 2章遺跡の環境

館(山王岱)、斜釣、山館上ノ山、芋掘沢、横沢、本道端、柏木岱、 家ノ後、冷水山根、野沢岱、寒

沢H、寒沢、中山の各追跡がある。福館橋桁野と林寺跡では竪穴住居跡が各 l軒、餌釣館(山王岱)で竪

穴住居跡、が12軒、本道端では複式炉の付設された竪穴住居跡23軒と土坑6基が調査され、円筒上層式土器と

ともに大木式土器片が出土した。 冷水山根で、は台地の斜面に竪穴住居跡2軒、フラスコ状土坑 1基、土坑 5

基を調査した。餌釣では竪穴住居跡 1軒と焼土遺構 1基、鳴滝では竪穴住居跡2軒とフラスコ状土坑 2

柏木岱では竪穴住居跡、6軒、横沢では竪穴住居跡 1軒、フラスコ状土坑25基、野沢岱では竪穴住居跡 5軒、

フラスコ状土坑 1基と円筒上層 c，..._， e式土器、中の平 I式土器、大木 8a.. 8 b式土器等を、また寒沢Eと

萩ノ台 では台地の斜面に「捨て場」があり、円筒上層 a，..._， e式土器が出土した。中山では周堤の残る

住居跡が調査された。

後期の遺跡としては、釈迦池、長瀞 I、鳴滝、塚ノ下、諏訪台、萩ノ台耳、餌釣館(山王岱)、餌釣、 LLi

舘上ノ山、上聖、家ノ後、寒沢E、寒沢、中山のほか、萩峠などの遺跡がある。塚ノ下では目に天然アスフア

ルトを埋め込んだ土偶などが出土している。諏訪台では竪穴住居跡 2軒とフラスコ状土坑 3基などを検出し

た。萩ノ合Hでは台地の斜面に「捨て場」が検出され、十腰内 I式..rr式土器とともに弱翠の大珠 3点が出

した。餌釣館(山王岱)と餌釣では竪穴住居跡が各 1軒、山館上ノ 111では竪穴住居跡、とフラスコ状土坑な

どを、家ノ後では竪穴住居跡4軒と土坑のほか、台地の斜面下方に粘土採掘坑などを検出した。寒沢では怒

穴住居跡 7軒、土坑 9基、フラスコ状土坑2基、配石遺構2基を検出し、萩1I序では竪穴住居跡10軒と土坑20

基を検出した。

晩期の遺跡としては、十三森、長瀞 I、鳴滝、諏訪台、太平山、 LLI館上ノ 111、本道端、矢石館、家ノ後、

野沢岱の各遺跡、があるo LLI館上ノ山と餌釣館(山王岱)では竪穴住居跡とフラスコ状土坑などを、また家ノ

後では土坑と土墳墓などを検出した。矢石館では組石棺墓 5基が調査されている。

続縄文(弥生)時代の遺跡としては、釈迦池、諏訪台、鳴滝、柏木岱、片山館のほか、粕田 (4… 8)の各

遺跡があるの諏訪台では竪穴住居跡 6軒が調査され、柏木岱では頭骨のみ埋納された !-_t展墓が l基調査され

ている。釈迦油、鳴滝では土器片が出土したにとどまるが、粕旧では深鉢形土器が、片山館では後北式土器

片が出土した。

古代(奈良@平安時代)の遺跡としては、諏訪台、塚ノ下、扇回道下、餌釣館(山王岱)、山館上ノ山、

袖ノ沢、横沢、上野、餌釣のほか粕田、大館野 (4… 5)の各遺跡があげられるが、この時代の遺跡の特徴と

して、十和田火山起源の蜂 f火山灰との関係があげられる。その火山灰の産状は、遺構の I~:Jに凹レンズ状に

堆積、霜降り状に混入、火山灰のみ堆積などが確認されており、火山灰との時間的関係を示唆している。

上野では谷に火山灰が堆積した後で竪穴住居跡が構築され、その竪穴住居跡のかまど周辺から土師器とと

もに擦文土器が出土している。扇狂i道下では竪穴住居跡群と掘立柱建物跡群が検出されている。大舘野では

側溝のある道路、竪穴住居跡群とともに製鉄炉 3基も検出されている。横沢は細長い独立台地を空堀で 2つ

に区画しており、その一区画から竪穴住居跡群が検出されている。
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

池内遺跡は、西流する米代川 に形成された河岸段丘上にある。この河岸段丘は小さなド刻作用によ

る開析谷でいくつかに分けられており、最も南側にある台地は上野と呼ばれている。

遺跡が、この台地上とその周囲の斜面に立地することは第 2章第 1節で述べたとおりである。

池内遺跡、は、この道路改良事業に伴い詳細な分布調査と遺跡範囲確認調査が行われるまでは、付近の子供

達が北側の萩ノ台と呼ばれている台地との間の谷で土器を掘っていたことや、県立大館桂高等学校社会部に

よる古代の竪穴住居跡、の発掘調査などからこの k野台地上に形成された縄文時代前期の遺物散布地と古代の

集落跡であると推測されていた。

県立大館桂高等学校社会部による古代の竪穴住居跡、の発掘調査での成果は、米代川沖積地より 14'-""16m

い台地上の竪穴住居跡内に淘別作用を受けていたかについては確認されていないが、十和田火山起源の降下

火山灰が厚く堆積していた事実の発見である。この発見までは、十和田火山起源の降下火山灰は秋田県側で、

はト和田火山周辺にのみ堆積し、それよりも遠い米代川の中流地域には二次的な火砕流としてその存在が確

認されていただけであった。県立大館桂高等学校社会部による池内遺跡での降下火山灰の発見は、同時に所

「砂底土器」を覆っていたことから、当該時期の遺跡、の広域的な編年作業で利用できる 2つの指標を提供

したことになる。この火山灰は、秋田県側では大湯浮石層と呼ばれているが、法域火山灰名はト和田 a火山

灰である。

池内遺跡、の立地する台地は、最大150m、最小40m、平均120mのi隔をもち、北東から南西に200mの長さ

で張り出す台形となっているの

台地の上面は、北東側から南西側に1.2，-...，1.5m傾斜しているが、肉眼ではほぼ平田な広がりと感じる。台

地の斜面は 3面(北西、南西、南東)とも急傾斜している。台地の南東側斜面には開析谷が3カ所(西寄り、

中央、東寄り)で形成され、谷頭が西寄りでは又状、中央では三又状に分岐しているものの、谷本体は東側

に屈曲する。台地の南西側は、米代JI!の沖積地に面しており、崩落し となっている。

台地の北西側は萩ノ台の台地との間が上幅26，-...，40mの谷により編てられ、谷頭が又状を呈している。台地

南東側斜面中央の谷頭と台地北西側の谷頭の間が37mまで近接している筒所があり、ここがこの台地の基部

となっている。また、南西側の台地上縁から70m束よりの笛所でも、台地南東側斜面の西寄りの谷の谷頭と、

台地北西側の谷を約70m遡行した筒所にくびれのように形成された小さな谷があり、この谷の谷頭、との間が

37mまで近接していることから、ここでも台地が狭くなっている。米代川の沖積地との比高は南西側で14'-""

16m、南東側で10mである。

以上のことから、池内遺跡の立地する台地は、くびれ部分をもちながら、平均120mの幅で、北東から南

西にゆるやかに傾斜しながら200mの長さで張り出す台形を去する。南東側斜面には 3カ所の大きな谷があ

り、複雑な地形を呈しているが、米代川の沖積地に面する南西側は崩落による急崖となっている。台地上面

と沖積地との比高は10'-""16mと概括できょう。

現況は、畑、杉林、雑木林、農道となっていた。畑は大部分が放置されススキが生えていたが、黒土の不

法採取跡もあり、須恵器の大型破片が散在していた。

- 7 -



第 3章発掘調査の概要

この台地一帯は市街地に近いため狩猟禁止区域となっているが、調査中にキジ、カモシ力、キツネ、タヌ

キ、ウサギ、ヘビなどを観察できた。また、植物では北西側の主主にサワクゃルミ、南東側の斜面と谷にニワト

コ、クリ、ヤマグワ、モミジイチゴ、ハリギリなどが自生していた。

第 2節調査の方法

池内遺跡の調査では、前年度に実施された詳細分布調査@範囲確認調査の結果、台地上部平坦面では

プランが密集しているのを確認していた。谷内にも黒土を 2mほど掘り下げると火山灰が0.2mほどの厚さ

で堆積し、さらに黒土を 1mほど掘り下げると縄文時代前期の円筒下層式土器が大量に旬合されている!留に

達することを確認していた。竪穴住居跡や貯蔵穴、土坑などで構成される平坦面と、土器、石器を含む生活

残津等を斜面や谷に捨てた「捨て場」がセットとなっている縄文時代前期の集落助法、古代の集落跡である

とともに、自然の谷地形に人工的な造作をして「濠」となし、仁j-=I-j世の館跡を造っていたのではなし1かとの疑

問があった。この疑問は範囲確認調査で設定したトレンチで斜面の中半に横走する「溝状の掘り込みjが検

出されたことによる。

このため、縄文時代前期の集落跡、古代の集落跡、仁!こ1慌の館跡を想定して発掘調査を進めることになった。

池内遺跡の調査区設定は、北秋田土木事務所が道路の中心線として打設している杭から、調査内の道路

本線の中心杭 (No.175)を原点として選び、この点の座標北を求めて南北の基準線を設定し、 4mX4m

の万眼(グリッド)を作るように杭を打設した。グリッドの呼称は、 2桁のアラビア数字と 2文字のアルファ

ベットを組み合わせて行い、原点をMM50として、南北方向は原点から北がMN、MO、-…..MT、NA、

NB、……OKとし、南がML、MK.…..MC、東西方向は原点から東が降!II員 (49、錦、 47・・・・・・)、西が昇

JI頃 (51、52、53…ー・)と付し、グリッドの南東隅の杭でグリッド名を呼称した。

調査|玄が工事実施計画に基づいているため、各年度の調査範囲をひとくちで説明するのは困難である。

発掘調査の方法は、概ね秋田県埋蔵文化財センターで実施している「発掘調査規準Jに基づいているが、

は、各調査年度の調査区毎:に 3桁の番号を割り当てて、遺構プラン発見順に付した。精査の結果、

遺構でないと判断された場合はその番号を欠番扱いとした。遺構プランは埋土堆積状態観察@実測用ベノレト

を設定して掘り下げ、土層断面の分層時に野I!.辰に堆積状態をスケッチして土色、土性等を記入することにし

た(整理時にパソコンに入力)。

柱穴様ピットについては、他の遺構とは別にピット番号を各調査年度毎-に付し、ピットでないと判断され

た場合はその番号を欠番扱いとした。また、柱穴様ピットはプラン確認而での土色と土性等を柱穴番号簿に

し、半分掘り下げあるいは全掘した。

出土した造物は、全点遺物番号を付して平面図に記載しレベルを計測することとした。斜面と谷内に形成

された「捨て場」の包含層も全点造物番号を付して平面図に記載しレベル計測、出土層位も記入することと

したが、数個体分の土器が密集して出土した時、あるいはまとまりのみられない場合は各グリッドの層位毎

に一括して取り上げた。

実測|玄!は、縮尺を 1/20を原則としたが、カマド@土器埋設遺構など微細な遺構図面は 1/10で記録した。

遺跡全体の地形図と調査区全体にわたる図面(等高線入り遺構配置図)は縮尺 1/100の空中写真測量で

作成した(業者委託)。
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第 3節調査の経過

第 3節調査の経過

池内遺跡の発掘調査は、平成 4年度から平成 7年度までの 4カ年にわたって実施された。各年度毎の調査

経過を略述する。

〈平成4年度》

平成4年 5月11日から開始した。台地の北側縁辺、 J字形にカーブする幅35m、長さ260m、面積7，500rrf 

のA区と仮称した地区は、南西側が原野@雑木林地区、中央部が畑地区、北東側が杉林地区となっていたと

ころである。

畑部分約1，440rrfは耕作土が不法に採取されたため地山が20cmも削平@露出しており、すぐ遺構検出(プラ

ン確認)作業を実施した。前年度の詳細分布@範聞確認調査のトレンチでも多数のプランを確認していたが、

わずか一週間の作業で土坑60、柱穴様ピット多数を検出し、予想をはるかに超える遺構数であった。

5月18日から池内遺跡の北側の谷を挟んで所在する萩ノ台Z遺跡、の発掘調査実施のため、楼回が 7月10日

まで現場を離れた。

5月19日から土坑の掘り下げ(半裁)を開始した。円形プランの土坑のほとんどがフラスコ状を呈するこ

とが判明した。フラスコ状土坑からは円筒下層式土器のほか、大木式土器も出土した。

5月21日に秋田大学鉱山学部の西谷助教授らが電気@磁力@地震探査による遺跡調査法の試験と熱残留磁気

測定法による年代測定についての打ち合わせのため来跡〔電気@磁力@地震探査による遺跡調査法の試験は 5

月29日から10月12日まで南西側の原野@雑木林地区 (A• B区)で断続的に試験を実施し、熱残留磁気測定

法の試料採取は10月14日と11月16日に実施した〕。

5月25日から非常勤職員の小松が合流。粗掘り作業を続けていた北東側の杉林地区では、部分的に黒土中

に浮石(軽石)質の火山灰が堆積しているのを確認し、その直上まで掘り下げた。この火山灰は古代に降下

した大湯浮石窟であるが、単一での堆積ではなく、黒土中に霜降り状に混入した状態であった。この北東側

山林地区は、戦後の杉植林の際に重機で削平したらしく、その痕跡が至る所に見られた。中央部では、プラ

ン確認、精査とともに台地の上部平坦面の掘り下げに続いて斜面の掘り下げも同時進行させた。中央部の畑

の北縁にあるゴミ捨て場で、須恵器の大型破片が大量に見つかった。畑の耕作中に掘り上げ、 1カ所にまと

めて捨てられたものである。

7月 6日から野沢岱遺跡の発掘調査実施のため、柴田が 9月25ヨまで現場を離れた。

7月13日に楼田が現場復帰し、 17日からは南西側の原野@雑木林地区の粗掘りを東側(畑寄り)から開始

した。北東側の杉林地区では南側から遺構プランの確認作業と斜面の掘り下げを開始した。 22日には南西側

の原野@雑木林地区の粗掘りが終了とともに、遺構プランの確認作業を行い、円形土坑プラン23と柱穴プラ

ン多数を検出した。北東側の杉林地区でも方形の竪穴住居跡プラン 4と円形土坑プラン 1を確認した。

7月23日から北東側の杉林地区で確認した竪穴住居跡プラン 2軒の掘り下げを開始した。

7月初日までに南西側の原野@雑木林地区で確認した遺構プランは、竪穴住居跡プラン32(うち方形プラン

9 )、円形土坑フoラン72、性格不明プラン 2の計106遺構と柱穴様ピット多数である。南西側の先端部には埋

没した谷があった。その後の精査で、この円形土坑フ。ランもほとんどがフラスコ状土坑となった。

7月29日に中央部の畑地区が精査を完了し、ラジコンヘリによる空中写真撮影を実施した。

この地区では縄文時代の竪穴住居跡、フラスコ状土坑、土坑、二!こ;境慕、古代の竪穴住居跡、現代の土坑の

ほか、時期未確定の柱穴を検出した。竪穴住居跡は上部を削平されていたため、痕跡がわずかに残っている
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第 3章発掘調査の概要

のみであった。フラスコ状土坑は震複が多かった。また、底面中央部に柱穴様ピットを確認したものも多い。

8月4日から南西側の原野@雑木林地区でプラン確認していた占代の竪穴住居跡10軒 (S1 120'"" S 1 12 

9)の掘り下げを開始した。焼失した住居跡、が4軒 (S1 121、S1 125、S1 126、S1 129)あり、こ

のうち S1 121とS1 126の埋土の上半には火山灰が堆積していた。この10軒の竪穴住居跡に付設されてい

たかまどの形態には所謂東北型と関東型の 2種類があった。

掘り下げを黒土中に霜降り状に混入した状態で残る火山灰の表面までで止めていた北東側の杉林地区では、

地山面まで掘り下げて遺構プランを確認する作業を続け、新たに縄文時代の竪穴住居跡、 T-pit、焼土遺

構、古代の竪穴住居跡、などを検出し、精査を開始した。

S 1 129竪穴住居跡の床面上に堆積する炭化材に混じって、モモの核 l個と少量の炭化籾が出土した。

8月初日に小林達雄闘学院大学教授は現場視察後「縄文時代前期のころは、竪穴住居の中に火を持ち込

んでいない(炉を作らない)のかも知れなし1。屋外の焼土に注意する必要があるj との感想を述べられた。

9月 8日からラジコンへリによる空中写真測量のための撮影を10日まで実施した。

連日、雨が降るようになったので、現場作業ができない日にはプレハブで遺物洗いをするには、大量の水

を必要とするので、プレハブの軒下に雨水を溜めるプールをコンパネで枠を作りビニールシートを貼って設

した0

9月22日から中国甘粛省博物館から長期研修のため派遣されいてた王埼氏が発掘研修のため来跡し、 25

日まで土壌墓 1基 (SK S 194)の精査に従事した。 SK S 194からは磨製石斧 1点が出土した。

9月29日から30日までラジコンへリによる空中写真測量のための撮影を実施した。

9月30日から南西側の原野@雑木林地区の台地斜面の掘り下げに着手した。斜面の傾斜角が大きいため、

土器などの「捨て場」は形成されていないだろうと予想していたが、斜面の下方で遺物の出土が多いので

「捨て場」が形成されていたと考え、調査万法と工程を再検討島した。隅丸長方形フ。ランを呈する土坑から

鉱56点、磨製石斧 2点、打製土掘呉 1点、石匙 1点、深鉢土器 l点などが出土し、 (S K S 208)で

あることがわかった。大量の石鎌が出土したことについて、複数の考古学研究者などからいろいろな見解を

戴いたが、いずれもここに埋葬された死者が生前持っていたものとしての解釈であった。これに対して、狩

猟を生業としていた f阿仁マタギ」のひとり、西根稔氏からは、「近年まで、マタギの里では仲間の槍の名

手が亡くなると、マタギ仲間がその名手にあやかりたいとして、自分の使っていた槍か、新しく造った槍を

一緒に葬った。(石鎌の)数が多いのは、その死者が弓の名手だったので、仲間たちがその名手にあやかり

たいという気持ちで入れたのではないかJというご意見を戴いた。マタギは、筒形の柄と刃が一体となって

いるフクロナガサという山万(ナタ)で、熊と戦い、自身を守る武器として筒形のフクロ柄に 7尺ほどの木

の柄を差し込んで長槍とするという。死者に供えるのは、穂先となるフクロナガサという山刀だったという

ことから、池内遺跡、では弓の名手に矢柄のついていない石鍛だけを仲間たちが供えたという解釈であろう 0

10月に入ってから南西側の原野@雑木林地区の精査が進み、縄文時代の大型住居跡である S1 141では

面上部に斜めに掘り込まれた柱穴列と、床面の一部を掘り残した土墳を検出した。この柱穴列については、

朝日新聞社を通じて文化庁の宮本長二郎主任文化財調査官から垂水尻を据えた穴と考えて良く、縄文時代前

期のものとしては国内最初の例であるとのご教示を得た。

10月16日に南西側の原野@雑木林地区の北側斜面(ND66'""MQ75間)に、 2本の土居観察用ベルトを設定

し、斜面「捨て場Jの調査を開始した。この間の台地縁辺には同心円状の亀裂が入り、斜面の中央よりやや

には段差があることから、白然崩壊による亀裂と段差と認識していた。しかし、調査の結果、斜面の下

12 
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第 3章発掘調査の概要

方に円筒下層式土器の捨て場が形成され、その上部に遺構を掘った時の排土が堆積して段差を形成したもの

で、亀裂と段差の直接的な関連は認められなかった。この捨て場では、排土の属を挟んで造物包含層を 2枚

確認した。

10月23日に藤原哲県議会議員と文化課長らが来跡した。非常勤職員の小松が退職。

11月11日に北東側の杉林地区の精査が、 11月13日に南西側の原野@雑木林地区の精査が終了した。その後、

図面チェックと遺物の洗浄をプレハブで行い、 11月20日に撤退した。

平成 4年度の調査では、縄文時代の竪穴住居跡21軒、土壌墓 6墓、フラスコ状土坑121基、土坑27墓、 T

pit10基、土器埋設遺構 1基、古代の竪穴住居跡19軒、土坑2基、焼土遺構8基、時期不明性格不明遺構 1

基、現代土坑 2基の計218基と柱穴様ピット 2.524カ所、捨て場2カ所を検出し、調査した。出土した遺物は

コンテナ18で1，170籍である。膨大な遺構数、遺物量にもかかわらず、担当者が一時的にせよ他遺跡の発掘

調査を担当するため、池内遺跡を離れなければならないなど、調査体制の面でも課題を残した。

《平成 5年度〉

平成 5年 4月19日から発掘調査を再開した。この再開に先立ち、 4月12日から16日までB"豆eF区にあた

る区域を小焔@五十嵐@長津が範郎確認調査し、竪穴住居跡や土坑などが集中していることを確認した。

発掘調査の担当者は、棲問、小畑、五十嵐の 3人に非常勤職員の長津、松尾、神成の 3人を加えた 6人体

制となっているが、五十嵐と長津は 4月19日から 8月31日まで冷水山根遺跡と寒沢E遺跡、の発掘調査に従事

することになっており、また、小畑と長津は 9月 1日から10月22日まで、中山遺跡の発掘調査に従事すること

が決まっていた。非常勤職員の松尾は 4月19日から 5月31日まで森吉町白坂遺跡、の第 2次調査と、 7月26日

から10月訪日までの秋田市大松沢H遺跡の発掘調査に従事し、神成も 5月10日から 7月30日まで鹿角市天戸

森遺跡の発掘調査に従事することになっており、前年度以上に出入りの激しい体制となっている。

当初はB区とした台地南西側を調査する予定であったが、秋田県北秋田土木事務所の手違いにより、南西

に未買収のまま使用中の簡易水道の貯水槽があり、発掘調査で水脈を分断する可能性があることから、

急逮水道に影響の少ない東側の区域に変更されたため、発掘対象面積は5.350nfと少ないが、畑、原野@雑木

林となっていた 2区域 (C• D区)となった。

D区には、昨年度の排土が大量に盛られており、調査区外に搬出しなければならないため、調査はC区の

南側から進めることにし、粗掘りを開始した。原野@雑木林になる前は耕作されていたらしく、地表面に畝

状の起伏がみられた。地山までの深さが20cmと浅く、しかも黒褐色土中に地山ブロックが多いので撹乱され

ていると判断して地山まで掘り下げることにした。遺物も石匙、石錯、石器剥片、近世陶磁器破片な

の出土である。

C区を地形と調査範囲から 3つのブロックに分割することにし、南側を C-3区、中央部をC-1区、東

側を C 2区と呼称することにした。また、D区の排土の搬出作業については文化課も交えて話し合いした

結果、 5月17日から 6月 2日まで北秋田土木事務所と工事施工業者が実施することになった。

5月12日から C-3区に南西側から入っている谷にトレンチを設定して掘り下げることにした。谷頭の部

分であるためか遺物は出土せず、捨て場は形成されていないと判断した。

5月14日から C区の中央部に南側から入っている谷にトレンチを設定して掘り下げることにした。この谷

の本体は 1筋であるが、谷頭が 3つに分岐している。 トレンチで谷内に捨て場が形成されているかどうかの

確認作業をしたが、遺物の出土は皆無であるため、この谷にも捨て場は形成されていないと判断した。

C-3区と C-1区の粗掘り作業がj順調に進み、 5月18日から地山面での遺構プラン確認作業を行い、 C-
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第 3節調査の経過

1区で大型の桐丸長方形プラン l、円形土坑プラン 3、T-pitフ。ラン 3を検出した。

5月21日から C… 2区の粗掘り作業を開始した。 ほぼ東西iこ走る満状の掘り込みを検出したが、これは北

側に広がる焔がかつて水田として使われていたころ、台地下からの水を揚げるための導水パイプを埋めるた

めの溝であることが後日判明した。

C-3区の台地東側縁辺部で円形プランを幾っか検出したが、風俗木痕もあるようで、土坑かどうかの判

断はできなかった。また、溝状のプランも検出した。土師器破片、寛永通賓なども出土したが、撹乱された

こ上の中からの出土である。

今年度の遺構番号は、柱穴様ピット以外の遺構は300番から、柱穴様ピットはP2.600番から使用すること

にしfこO

5月28日から C… 3区の遺構フ。ラン確認作業を本格的に行い、 C-1区では大型の隅丸長方形プラン (S

K 1 300)の精査(掘り下げ)を開始した。

5月31臼に C-1区の遺構プラン確認作業で竪穴住居跡プラン 2 (S 1 307、S1 308)、円形土坑プラ

ン数基を検出し、掘り下げを開始した。午後 3時過ぎにそれまでの晴天が一転し、雷を伴う誼が降り始め、

にわかに豪雨となり、辺りは暗闇に包まれた。 1時間ほどしてまた靖天となったが、地面は水浸しでプラン

が全く見えない状態であったため、作業を中止した。

6月 1日からT-pitフ。ランの掘り下げを開始した。非常勤職員の松尾が調査に参加。

6月8日に C-3区の斜面中半で長万形プランの落ち込みを検出した。壁際に深鉢が倒立状態で出土した

(土;墳墓SK S 377と命名)0 C -1区の SK 1 300の掘り下げがほぼ完了した。壁際に排水用の溝が一巡し、

東壁の中央やや南寄りからオープンカットの溝で谷に流れ出るようになっていた。底面から粗悪なレンガや

針金などが出土しており現代のものと考えていたが、昭和30年代に比内町の鮮魚販売!古が冷蔵用の「室(む

ろ)Jとして使用したものと判明した。

6月11日から C 2区の粗掘り作業と斜面の草刈り作業を開始した。

6月18日に C-2区の遺構プラン確認作業を開始した。また、池内遺跡の整理作業を地元の大館市内で行

うため、大館市教育委員会と協議した。(統合のため廃校となった県立大館東高等学校のi日校舎を平成 5年 7

月 1日から平成10年10月31日まで借用し、秋田県埋蔵文化財センタ一大館整理室として池内遺跡、の整理作業

をすることとなった。)

確認できた遺構プランは番号を付して、順次掘り下げム精査をおこなった。

6月初日に比内町立扇田小学校 6年生62名が、郷土学習の一環として遺跡を見学し、前年度の調査区内に

造った「竪穴住居跡..I土坑Jで発掘体験学習をおこなった。

7月5日から D区の粗掘り作業を開始した。この地区は耕作土(黒土)の不法採取が行われた場所であり、

遺構の保存状態は大変悪いだろうと考えていた。 71ヨにはD区2，130rrfの粗掘り作業がほぼ終了し、プラン

確認作業を行ったところ、吉代の竪穴住居跡プラン 2、小判形(あるいは隅丸長方形)プランの土坑 3、円

形プランの土坑、柱穴様ピットなどとともに、埋没谷の谷頭らしいプランを南東側に確認した。

7月23日に C-1区と C-2区の精査が完了し、最終写真撮影をおこなった。 C 1区では縄文時代の竪

穴住居跡 3軒、土坑4基、 T-pit 3基、現代の竪穴状土坑(室) 1基、柱穴様ピット多数などを、またC-

2区では竪穴住居跡 3軒、フラスコ状土坑 4

数などを精査した。

土坑15墓、 T… pit4基、現代の溝 3条、柱穴様ピット多

C-3区の南側斜面の中半に円形の土坑プラン 3を検出し、掘り下げ@精査を開始した。
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第 3章発掘調査の概要

7月28日から29日にかけて大館地方に大雨が降り (24時間で141mm)、大雨@洪水@雷の各注意報が発令され、

D区は完全に水没し、 C区も遠構がすべて水j留めの状態であった。また、斜面には無数の亀裂が入り危険な

ため、現場作業は 8月2日までできなかった。その問、プレハブの屋根からの水を軒下のプールに集め、遺

物洗浄をおこなった。 8月2日から非常勤職員の神成が鹿角市天戸森遺跡から合流する。

8月 6日に C-3区の縄文時代の竪穴住居跡 1軒、土墳墓 1基、フラスコ状土坑4基、土坑12基、現代の

溝2条、柱穴様ピット多数などの精査が完了した。

8月12日に大館保健所から「発掘作業員として働いていた男性から、結核菌が検出されたので、本人は隔

離したが、一緒に働いていた作業員に感染の恐れがあるので、結核予防法に基づき全員のX線写真撮影を行

うJとの連絡が入った。 13日から17日まで盆休みとし、 8月18日から現場作業を再開した。

8月19日からD区の柱穴様ピットの精査を集中的におこない、 P 3488、P 3517、P 3567、P 3630の4

本から柱痕跡を確認した。

8月24日に現場にレントゲン車が来てX線開接撮影をおこなった。この日から26日までは猛烈な暑さのた

め、作業中に具合の悪くなる職員@作業員が続出したため、半数ずつプレハブ内での遺物洗浄に切り替えた。

ブレイク@チップが埋土中に多量に混入している土坑 2基 (SK 383、SK 398)と、小型深鉢形土器 l個

体が出土した土壌墓などの精査が続いた。 SK 383土坑は、緑泥片岩を原材料とした石器製作場的性格をも

つ上坑かと推測された。 D区の西側に検出した小判形(隅丸長方形)プラン

と推測した。

る土坑のほとんどは土墳

8月30日から谷状プラン (ST 396)と古代の竪穴住居跡 (S1 395)の掘り下げ@ を開始した。 S

T 396では土器が多量に出土し始め、遺物番号を付して平面図記入、レベル計測の後で、収納した。また、 S

1 395の床下に土墳墓 2基 (SK S 424、SK S 435)を確認した。また、 S1 395の南西側壁面に竪穴住

居構築時の掘削痕が残っているのを確認した。 8月30日に小畑が中山遺跡の発掘調査を担当するため、池内

遺跡を去り、 9月6日から柴田が合流し、交替するように楼旧と神成が峰浜村湯ノ沢岱遺跡の範囲確認調杏

のため、 14日まで現場を離れた。

9月 7日にはフラスコ状土坑、 T-pit"土墳墓、土坑、古代の竪穴住居跡などの掘り下げ、実測、埋土

堆積状況の写真撮影などをおこなった。 S1 423竪穴住居跡は、大湯浮石層が厚く堆積しており、かまどの

煙道部が 2本存在したが、後日かまどの作り替えと判明した。

この後、降雨日が多くなり、精査が遅滞気味であった。

9月22日に北海道余市町教育委員会の宮宏明氏、27日には工藤雅樹福島大学助教授が来跡し、二|二墳墓の

副葬{71jなどについてご教示をいただいた。土壌墓の精査が進むにつれ、定形的な石器、土器、燥が副葬品と

して残っていても、副葬した遺物の種類と数に差異があり、なかには全く出土しない土墳墓もあった。

10月8日の午後に集合した報道 8社に対し、現地説明会の事前記者発表をおこなった。

10月16日(土曜日)の午後]時から120名の市民、学生、生徒の参加を得て現地説明会をおこなった。

10月初日に縄文時代の竪穴住居跡 l軒、フラスコ状土坑 6基、 T-pit 3基、土墳墓20基、 j二坑 8基、古

代の竪穴住居跡 3!~干のほか、柱穴様ピット多数を精査してD区の調査を完了した。

10月22日にセンターと大館整理室に造物を搬送し、平成 5年度の発掘調査を終了した。

平成 5年度の発掘調査では、縄文時代の竪穴住居跡 7軒、フラスコ状土坑10基、 T-pit10基、

基、士会坑40基、土器埋設遺構2基、吉代の竪穴住居跡 3軒、土坑 3基のほか、柱穴様ピット 2，710カ所、捨

て場 1カ所、現代の竪穴状遺構 l基、溝 5条を検出し、調査した。出土した造物はコンテナ18で276箱であ
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第 3節調査の経過

るO 大館整理室には小畑が常駐することになり、非常勤職員の長湾、神成とともに整理作業員を指導して整

理作業をおこなった。

《平成 6年度》

平成 6年 5月9日に大館市立中央公民館で発掘作業員雇用説明会と面接を行って作業員を確保し、 5月16

日から発掘調査を再開した。

発掘調査の担当者は、楼回、柴田、小畑の 3人に非常勤職員の長淳、松尾の 2人を加えた 5人体制となっ

ていたが、楼田と長津は 5月16日から 6月24日まで寒沢遺跡の発掘調査を担当のため開始当初は不在となり、

調査を開始してからも、柴田と長津は 7月11日から 8月8日まで山本郡琴丘町に所在する中の沢遺跡の発掘

に従事することが決まり、地内遺跡の発掘調査体制は 3年連続で不安定なものとなった。

発掘調査対象区は、農道を挟んで隣接しているが、遺跡の南西側にあたる B区と南側の E区で対象面積は

8，500 であるo E区は北側に延びる谷と北東側に延びる谷の 2本あり、いずれも|幅があり深い。北側に延

びる谷は、前年度にD区南東側に検出した ST 398谷と結合し、北東側に延びる谷はC-3区南西側に検出

した谷頭部分と結合する位置にあった。

発掘調査は北東側に延びる谷 (ST 529と呼称)に谷頭-谷尻万向(略東一西方向)に!幅 1m、長さ60m

のトレンチを設定し、それと交差するように地形に合わせて 3本のトレンチを設定した。谷頭-谷尻方向に

設定したトレンチでは、現地表面から 1m掘り下げた段階で水が湧き始めた。また、北側に延びる谷 (ST 

504と呼称〉にも谷頭-谷尻方向(略南-北方向)に 11I高1m、長さ66mのトレンチを設定し、掘り下げを開

始した。

平成4年度の発掘調査で、通行止めの措置が取れないため掘り残していた農道部分の調査も同時進行で進

め、円形土坑プラン 1、T-pitフ。ラン 2を検出した。掘り下げ@精査を開始した。

5月23日に、各トレンチとも1.5"-'2 mの深さがあり、接面崩壊の恐れがあるのでi隔を 2mに拡げて掘り

下げ、を継続した。 ST 529谷のトレンチの谷尻(南)部分に水中ポンプを設置して排水作業をおこなった。

5月25日に ST 504谷のトレンチ北側地域で縄文時代の遺物包含層を確認した。

5月27日に E区北側平坦面の粗掘りを開始した。センタ一所長が来跡、し、トレンチを幅 2mに拡 11I話して深

さ4mまで掘り下げていたのを見つけ、「シラス地盤の谷内という軟弱さに加え、中間に大湯浮石層が厚く

堆積して不安定な黒土層に矢板も打たずにトレンチを設定して作業員を働かせたことは、「秋田県埋蔵文化

財センタ一発掘調査安全基準j と「労働安全衛生法」に違反かっ大変な危険行為で、あるJとして、作業の中

止と安全な作業方法への変更を厳しく指示した。センタ一所長から連絡を受けた棲田が、寒沢遺跡から現場

に急行し、「安全基準」を無視したトレンチの危険性を説明し、高さ 2m以内の土居観察用ベルトを残して

オープンカット万式で掘り下げる作業方法への変更を指示した。

5月初日から作業方法を変更し、土層観察用ベルトを残してオープンカット方式で掘り下げる作業を開始

した。 E区北側平坦面で竪穴住居跡プランを確認した。

6月2日から各トレンチの土層断面凶作成作業を開始した。

6月6日に北側平坦面のプラン確認作業で ST 529谷の北側西寄りに現地形では見えない埋没谷 (ST 5 

05谷と呼称)が、また北側東寄りでも埋没谷 (ST 528谷と呼称)があることを確認した。 ST 504谷の谷

尻西側の斜面で縄文時代の遺物を多量に確認したので、この部分は「捨て場」であったと推定した。

6月8日から ST 504谷の出土遺物の実測@収納作業を開始した。遺物の収納は、グリッドと層位で一括

するが、完形品については図面にドットで記録することにした。 1E3でコンテナ30箱分を収納した。
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第 3章発揚調査の概要

6月13日から ST 505谷の掘り下げを開始した。 ST 504谷では粗掘りが進むにつれて、西側の斜面に小

さな閲析谷が 3力所あることがわかり、その部分に遺物が集中していることがわかった。

6月17日に保健事業団の都合で遅れていた発掘調査作業員の採用時健康診断を実施した。 ST 505谷は、

掘り下げが進むにつれて遺物が集中しているのが確認され、捨て場が形成されていたと判断した。

6月22日に E区南東側の馬の背状の細長い平坦面の粗掘りとプラン確認作業をおこない、円形土坑プラン

10を検出した。すぐに掘り下げ@精査を開始し、 28日までに土坑 7基、フラスコ状土坑 3墓、 ST 529谷側

斜面上部でT-pit 1基を掘り下げた。フラスコ状土坑 1基 (SK F 507)の底面から縄文時代後期の壷形

土器が l個体出土した。

6月27日に寒沢遺跡の調査を終えた棲田と長津が合流した。 ST 504谷のMP 50，，51グリッド付近の粘質土

中から自然木の根元が倒立状態で出土した。(この自然木は、翌年の調査で、地山のシラス層の中に埋没した

森林内の倒木と確認された。)

7月11日に洗浄した出土遺物の一部(コンテナ200籍)をセンターに搬送した。柴田と

沢遺跡発掘調査に従事するため池内遺跡を離れる。

が琴丘町中の

S T 504谷の遺物包含層では土器@石器のほか、炭化物を多量に含む上の中から微小な石器剥片(プレイ

クチップ)が混在していた。また、遺物包合層は無造物}習の砂!習を挟んで 2J欝存在することがわかった。

7月初日にMM49"50グリッドで、検出した杭状の木材群 (SX 533、SX534)の精査を開始した。水場遺

構かと推測された。

7月25日から春の範囲確認調査で竪穴住居跡、を多く検出したB区の粗掘り作業を開始した。遺物が集中出

土する箇所をいくつか確認した。

8月 1日に ST 504谷と ST 505谷の精査@造物収納と平行してB区の粗掘り作業とプラン確認作業をお

こない、 B区の東側の ST 504谷と平行する平坦面で円形あるいは楕円形の竪穴住居跡プラン 7、土坑プラ

ン6を検出したの竪穴住居跡プランはし1ずれも大型であったの

8月 5日に ST 505谷の捨て場であるMM43グリッドで大型の深鉢形土器を正位で 1個体確認した。集中

出土する土器を取り除いた後で下位に検出した土器埋設遺構 (SR 513と呼称)である。土器内部の土から

残留脂肪酸分析用試料を上、中、 Tの3カ所から採取した。

8月 9日から B区の縄文時代の竪穴住居跡 3軒 (S1 601、S1 602、S1 604)の掘り下げ@精杏に

した。 S1 601の床面近くの埋土中に同石質の微小な石器剥片(ブレイクチップ)が多量に混在していた。

竪穴住居跡内の遺物は、土器、石器、自然石を問わず、全点平面実測とレベル計測し 1点毎に収納すること

にしfこO

8月12日にE区の精査が完了した。 13日から22日まで現場作業を休みとした。

8月23日から作業を再開し、竪穴住居跡11軒 (S1 605~ S 1 615)の掘り下げ@精査に着手した。 S1 

610とS1 612は古代の竪穴住居跡である。縄文時代の竪穴住居跡は重複、複数回の拡張が見られるが、焼

@灰の堆積あるいは熱変化のある明確な「炉」は確認できない。 S1 602の床面に同心円で弧状の溝が掘

りこまれているのを確認したが用途と性格は不明である。 S1 610竪穴住居跡は、

ある。廃棄直後に火山灰の降下があり、埋まったあるいは、埋められた状況である。

8月30日に 2間x2間の総柱の掘立柱建物跡を確認したが、南側に鎮座している八幡神社の旧社跡と確認

され、その北側から灯明呉などを廃棄した長方形のゴミ穴も検出した。 B区の南西側地域の粗掘り作業も進

捗しており、柱穴様ピットを含む遺構フ。ランが不鮮明ながらも検出し始めた。
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第 3節調査の経過

G月 1日に S1 609の埋土中から下半を欠損する岩偶がl点出土した。この地域のプラン確認作業が進み、

竪穴住居跡プラン 6、土坑プラン却を新たに検出した。

9月 5日から B区南側中央に J字形にくぼんでいる谷 (ST 639)の粧掘りを開始した。 E区の空中写真

よる地形図作成のため、ラジコンへリによる写真撮影を実施した。

9月7日に精査中の SK F 626フラスコ状土坑の底面に放射状の細い溝を確認した。

9月8日に隅丸長方形プランの土坑 3基を精査し、 SK S 633以外は副葬した遺物はないが、形態から

墳墓 (SK S 630、SK S 635)と判断した。

南西側地域のプラン確認作業と も進み、西寄りに現地形では見えない埋没谷 (ST 642谷と呼称)と、

北西側に 4年度のA区でその再在が明らかになっていた埋没谷 (ST 156谷)の左岸部分と谷頭を検出したo

S T 642谷が埋没してから古代の竪穴住居跡 (S1 665、S1 666)が作られ、 ST 156谷でも縄文時代の

竪穴住居跡 (S1 690、S1 728、S1 730、S1 731)が谷の埋没後に作られていたのを確認した。縄文

時代の S1 663竪穴住居跡の床面は、中央部が長方形に 1段低くなっていた。

9月初日に大館市立上川沿小学校ト 6年の児童29名が郷土学留のため現場見学した。

精査が進み、 B区の北側で検出した隅丸長方形プランの土坑 8基を精査の結果、 (S K S 717、S

K S 718、SK S 817、SK S 819、SK S 822、SK S 824、SK S 825、SK S 826)と判断した。こ

の区域の土壌墓は、 A"D区と一連のものと判断した。また一方、 SK S 635の北側にも SK S 808を検出し

たが、この南側の 4基の土壌墓は、北側の群とは別群と判断した。

S T 639谷の北側に検出した S1 658竪穴住居跡は、現代のゴミ焼き穴で撹乱されていたため谷との新旧

関係を明確にできなかった。

古代の S1 722竪穴住居跡の埋土は上面に黒色土が 1層薄く堆積しているだけで、以下は全最大湯浮石層

である O 床面に焼土、炭化材が多く見られることから、所謂焼失家屋であろう。廃棄直後に火山灰の降下が

あり、埋まったのかあるいは、埋められたのか不明である。

S K F 733フラスコ状土坑では、円筒下層式の深鉢形土器と大木式の深鉢形土器が共伴出土し、 SKF 81 

8フラスコ状土坑では、埋土中位から石鍛がまとまって出土した。また、 SK F 823フラスコ状土坑では、

埋土中から黒色化したクルミの核が出土した。

11月2日に担当者同士の連絡不足から、監督不在のまま作業員が掘り進めてしまい、 ST 639谷のM162-

MH62グリッドのIV"V層からニワトコなど多量の植物穂子とクルミの核、クリなどの堅果類、獣骨が出土

したことがわかり、このグリッドからの排土を全量回収した(コンテナで160箱)0 ST 639谷では河側の斜

面が地滑りを起こしており、南側(谷下方)でせき止められたためその上方では湧水による静水域が出現し、

動@植物遺存体が良好な状態で保存されたと考えた。

S T 639谷では、多量のクルミの核、樹皮(桜)、二枚貝、自然木などの出土が続いていた。

11月8日にセンタ一所長が来跡し、 ST 639谷の動@植物遺存体堆積層の取り扱い、調査万法と終了期限

について再検討するよう指導があり、今年度はこれ以上掘り下げず、来年度専門家の指導を得て精査するこ

とにし、文化課を通じて原因者にこの部分の工事延期@来年度調査を了解してもらった。

11月14日に り空から時々 う寒さの中で精査の終了した遺構図面の点検を進めた。

11月15日にお区の空中写真測量による地形図作成のため、ラジコンへリによる写真撮影を実施した後、撤

収作業をおこない、今年度の発掘調査を終了した。

平成 6年度の発掘調査では、縄文時代の竪穴住居跡、43軒、フラスコ状土坑40基、 T-pit 7基、土墳墓14
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第 3章発掘調査の概要

土坑66基、土器埋設遺構 6基、古代の竪穴住居跡 9軒、土坑 1基のほか、柱穴様ピット 2，725カ所、捨

て場 4力所を検出し、

《平成 7年度〉

した。 した造物はコンテナ18で1，820箱である。

平成 7年 4月20日に楼田@本田@非常勤職員の長津の 3人が担当となり、 B2区と F区あわせて6，910rrfを

調査することになり、 F区の北側区域の粗掘りから開始した。この区域は平成 5年度に表土をまれ1でおり、

約10cmの深さで大湯浮石の混合層の部分堆積を検出した。

楼田は調査全体の指示をしたあと、粗掘りを本田@長津にまかせ、年度末定期人事異動により小畑が県立

高校定時制教諭に異動したため、大舘整理室で過去 3年分の整理作業の進捗状況の確認と、トレース用図面

の再チェック、石器選別作業、土器の接合@復元指導、土器@石器の実測指導と実測図面のチェック、拓本用

土器片の選別@採拓指導などをおこなった。

5月中旬から楠物遺存体に詳しい五ト嵐学芸主事(鷹巣町伊勢堂岱遺跡担当)や青森県教育庁文化課の伊

(三内丸山遺跡植物遺存体担当〉に電話でアドバイスを受けながら、大館整理室で昨年度回収

した ST 639谷の士を、水でかけながらメッシュの異なる箭(フルイ)を数個重ねての節選別の後、フロー

テーション選別法による浮遊造物の回収を繰り返した。この作業中に、彫刻されたクルミ、漆を塗った木片、

禾本科植物を編んだような植物遺存体、クルミ、クリ、トチノキ、桜皮、木片、多量の種子、獣骨、魚骨、

などを発見した。これら選別した遺物は、応急的に水を入れた大型密閉容器に保管した。

5 月 19 臼に F~全域の粗掘りを終了し、北側区域の遺構プラン確認作業を開始した。 24 日から農道の砕石

剥ぎ取りを開始した。遺構プランを検出し始めたが、 5月中旬から 6月初めまで降雨が連続し、作業が遅延

した。 6月 1日から大湯浮石混合層の堆積部分にトレンチを入れ精査した。

6月 6日から昨年掘り残したB区ST 639谷の越冬による崩落土の除去(コンテナに採取〉を開始した。

6月8日に国立歴史民俗博物館の辻誠一郎助教授、センタ一所長、高橋@五十嵐の両学芸主事が来跡し、

辻助教授から ST 639谷の調査方法と植物遺存体の取り扱い方について細かな指導を受けた。また、池内遺

跡から伊勢堂岱遺跡の担当に異動していた、植物退存体の調査経験の豊富な五十嵐学芸主事に担当させるべ

きとの意見が辻助教授からあり、 1カ月間という期限付ながら本田と五十嵐の担当交換がおこなわれた。

6月 9日に調査のために谷の軟弱な堆積層や動@植物違存体を破壊しないための足場を組んだ。また、

部には降雨による調査の中断防止と造物の流出@移動を防止するために、パイプを組んで

明ビニールシートの屋根(開閉自在)をかけた。

ウス用の透

遺跡のある台地の掘削面を観察していた辻助教授が、シラス中に包含されている自然木群が、火砕流で埋

没したトウヒ属の森林で、その当時の起伏に富んだ地表面がそのまま残っていることに注目し、さらに南九

州を噴出源とする広域火山灰らしい粉状火山灰が薄く堆積しているのを発見した。

6月13日に縄文時代の木製品が専門の東京都立大学の山田昌久助教授、植物種子が専門の流通科学大学

の南木睦彦助教授、樹種間定が専門の大阪市立大学の植田弥生女史が来跡して ST 639谷を見学した後、

大館整理室に移動して、昨年度回収した ST 639谷の土から採集した各種植物遺存体の分類、同定方法等に

ついて細かな指導を受けた(15日まで)。

6月19日から五十嵐が ST 639谷の動@植物遺存体が多く出土したMH61..62、M1 61.62グリッドの調査

を再開した。進入通路、排土運搬路、土居観察用ベルト設定、先進トレンチの設定、レベル原点移動をおこ

ない、 4m方眼となっているグリッドを16分割して造物を収納することにし、造物には偲々に番号を付して

実滅後収納した。最上位に堆積する撹乱されたドロドロの土を除去し、水を張ったバケツに遺物を採集して
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第 3節調査の経過

ザルで水切りして土器、石器@石製品@石器剥片、動@植物遺存体に大別した。

6月21日に湧水の集合桝を設定し排水ポンプを稼働させることにした。 MH61"位、 M161..62グリッドで

を 1:泥士、 II:シラス@砂@黒褐色土の fゴマシオJ属(円筒下層 a"b式土器包含層)、臨:クルミ@

木材包含層、 IV:シラス漸移層とした。(動@植物遺存体の包含層が、円筒下層 a"b式土器包含層の下位に

検出されることは、昨年度の調査でも確認済みであった。)

6月23日にセンタ一所長と園学院大学小林達雄教授が来跡した。

6月26日午後に急な大雨が降り、谷の周りの平坦面から雨水が滝のように降り注ぎ、谷が一時水没する騒

ぎになった。急、壊、平坦面の縁辺に排水路を掘り、谷に雨水が入らないように処置した。

6月28日にMH62グリッド 6区の躍)習でニワトコの集中堆積、 M161と62グリッドの直属に入れたNO.2

トレンチで自然木と加工材を検出した。

6月29日午後から報道11社に「油内遺跡で縄文時代前期の動@植物遺存体の包合層を発見し、日本最古級

の高台付漆塗り大担皿形木製品、加工材、樹皮、クルミ、クリ、トチノキ、植物種子、獣骨、魚骨、貝など

が出土した。集溶を構成する竪穴住居跡@貯蔵穴@土墳墓@捨て場をワンセットで発見し、池内遺跡は集落構

造ばかりでなく生活全般を解明できる遺跡であるJことを発表した。

7月 1日から 7月21日まで、出土品を大館整理室に展示したところ、 530名の市民が訪れた。

7月6日に北秋田土木事務所長が来跡した。ニワトコの純層(厚さ 2cm)数カ所、 ドーナツ状の木製品

(直径10cm) 1点、切断された木材、自然木、加工材、樹皮、クルミ、クリ、植物種子、獣骨、魚骨、貝な

どの出土が続く。

7月 6日に伐採され、横倒しになっていた大木の下から破断面が新しい漆塗り木製品の破片が出土した。

高台付漆塗り大型皿形木製品の一部と考えられた。

この後14日まで降雨が続き、湧水量が多すぎて水没する日が続く。

7月14日に大館整理室で洗浄中のニワトコ集中土壌から琉泊の玉を 1偶発見したの県内で縄文時代の域泊

の玉の出土は初めてであった。谷の調査を湧水のため中止し、全員でF区の南側調査区で粗掘り作業をおこ

ない、竪穴住居跡プラン 3、土坑プラン 5を検出した。

7月初日に国立歴史民俗博物館の辻誠一郎助教授が大阪市立大学生4名と東北大学生 4名を同行し、台

地を形成しているシラス火砕流に埋没する森林の調査と、 ST 639谷の E層から 2点(サンフ。ル①@②〉、ニ

ワトコ層から l点(サンフ。ル③)、 E層から 2点(サンフ。ル④@⑤)、町層から 3点(サンフ。ル⑥@⑦@⑧)の

花粉分析試料の採取をおこなった。

7月21日未明に事務所荒らしに遭い、冷蔵庫に入れていたメロンと缶コーヒーを盗まれた。 ST 639谷の

調査を五十嵐から棲田が引き継ぐo F区南側調査区で遺構フoランの検出が続いた。

7月24臼に本田が復帰した。 F 北側区域の精査終了に伴いラジコンへリによる

おこなった。 F区南側区域の遺構の掘り下げと ST 528谷の精査を開始した。

の撮影を

8月 1日に ST 639谷のMH62-10区の車層からシカの左側下顎骨が出土した。この後、獣歯、昆虫、魚

どの出土が続く。

8月10日から F区の ST 396谷の掘り下げ精査を開始した。この谷は平成 5年度に谷頭区域を ST 396谷

として調査したが、平成6年度に ST 504谷として巾央から谷尻区域を調査しており、今年度は 5• 6年度

調査広域に挟まれた区域の調査であった。円筒下層 ced式土器の出土が多い。

8月24臼に、洗浄中の ST 639谷の竪果類のなかに、クルミの核(所謂殻)の表面を研磨したあと彫刻を
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第 3章発掘調査の概要

施している「彫刻クルミ」が出土していたことがわかった。

8月下旬に池内遺跡、の整理作業をしている大館整理室の建物が、大館市の博物館展示室として11月から改

修されることになり、センタ一本所へ撤退することについて大舘市教育委員会と協議がもたれた。「建物 3

階にも公文書館構想、があるが、とりあえず 3階への移動」を提示した大館市教育委員会と「公文書館構想が

具体化すればまた移動を余儀なくされる」センター側の話し合いは平行線をたどったが、円|っ越し」の

備を進めるよう指示があった。

8月29日から ST 639谷の基本ベルトの「土層転写」作業を開始した。

8月30日から ST 639谷の基本ベルトの部分的な撤去作業を開始したが、ベルト内にも遺物が多いため、

実測@収納しながらの作業となった。 F区の ST 396谷では、遺物が谷の両側から捨てられたような状況で

に出土した。

9月13日に ST 639谷の南側半分(谷尻側)を 1mメッシュで区画し、平面的な掘りドげを開始した。形

のわかる遺物には個々に番号を付して実測@収納するが、その他については一括番号を付し、範囲を記録後

収納した。谷の北西側斜面に立ち木の根がタコ足状に数本残っていた。 F区の ST 396谷の南北ベルトの実

測と写真撮影が終了し、ベルトの撤去を開始したが、遺物が多く実測@収納しながらの作業となった。

9月初日に文化課主席課長補佐、熊谷学芸主事が大館市教育委員会と大館整理室撤退について再協議した

結果、大館整理室は 3階に移動縮小させて存続し、センタ一本所と 2カ所に分散して整理作業を進めること

になった。 F区平坦面の精査がほぼ終了し、写真撮影の準備(清掃)をおこなう。

10月に入ってから降雨が続き、遺物の洗浄をおこなう日が多くなった。

10月 5日から現場撤収の準備作業開始。

10月 6日にF区の ST 396谷のベルト撤去が作業し、写真撮影のための清掃作業を開始した。

10月11臼にF区南区域の平坦面と ST 396谷、 ST 528谷、 B2区の ST 639谷の精査終了に伴いラジコ

ンヘリによる空中写真測量用の撮影をおこなったの

10月12日と13日の両日にF区南区域の平坦面と ST 396谷、 ST 528谷、 B2区の ST 639谷の地上から

の写真を撮影し、撤収作業開始。

10月13日に 4年間にわたる発掘調査を完了した。

平成 7年度の発掘調査では、縄文時代の竪穴住居跡、8軒、 T-pit 2基、土墳墓 2基、土坑64基、古代の

竪穴住居跡 1軒のほか、柱穴様ピット 1.940カ所、捨て場2カ所、現代の(柱列) 1条、溝状遺構 2条、薪

棚跡3カ所、性格不明遺構3基などを検出し、調査した。出土した遺物はコンテナ18で1，638箱である。

4カ年に亘る油内遺跡、の発掘調査で、縄文時代の遺構は竪穴住居跡79軒、土;墳墓45基、フラスコ状土坑17

1基、土坑179基、 T… pit22基、土器埋設遺構9基、掘立柱建物跡63棟、捨て場 5カ所である。続縄文時代

の遺構は土坑 l慕である。古代の遺構は竪穴住居跡32軒、土坑 6基、焼土遺構13基である。現代の遺構は、

竪穴状遺構 1基、土坑 2基、柱列(棚列 l棟) 4条、溝状遺構6条、神社跡 1棟、薪棚跡 3カ所である。時

期不明の遺構は、性格不明遺構 5基である。総遺構数は642、捨て場5カ所である。柱穴様ピットは9，466カ

所である。出土した遺物はコンテナ18で4，904籍である。
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第 4章調査の記録

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡79軒、土壌墓45基、フラスコ状土坑171基、土坑177基、掘立柱建物跡63棟、

T -P i t 22茶、土器埋設遺構9基、捨て場 5カ所の、計566遺構と捨て場 5カ所であった。

竪穴住居跡79軒のうち、長軸が10m内外の所謂大型住居と呼ばれる規模の竪穴住居は、上野台地の南西寄

りの縁辺に分布し、特に ST639谷と ST396 " 504谷に挟まれた舌状台地区域に集中していた。直径 4m内

外の竪穴住居は上野台地の縁辺部を巡るように分布していた。掘立柱建物跡は上野台地の南西寄りに集中し

ていたが、建物の桁方向に北東一南西方向と北西-南東方向の 2種類があった。

この方向性の違いは、土壌墓にも見られた。土墳墓は掘立柱建物跡群の北西側に平行するように集中する

群と、大型住居区域に北西-南東方向に並ぶ群、 ST396 • 504谷の谷頭の両側縁辺に分布する群に分かれて

いたが、土墳墓の長軸万向は、巨視的には北東一南西方向と北西-南東方向の 2種類があった。

二土器埋設遺構9基のうち、谷の捨て場に埋設された 2基は、明らかに土器棺として使用されたものであるO

フラスコ状土坑は、上野台地の縁辺部に分布するが、北西寄りの縁辺部近くに特に集中していた。

このことから、北側の萩の台台地と谷を挟んで北東から南西に張り出す上野台地では、萩の台寄りの縁辺

部にフラスコ状土坑群、その南東側に土墳墓群、さらに掘立柱建物跡群が 3jlJの帯状に分布していると観察

できた。

谷と斜面に形成された捨て場からは、動@植物遺存体、土器、石器、石製品、建物構造材などが大量に出

したが、これについては 2問自の遺物篇にまとめる予定である。また、出土遺物の分類が未完のため、

構の構築時期は概括的なものに止まっている。

竪穴住居跡

池内遺跡における縄文時代の竪穴住居跡の総数は、 79軒である。この中には被数のプランを持ち建て替え

られたもの、および同一プラン内において複数の生活面を有するものを19軒 (42軒分に相当〉含んでいるた

め、実際には延べ121軒相当の竪穴住居跡を検出したことになる。竪穴住居跡を時期毎-に分類すると、縄文

時代前期中葉(13軒)"前期後葉(11軒)..前期としたもの (27軒)..中期としたもの(1軒)..時期が不明な

もの (26軒)となる。

炉については、地床炉 (3軒).土器埋設炉(3軒)..石囲炉(2軒).地床炉+土器埋設炉(2軒)..集礁

を伴なう炉(1軒)を確認した。鍋底状の炉と思われるものも17軒確認したが、大部分の竪穴住居跡からは

明確な炉を確認できなかった。

竪穴住居跡、に付帯する施設としては、土壇(1軒)"床面中央部を長万形に掘り窪めた形態のもの (3軒)

@壁溝に並行する波板状のピット群を有するもの(3軒)..床面に土坑を伴なうもの(2軒)..入口様の掘り

窪みを有するもの(2軒)を確認した。前 2者は従来ベッド状遺構と呼ばれているものである。

また竪穴住居跡の規模も、長径が10mを超える 3軒を含め、長径が 5mを超えるものが23軒あり、所謂大

型住居跡、を多数検出した。これらの大型住居跡の大半は調査区の南部に偏って分布し、建て替え(多くは拡
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第 4章調査の記録

張〉を繰り返しており、他の遺構との配置からも特殊性が窺える。

S I 25 竪穴住居跡(第6図、図版16..図版17)

《位 置~ N G64"65、NH64"65グリッドに位寵する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K95土坑と重複している。新!日関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規 模〉 長径3.55mx短径2.63m、深さ60cmo

《平面形〉 楕円形である。

《埋 20層に分属したが、 はSK95土坑埋土への貼床で、ある。自然堆積と思われる。

も深いところで60cmで、部分的に内傾するがほぼ直丘する。

《床 面〉 ほぼ平坦であるが、 SK95土坑と重複する部分は貼床されている。

《 炉 〉 明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

《柱 穴〉 長軸線上に 6カ所検出されている。

溝〉 なしO

〈造 物〉 埋土中からの出土が多く、縄文時代前期の土器が出土した (1，-...， 5)。石血(7 )のほか、

加工痕のある剥片(6 )も出土した。

《改 築》なし。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S I 30 竪穴住居跡(第7図、図版17"図版18)

《位 置~ N 163.64、NJ 63，，64グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S K F88，---.，91フラスコ状土坑と重複している。新旧関係は、断面の観察および状況により本

思穴住居跡が最も古い。

《規 模》 長径4.35mx短径3.63m、深さ75cm。

《平面形》 楕円形である。

〈埋 に分属した。自然堆積と忠われる。 SK88土坑と る状況が断面図に現れている。

も深いところで75cmで、ほぼ直立する。震被のため、西北辺は削平されている。

《床 面》 やや出凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 明確な焼土や灰の堆積はないが、浅い鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

《柱 穴》 床面に11力所検出したが、 P1'-""P3が主柱穴と思われる。

溝》 壁に沿って 1条巡るが、南東辺では内側にも部分的にもう 1条巡る。外側のプランが新しい

時期のものである。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉(1) ..後葉 (2，-...， 7)の土器、加工痕のある

剥片(18，-...，23)が出土した。

《改 築》 壁溝が 2条巡っていることから 1回の改築が想定される。壁溝の平面形からi格円形のプラン

を有したひとまわり小さい竪穴住居を拡張して構築したと考えられる O

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

- 24 -



縄文時代の遺構とその出土遺物第 l節

64.250m p
u
 

[S 1 25] 
1 オリーブ褐色土(2:5Y4/3)地山(中粒)・炭(小粒)中量混入o しまり強い。
2 褐色土(lOYR4/1)士山111(小粒)・炭(小粒)少量混入。ややしまり有り。
3 明黄褐色土(lOYR6/6)地山(CTt立〕・炭(小粒)中量混入。しまり強い0

4 踏褐色土(10YR3/4)地山(中粒)・炭(大粒)多重視入。しまり強い。
5 黄褐色土(2.5Y5/6)池山(大中立)・炭(大粒)中量混入。しまり強い。
6 褐色土(lOYR4/4)地山(仁川立)・炭(中粒)中量混入。しまり、弾性有り。
7 1こぶい黄褐色土(10YR5/4)地山(中粒)やや多最、炭(中粒)少量混入、

しまり、韓性有り。
褐色土(10YR4/4)地山(大粒)中量・炭(rr粒)少量混入。しまり有り。
オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山([11粒〕やや多量、炭(小粒)中震混入o しま
にぶい黄渇色土(10YR4/3)地山(小粒)・炭(小粒)少量混入。ややしま
黒褐色土(10YR2/3)地111(大粒)・炭([1]校)中量混入。しまり有り。
暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(CTf立)やや多量、炭(中粒)中最混入。
黄褐色土(10YR5/6)地山(中粒)やや多選・炭(中粒)少量浪人。ややしまり有り。
オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(小粒)・炭(小粒)中量混入。ややしまり有り。
渇色土(10YR4/4)地IlJ(仁IJ粒)中:震、炭(小粒)少量混入o ややしまり有り。
オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(小粒)少量、池山(大粒)混入。しまり有り。
暗褐色土(10YR3/3)地山(中粒)多量、炭(中市立)中:蚤混入。地山塊(小)混入o

しまり有り。
R1.7/1)地山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
ミナ。しまり強L、O

R7/1) I~色粘土質シラス O しまり強L 、。
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第 7図 8130竪穴住居跡とその出土遺物
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[S I 30J 
1 緑樹色土(lOYR3/2)地山(小粒)少援浪人ロ

しまり有り。
2 U音:オリープ褐色土(2.5Y3/3)

池山(中粒)中滋、炭(中絞)少録混入。
ややしまり干寄り。

3 明資褐色土(2.5YV6)地山(中粒)
-炭(中粒)中鼠混入。しまり、初性有りロ

4 黒色土(2.5Y2/1)地山(中粒)
-炭(中粒)中鼠在宅入。ややしまり有り。ー_5 明資褐色土(2.5Y6/6)地山(中粒)一戸 ! ・炭(小枝)中鼠混入。しまり有り。

I 6 オリーブ掲色土(2.5Y4/4)地山(大枝)多f語、! 炭(中粒)少量、地山線(中)混入。
i しまり、科i性有り。
i 7 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)多議、i 炭(中粒)少;母混入。しまり有り。! 日暗褐色土(10YR3/3))地山(大粒)多母、一一一 炭(中粒)少遜混入。しまり有り。

9 立総色土(2.5Y3/2)池山〔大粒〕多屋、
炭(小粒)少量混入o しまり脊り。

10 Iこぶい裁褐色土(10YR4/3)地山(大枚)多議、
炭(小牧)中箆混入。しまり有り。

11 W1'豆土(!OYR2/1)地山(小粒)
'I!炭荒(ο付IJ

lロ2 黒褐色土(α2.5Y3/2幻)地山(中申粒立)ごく少f援註、
炭(中校)中鼠混入。しまり有り。

13 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)中鼠、
炭(小粒)少鼠混入口しまり有り。

14 オリープ褐色土(2.5Y4/3)地山〔大粒)多簸、
炭(小牧)少母混入o しまり強い。

15 ~草色土(7.5YR2/1) 地山(中粒)
・炭(中粒)中録混入。ややしまり有り。

16 黒褐色土(10YR2/2)地山(中粒)中灘、
炭(中粒)少量混入。しまり、持性有り。

17 黒褐色土(10YR3/2)地山(中絞)やや多滋、
炭(中粒)少援混入。しまり有りα

18 I暗褐色土(10YR3/3)地山(大粒)やや多量、
炭(中粒)中鼠混入。しまり有り。

19 オリーブ褐色土(2.5YR4/3)地山(中粒)中選、
炭(小粒)少掻混入o ややポソポソしている。20 ~望褐色土(2.5Y3/2) 地山(中粒)中掻浪人。
しまり、撚性有り。

21 黒褐色こと(10YR2/2)地山(中投)中浸混入。
しまり有り。

22 塁褐色土(10YR2/2)地山(中粒)多議、
地山境(中)混入。

23 黒色こと(10YR2/1)地山(中粒)やや多議、
炭(小粒)少灘、地山(大粒)浪人。しまり有り。24 黒褐色土(10YR3/2)地山(小粒)中母、
炭(小粒)少掻混入。しまり有り。

q~ 
口_-二コ 23(30 -23) 



第 l節縄文時代の遺構とその出土造物

S I 87 竪穴住間跡(第8図)

《位 置} N L56，.....，59、NM56"""'58、NN56..57グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の溶ち込みとして確認した。

複} S K56，.....，59土坑と重複している O 新!日関係は本竪穴住居跡、がSK59土坑より新しい。 SK56 

，.....，58土坑付近は畑耕作で大きく削平されており、新i日関係は不明である。

〈規 模〉 確認長で長径10.75mx短径5.6m、深さ20CIDo

《平面形〉 焔耕作により削平を受けてはいるが長楕円形であると思われる。

《埋 土} 17層に分属したが、 9"""'14"16層は SK59土坑の埋土である。削平を受けているため詳細は

不明であるが、自然堆積と思われる。

《 壁 〉 削平を受けているため、一部の壁溝しか残存しない。詳細は不明である。

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部を長方形に掘り窪めた形態の床面である。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 主柱穴は床面長軸に沿って 2列の柱穴が計19カ所検出されている (P1 ，.....， P 19)。また長軸

線上にも 7カ所の柱穴があり、棟持柱の跡と考えられる (P20，.....， P 26)。

《壁 溝》 大きく削平を受けているため、一部を北東辺で検出したのみである。詳細は不明である。

《遺 物》 遺物は出土しなかった。

〈改 築》なし。

〈構築時期》 出土した遺物はないが、 SK59土坑から縄文時代前期後葉の土器が出土したため、該期以降

の時期と思われる O

S I 108 竪穴住居跡(第9図)

《位 置} 0 C47"錦、 oB47"48グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 確認長で長径3.42mx短径2.24m、深さ18cIDo

〈平面形》 斜面への崩落のため全容は不明であるが、楕円形だと思われる。

〈埋 土》 崩落および撹乱により表土が流れ込んでいた。

《 壁 》 最も深いところで18cIDで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

〈 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 長軸線上に 3カ所検出されている。

溝》 なし

物》 埋土中から磨製石斧(1 )が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S I 114 竪穴住居跡(第9図)

《位 置p 0 B47、oC47グリッドに位置する。
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第 4章調査の記録

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.34mx短径1.94m、深さ 6CIllo 

面形〉 確認できるプランは略円形である。

〈埋 土〉 削平により埋土はほとんど残存していなかった。

削平のため壁の立ち上がりはほとんど確認できなかった。

《床 面〉 やや出凸があるが、ほぼ平坦である。

炉 焼土や灰の堆穣、掘り込みは確認できなかった。

〈柱 穴〉 なし O

溝〉 なし。

《遺 物》 造物は出土しなかった。

〈改 築〉 なし O

《構築時期〉 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 127 竪穴住居跡(第10図)

《位 置~ MM74"75、MN74"75グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 234竪穴住居跡、 SK F 242フラスコ状土坑と

がS1234竪穴住居跡よりも古い。

《規 模〉 長径4.50mx短径4.09m、深さ30CIllo

〈平面形》 隅丸方形である。

〈埋 土~ 27層に分層したが、 1" 3 "-' 7 G 9 "-'22 " 24"-'27層は S1234思穴住居跡の埋土である。大

部分は重複により削平され、自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 壁 〉 最も深いところで10cIllで、緩やかに外傾しながら立ち上がる O

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。大部分は重複により削平されている。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

している。新旧関係は本竪穴住居跡

〈柱 穴〉 床面および周縁に多数検出した。 P1~P5 が主柱穴と思われる。

《壁 溝〉 一部が東辺に残存する。

《造 物〉 埋土仁!こlからの出土が多い。縄文時代前期の土器が出土した (1~ 8)。石器は@J器(12)"半

円状偏平打製石器(13)" [JD石(14)..石盟(15)のf也、加工痕のある剥片 (9~11) が出土した。

《改 築〉なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と忠われる。

S 1 132 竪穴住居跡(第11図)

《位 置~ MQ73グリッドに位置する。

《確 認、》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規 模~長径2.43mx短径2.20m、深さ40CIll。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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調査の記録第 4章
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

[S 1 127] 
1 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)・炭(中粒)少量混入。ややしまり有り 0

2 I磁褐色土(10YR3/3)池山(小粒)少量混入。しまり有り。
3 黄褐色土(10YR5/6)池山(中粒)・炭(小粒)少量混入。ややしまり有り 0

4 黒色土(10YR1.7/1)地111(小粒)ごく少量浪人。ややしまり有り。
5 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)中盤、炭(中粒)少量混入。しまり、粘性有り 0

6 褐色土(10YR4/4)地山(小粒)・炭(小粒)中量混入。しまり有り。
7 暗褐色土(10YR3/3)地LlI(小粒)・炭(小粒)少量混入o しまり有り O

B 黒褐色土(10YR3/2)地山(小粒)・炭(小中立)少最混入。しまり有り。
9 明主主褐色土(10YR6/6)士山山(大粒)中量浪人。 しまり惑い。
10 黄褐色土(10YR5/8)地山(大粒)中量;混入。しまり強い。
11 培褐色土(10YR3/4)池山(小粒)こく少量混入。
12 褐色土(10YRt1/4)地山(中粒)やや多量混入。し
13 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)やや多量、炭(大粒)少量混入。しまり有り。
14 褐色土(10YRt1/4)池山(ct粒)やや多震混入。し
15 1に同じ。
16 黒色土(7.5YR1.7/l)地山(rlJ粒)少量混入。ややしまり有り。
17 黒褐色土(10YR3/2)池山(小粒)・炭(小粒)少暴混入。ややしまり有り。
18 I碕オリープ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中;重視入。ややしまり有り。
19 黒褐色土(10YR2/2)地山(小粒)中量混入。ややしまり有り。
20 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入o ややしまり有り 0

21 褐色土(10YR4/4)池山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入o しまり有り。
22 黒色土(10YR2/1)池山(小粒)中量、炭(小粒)少量混入。しまり有り。
23 黒褐色土(10YR3/2)地山(中粒)・炭(小中立)少量混入。しまり有り。
24 黒褐色土(lOYR2/2)地w(小粒)中:襲、炭(小粒)少量混入。ややしまり有り。
25 地山
26 階褐色土(10YR3/3)地山(小粒)中量混入。ややしまり有り。
27 黄褐色土(10YR5/6)地山(仁lJ粒)・炭(小粒)少量混入。ややしまり有り。弾性有り。
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第 4章調査の記録

円形である。

8膳に分属した。自然堆積と忠われる。

も深いところで、40cmで、僅かに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 5カ所検出した。

に沿って l条巡る。

埋土中からの出土が多い。縄文時代前期の土器(1 )、半円状偏平打製石器(2 )が出ゴこした。

《平面形》

〈埋 土》

《床 面》

炉

《柱 穴〉

《援 溝》

《遺 物〉

《改 築》

《構築時期〉

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

4 

A 

ーさ_63.750m 

。0
4
 -14.0 

B 

B D 

[S I 132] 
1 褐色土(10YR4/心地山(仁1-1粒)少量、炭(中粒)中盤混入。しまり有り。
2 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)中議、炭(中粒)少量混入。しまり有り。
3 明黄褐色土(2.5Y6/6)地山(中粒)中量、炭(大粒)少量混入。しまり有り。
4 明策褐色土(2.5Y6/6)地山(大粒)中量、炭(中粒)少量混入。しまり有り。
5 明黄褐色土(10YR6/6)地山(大粒)・炭(中粒)中量混入。
6 褐色土(10YR4/4)地111(大粒)・炭(大粒)中最混入。しまり強い。
7 策褐飽土(10YR5/6)地11J(中粒)中量、炭(小粒)少量混入。
8 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)やや多量、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。

1(132-1) 

行1

2(132 -2) 

第11図 81 132思穴住居跡とその出土造物

のふ
円
、
U



第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

S 1 136 竪穴住民跡(第12図@第13図、図版19)

〈位 置~ M K76e77、ML 76.77グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 128 " 137竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が最も古い。

〈規 模〉 確認長で長径6.05mx短径5.45m、深さ40cmo

《平面形》

《埋

《壁 》

《床面》

《炉》

〈柱穴》

しているが、鹿溝の平面形から楕円形であると思われる。

した。削平を受けているため、自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで、40cmであるが、削平を受けているため詳細は不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央を掘り窪めた形態の床面である O

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

は床面長軸に沿って 2列、計 7カ所検出されている (P1，__， P7)。また長軸線上に

も4カ所の柱穴があり、棟持柱の跡、と考えられる (P8，....._P11)。壁面(壁溝)に沿って斜め

に掘られた柱穴があり (P12，-....， P 21)、竪穴住居の垂木尻を据えた穴と考えられる。

溝~ 1条巡るが、重複により一部は削平されてし1る。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉(1 ，-....，ト 7)e縄文時代中期前葉 (6入 石 匙

(11) "削器(12.. 13 " 15) "掻器(14)..擦り石(17)e半円状偏平磨製石器 (16)"半円

状偏平打製石器(18，-....，20)が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S 1 137 竪穴住居跡(第14図)

《位 置~ M L 77-78、MM77グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 136竪穴住居跡と重複してし 1る。新旧関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規 模》 長径2.95mx短径2.48m、深さ105cm。

面形》 楕円形である。

《埋 土~ 8層に分層した。人為的堆積と思われる部分 (8層)、および白然堆積と思われる部分(1 

'-""'7層)がある。生活面が 2度構築されていると考えられる。

《 壁 》 最も深いところで、105cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。 8層上面は新期における床面として使用したと考えら

れる。

《 炉 》 床面に明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。 8屈上而に

おいては焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に 2カ所検出した。

溝》 なし。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(1 ) ..前期後葉の土器 (2.. 3)、半円

状偏平打製石器 (9" 11 .. 13) _石錘(12)"加工痕のある剥片 (7" 8リ 0)が出土した。

《改 築》 床面および 8層上面の新旧 2時期の生活面が想定される。

《構築時期》 出土した土器から 2時期(縄文時代前期中葉および後葉)に属すると思われる。
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[SI 136] 
1 黒褐色土(2.5Y3/2)地山塊(小)中監視入。しまり有り。
2 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(小粒).炭(中粒)仁!こ1量混入。

しまり有り。
3 []者オリーブ褐色上(2.5Y3/3)地山塊(中)中量混入。ややしまり有り。
4 黒褐色土(2.5Y3/2)1由山(仁1]粒)1=1:1量、炭(r二同立)少量混入O しまり有り。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)やや多量混入。しまり有り。
6 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地LLI(小粒)中量、炭(小粒)少量混入。

しまり、粘性有り。
7 オ 1)-ブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)やや多量、炭(中粒)中量混入O

しまり有り。
7b 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(小粒)ごく少量混入。ボソボソしている O

8 黄褐色土(2.5Y5/4)地111(大粒)ごく多量混入。しまり強い。
9 明黄褐色土(2.5Y6/6)地山(中粒)少量混入。しまり有り。
10 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(小粒)ごく少量混入。しまり有り。
11 I~月黄褐色土(2.5Y6/6) IlliLlJ(中粒)少量混入O しまり有り。
12 にぷい黄褐色土(10YR5/4)地山(中粒)わ量、炭(小粒)少量混入。

しまり有り 0

13 明黄褐色土(2.5Y6/6)地山([1:1粒)多量混入。しまり有り。
14 オリーフ、、褐色土(2.5Y4/3)地L1J(小粒)[1]量混入。しまり有り。
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6 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入O しまり
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S 1 138 竪穴住居跡(第15図)

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《埋

《壁》

MM78グリッドに位置する。

ち込みとして確認した。

なし。

確認長で長径3.21mx姫径2.12m、深さ23crno

斜面への崩落のため全容は不明で、あるが、椿円形だと思われる。

5層に分属した。自然堆積と思われる。

も深いところで23crnで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。西辺は斜面へ崩落している O

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に 3カ所検出した。 P1 " P 2が主柱穴と思われる。

溝〉 なしO

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器が出土した(1 )。

《改築》

《構築時期》

なし。

出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 139 竪穴住居跡(第16図)

H立 置~ MM77グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.26mx短径1.96m、深さ92crn。

fr;~ 略円形であるの

18層に分層した。自然堆積と思われる。

も深いところで92crnで、ほぼ誼立する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 1カ所、周縁に 4カ所検出したが、対向する P2，._，P5

なし。

埋土中からの出土が多い。右匙 (1.. 2)。加工痕のある剥片(3) ・石血 (4)が出土した。

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝》

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

S 1 141 

《位

《確

複》

と恩われる。

なしO

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

竪穴住居跡(第17図~第22図、巻首図版 1、図版19，._，図版22)

MM76、MN75パか77、M074グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S K255 • 256 • 258土坑、 SK F 218 " 223 " 259フラスコ状土坑と

本竪穴住居跡、が最も新しし'0

《規 模》 長径13.08mx短径8.05m、深さ55crn。

している。新旧関係は

ウー
円
ベ

U



第 4章
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C 63.600m D 
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¥轄

[S 1 138] 
1 明黄褐色土(10YR 7/6)ローム塊
2 !こぶい黄褐色土(10YR5/4)ローム粒混入。
3 褐色土(10YR4/4) 
4 黒褐色土(10YR3/1)ローム粒多量混入。
5 灰黄褐色士(10YR6/2) 

。 2m 
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5(138-5) 6(138-6) 7(138-7) 

。 10cm 

第15図 81138竪穴住居跡とその出土遺物
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第 1[11 縄文時代の遺構とその出土造物

D 

[SI 139] 
1 オリーフ褐色土(2.5Y4/4)池山(大紋)中盤混入O 炭(中粒)[1:1量混入。しまり強い0

2 i.l;¥褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)[t量;混入。炭(大粒)[1:1主主混入。しまり有り。

3 11斉褐色土(10YR3/3)地山([1:1粒)少量j混入。ややしまり有り。

4 黒褐色土(lOYR3/2)t山山(r~l狩)中昼混入O 炭(中粒)[1:1量混入。しまり、 5'jí性有り。

5 J;Hfm色土(2.5Y3/2)地山([1コ粒)中溺;混入。しまり有り。

6 11計局色土(10YR3/4)地山(小牧)こく少量泌人。ややしまり自り。

7 オリーブ褐色C2.5YV'4)池LL1(rjJ{i[)多量混入O 炭(大枚)中蛍混入。しまり有り。

8 n:J，fil¥色J:.C2.5Y 3/2)池山(小粒)中量混入O 炭(小牧)少量混入。しまり・，jip.，t1t:tJり。
地111小塊滋入O

9 1，1.{褐色土(2.5Y3/2)池山(大枚)やや多量;浪人。炭(大中立)中昼混入。ややしまり有り。

10 AH褐~土(2.5Y 3/2) J:!llLLl小滅多浸混入O しまり有り。

11 AI;¥褐色土(10YR3/2)地山(仁同立)中量混入。炭(小牧)少忌:混入。ややし

12 褐色土(10YR4/4)地山([1:1粒)やや多屡混入。炭(大粒)少量混入O しま

13 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地111(中粒)多量混入、O しまり有り。

14 にぷい黄褐色ニヒ(10YR4/3)地山(中牧)中議混入。しまり有り。

15 H)j黄悔色土(10YR7/6) しまり強い。地山塊混入。

16 にぷい黄褐色土(lOYR/!/3)炭(中粒)少量浪人。ややしまり有り。

17 I別黄褐色二|二(2.5Y6/6) しまり強い。 J也山塊浪人。

18 浅黄綬色土(10YR8/めしまり強い。地111:1:¥l!.混入。

B 

。
打1

ζ 三ここ). 2(139-2) 

ζこここ斗 1(139-1) 

4(139-4) 

くごごア 3(139-3) 

10cm 。

第16図 8I139竪穴住居跡とその出上造物
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第4章

《平面形》

〈埋土》

《控〉

《床面》

《炉》

《柱穴〉

隅丸長方形である。

に分属した。自然堆積と盟、われる。

も深いところで、55cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。長軸の一端(北東辺)に土壇状の施設を伴なう。

明確な焼土や灰の堆積はないが、中央に集機を伴なう鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

は床面長軸に沿って 2列、計 6力所検出されている (P1，-._， P6)。また長軸線上に

も2カ所の柱穴があり、棟持柱の跡と考えられる (P7"P8)。南側の周縁に沿って斜めに

掘られた柱穴があり (P9 ，-._， P 22)、竪穴住民の垂木尻を据えた穴と考えられる。

溝〉 壁面に沿って 1条巡る。北東辺の土壇状の部分においても迂回せずに壁面に沿って土壇の上

に構築されている。

《造 物》 埋土中からの出土が多し io 土器は縄文時代前期中葉の土器 (5，-._， 8)G 前期後葉の土器(1 

，-._， 4 " 9，-._，24) "中期~後期の土器 (42，-._，47)が出土した。また石器は石匙 (48" 49) "削器

(51 " 56 " 57 " 59) "掻器 (50" 52) ..箆状石器 (58• 60) "加工痕のある剥片 (29，-._，31)、およ

び半円状偏平打製石器 (6い 64)..擦り石 (62.. 63 .. 65 " 77) "凹石 (66，-._，69)..散石 (70.. 71) .. 

石錘 (72• 76) ..砥石 (78)"右皿 (79)が出土した。

《改 築〉なし。

《構築時期〉 出土した土器は時期に11屈を持つが、主柱穴 (P5)内より縄文時代前期後葉の土器が倒立し

て出土したことから、該期に践することが想定される。

S 1 143 竪穴住居跡(第23図)

《位 置> MN73、M072..73グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複)) S 1 123 " 124竪穴住居跡と重複している。新!日関係は本竪穴住居跡が最も古い。

《規 模》 長径3.27mx短径2.90m、深さ20cm。

《平面形》 略円形である O

《埋 土> 11層に分属した。 8層は S1 123への鮎床である。一部に削平および撹乱を受けているため、

自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 壁 》 最も深いところで、20cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 やや凹凸があり、南東方向に下がっている。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に 8カ所検出した。

溝》 なし。

《造 物》 造物は出土しなかった。

《改 築》なし。

〈構築時期》 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。
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[S I 141] 
1 黒色ニヒ(7.5Y1.7/1 ) 地 山 ( 中 粒 〉 中 盤 混 入 。 や や し ま り 有 り 。
2 踏オリーフー褐色土(2.5Y3/3) 地 山 ( 中 粒 〉 中 盤 、 炭 ( 中 粒 〉 少 最 混 入 。 し ま り 有 り 0

3 明黄褐色土(2.5Y6/的地山(仁1"粒 ト 炭 ( 小 粒 〕 少 量 混 入 。 し ま り 有 り 。
4 明重責褐色ゴ二(2.5Y7/6) シラス。 しまり有り。
5 明黄褐色土(2.5Y6/6) 地山(中粒〉・炭〈仁1"粒〉少盤混入。しまり有り。 鞘
6 明言電褐色ニヒ(2.5Y6/6) 地山(中粒〉中盤、炭(小粒〉少盤混入o しまり有り。 円
7 浅黄色こと(2.5Y7/4.)シラス。しまり強L、。
8 オリーブ褐色土(2.5Y4/心地山く大粒〉・炭(大粒〉中食混入。しまり有り。 可:
9 にぷい黄色ゴ二(2.5Y6/心地山付3粒〉・炭(仁1"粒 〉 少 盤 混 入 。 し ま り 有 り o V 

10 オリーブ褐色:と(2.5Y4/白地山〈中粒〉やや多援、炭〈中粒〉少盤組入。しまり有り。 日1:

11 明黄褐色土(2.5Y6/6) 地山(大粒〉少滋、炭(大粒〕中盤混入。しまり有り。 嬬

pム

4 

ヰ』
トよ〉

K L 

M 

一「

日

12 オリーフ弓呂色ゴ二(2.5Y4./6) 地山く大粒〉中鏡、炭(小粒〉少慾混入。しまり有り。
13 オリ ーブ褐色j二(4.5Y4./6) 地山壊。j今 中 顔 、 炭 ( 中 粒 〉 少 激 混 入 。 し ま り 有 り 。
14 芸者褐色オ二(2.5Y5/3) 地山境(中〉・炭(大中立〉中盤混入。 しまり有り。
15 7に i可じ
16 潟色ニヒ(2.5Y2/白地山(小粒〉少盤混入。ややしまり有り。
17 オリーフ下fs色ゴ二(2.5Y4./4) 地 L上I(/j、粒〉中盤、炭付ユ粒〉少最混入。 しまり手寄り。
18 黄褐色ゴ二(2.5Y5/4) 地止I(cl"粒〉中盤、炭(中粒〉少盤J箆 入 。 し ま り 有 り 。
19 明議事局色j二(2.5Y6/6) 地山(中粒〉やや多;盤、炭〈中粒〉中澄混入。しまり有り。
20 黒褐色ごと(2.5Y6/6) 地山か1"粒〉やや多鐙、炭(中粒〉中最混入。しまり有り。
21 オリーフ"m色 j二(2.5Y4/4) 地山(小粒〉少段、炭(小中立〉中震混入。ややしまり宵り。
22 4に 1'E司じ

第18図 81141竪穴住居跡土層断面図
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1(141-25) 
2(141-26) 3(141-27) 

6(141-30) 
7(141-31) 

8(141-32) 

審議ミ
12 (141-36) 

11 (141-35) 13(141-37) 

16(141-40) 17(141-41) 

第 4主主 調査の記録
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第20図 81141竪穴住居跡出土造物(2 ) 
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

S 1 144 竪穴住居跡(第23図 a第24図、図版22'"':'図版25)

《位 罷P M R72..73、MS 72..73グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 長径2.58mx短径2.53m、深さ36cm。

面形〉 円形である。

《埋土》

《援〉

〈床面〉

《炉〉

《柱穴》

11層に分層した。自然堆積と思われる。

最も深いところで、36cmで、ほぼ直立する。

やや出凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

周縁に 2カ所検出したo 北辺の一部は斜面に崩落しているため、本来は対向する 2組の主柱

穴があったと思われる。

溝〉 なし。

物》 埋土中からの出土が多し1。縄文時代前期中葉 (3.. 4) "前期後葉 (1"2;;5)の

および石匙(14.. 15)号加工痕のある剥片(16)"半円状偏平打製石器(17ぺ9)..擦り石(18)穆

散石 (20)e [白石 (21)が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 146 竪穴住居跡(第25図)

〈位 霞P MS69"70、MT69"70グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.64mx短径2.40m、深さ36cm。

《平面形〉 円形である。

〈埋 土t 3層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

〈 震 》 最も深いところで36cmで、ほぼ直立する。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平壌である。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 援際に 4カ所、および周縁部に 1カ所検出した。主柱穴は壁際の対向する 2組である (P1 

，-..._， P 4)。

溝》 なし。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文前期中葉の土器が出土した。

《改 築》なし O

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。
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第 4章調査の記録

同

C 

」、、
、、

_!l_ 63. 650m 

E Pム
、、

1 
1 SI124 L ~ -_ 

::::，.:.-一一同一

D 

[SI 143] 
1 黒褐色土(10YR3/1)軽石粒混入。
2 黒褐色土(10YR3/1)地山粒混入。
3 黒色土(10YR1.7/1)地山塊混入。
4 にぷい黄樺色土(10YR7/4)地山塊
5 暗褐色土(10YR3/心地山粒@塊多量混入。
6 培褐色土(10YR3/4)地山粒多量混入。
7 褐色土(10YR4/4)地山粒 e塊、炭化物混入。
8 1こぶい黄櫨色土(10YR7/4)黒褐色土多量混入。
9 1こぶい黄樺色土(10YR6/4)黒褐色土粒混入。
10 にぷい黄樟色土(10YR 7/4)再堆積層
11 にぷい黄櫨色土(10YR6/3) 

2m 

B 

@ 

υ
 

S 1 143 

S1144 

C D 

B [SI 144] 
1 明黄褐色土(10YR7/6)軽石粒混入。
2 にぷい黄褐色土(10YR5/4)炭化物徴量、軽石塊混入。
3 黒褐色土(10YR3/2)炭化物混入。
4 1こぶい黄褐色土(10YR5/3)軽石粒・塊多量混入。
5 撹乱
6 黒掲色ニヒ(10YR2/2)炭化物微量混入。
7 1こぶい黄権色土(10YR7/3)軽五粒 n 塊多量混入。
8 1こぶい黄樟色土(10YR6/4)軽石@軽石粒・塊混入。
9 1こぶい黄褐色土(10YR5/3)シラス再堆積層
10 にぷい黄褐色土(10YR5/4)炭化物塊混入。
11 にぷい黄撞色土(10YR7/3)黒褐色土@塊混入。

。 2m 

第23図 81143 " 81 144竪穴住居跡

48 
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第 4章調査の記録

QI 

B 
P5 

υ/ 

軽石 B 

。 2m 

[S 1 146] 
1 !こぶい黄褐色土(10YR5/4)軽石粒・塊多量混入。
2 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)軽石粒・塊混入。
3 褐色土(10YR4/6) 

3(146-3) 

1 (146-1) 

ーハ川
Ui5(146-5) 6(146-6) 

4(146-4) 。 10cm 

第25図 8I 146竪穴住居跡とその出土遺物

S I 147 竪穴住居跡(第26図)

《位 置P MT68"69グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S K F 148 " 189フラスコ状土坑と重捜している。埋土状況より新旧関係は本竪穴住居跡が最

も新しいと思われる。

《規 模》 確認長で長径2.45mx短径1.65m、深さ25cffio

50 
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63.700m 

S I 147 

S I 153 

P7 

-23.5 

2 m 

B 

-20.5 
P4 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

1(147-1) 

。 10cm 

。

第26図 8I 147 .. 8I 153竪穴住居跡、とその出土造物
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第 4章

《平出形〉

《埋

《壁〉

〈床面〉

《炉〉

《柱穴〉

溝〉

削平@斜面への崩落、および重複のため詳細は不明である。

畑耕作に伴なう削平により、埋二iこはほとんど雄認できなかった。。

緩やかに外傾しながら立ち上がる。重複のため、削平されている。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O 貼床部分もみられる。

明確な焼土や灰の堆積はないが、複式構造を持つ石囲炉を有する。

床面に 4カ所検出した。

なし。

〈遺 物〉 埋土中から敵石(1 )が出土した。

《改 築〉なし。

《構築時期》 時期を特定できるような遺物は出土していないが、炉の形態から縄文時代中期に属すると

われる。

S 1 153 

《位

《確 きð~与1、丸(( 

複〉

〈規 模〉

《平面形〉

〈埋

{1未 面〉

竪穴住居跡(第26図〉

MT66グリッドに位置する。

の落ち込みとして確認した。

なし O

長径2.65mx短径2.40m、深さ 9cmo 

略円形である。

撹乱により埋土はほとんど確認できなかった。

も深いところで 9cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

木根の撹乱により著しく凹凸している。

《 炉 〉 焼十や灰の堆積、掘り込みは確認できなかったの

《柱 穴》 床面に柱穴様のピットがあるが、撹乱のためはっきりしない。壁際に巡る P1 ，__， P 10は垂木

尻など、架構材に関わる穴と思われる。

溝》 なし O

《遺 物〉 遺物は出土しなかった。

《改 築》なし。

《構築時期〉 時期を特定できる遺物は出土しなかった。

S 1 154 竪穴住居跡(第27図、図版25"図版26)

《位 置P MT65、NA65グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.79mx短径2.10m、深さ42cm。

《平面形》 隅丸長方形である。

《埋 j二P 9層に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 最も深いところで、42cmで、外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

η/ω 
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第 4章調査の記録

《 炉 》 中央南西側に集燥があり、その下部より埋設土器(1 )が検出した。

《柱穴》なし。

《壁溝》なしO

《遺 物〉 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉~中期初頭の土器 (1.. 2)、時Ij器 (4)を出

した。

《改 築》なし。

《構築時期)) .埋設土器から縄文時代前期後葉~中期初頭と思われる O

S 1 219 竪穴住居跡(第28図)

《位 置~ MP76"77グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 確認、長で長径1.80mx短径O.56m。

大半は斜面に崩落しており、不明である。

斜面への崩落により、援溝以外に埋土は確認できなかった。

壁溝のみの確認で、詳細は不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

に沿って 3カ所検出した。

崩落を免れた一部のみが検出した。

埋土中から半円状偏平打製石器(1 )が出土した。

残存する部分が少なく、不明であるc

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

《平面形〉

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

《控 溝》

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

S 1 232 竪穴住居跡(第28図)

《位

《確

《規

認》

複》

模》

MP74グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S K131土坑と している。新!日関係は本竪穴住民跡が古い。

確認長で長径2.44mx短径1.61m、深さ53cm。

面形》 重複しているが、楕円形であると思われる。。

6層に分層したが、 1'"'-'3層はSK131土坑の埋土である。人為的堆積と思われる。《埋

《床

《炉》

《柱穴》

土》

》 最も深いところで53cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

長軸線上に相対して検出した 2カ所 (P1.P2)が主柱穴と思われる。

面》

溝》 なしO

《造 物》 埋土中から凹石(2 )が出土した。

《改 築》なしO

λ
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

《構築時期〉 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明o

a 

S 1219 

S 1232 

。80.1

つ山

つ山“
L

P
i

ワ臼

A 

-、-
B -

C 63.700m 

S 1232 

。 行1

。 2 m 

1(219-1) 
m
 

p
u
 

nu 

a司
E
E
E

D 

[SI 232] 
1 にぶい黄楼色土(10YR7/心地山ローム(軽石)混入。

2 木根による撹乱。

3 ，己ぶ~'1電櫨色上(10YR6/3)地LLIO陸石)再堆積層心

4 I明黄褐色土(10YR6/6)貼床。

5 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)軽石粒多量混入。

6 にぷい黄樟急土(10YR7/4)地Ul(掘りすぎ)。

D 

2(232 -1) 

。 10cm 

第28図 81219 " 81 232竪穴住居跡とその出土造物
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第 4章調査の記録

S 1 234 竪穴住居跡(第29図)

《位 置? MM74"75グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複? S 1 127竪穴住居跡"S K F242フラスコ状土坑と

も新しし ¥0

〈規模〉

《平面形〉

長径3.09mx短径2.81m、深さ24cmo

略円形である。

に分層した。人為的堆積と思われる。

している。新旧関係は本竪穴住居跡が

《埋土〉

《壁》

《床面〉

最も深いところで、24cmで、あるが、外傾しながら立ち上がる O 壁出は部分的に不明瞭である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。 SK F242土坑へは貼床を施している。

《炉〉

《柱穴〉

溝〉

物〉

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に柱穴を検出したが、

一部途切れるが、 1条巡る。

は不明である。

埋土中からの出土が多い。縄文時代前期の土器(1 ，.._， 6入および加工痕のある剥片(7 ) 

が出土した。

《改 築〉なし。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 307 竪穴住居跡(第30図、図版27)

《位 置? NN30グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして雄認した。

《重複》なし。

《規 模》 確認長で長径2.71mx短径1.66m、深さ42cm。

《平面形》

《埋土》

〈壁》

《床面》

《炉》

《柱穴》

溝》

物》

《改築》

《構築時期》

斜面へ崩落しているが、楕円形と思われる 0

4屈に分属した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

斜面に対し一部崩落しているが、最も深いところで、42cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼士ゐや灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に lカ所検出した。

なし。

造物は出土しなかった。

なし O

時期を特定できるような造物は出土しなかったので不明。

S 1 308 竪穴住居跡(第30図)

《位 置? N N30..31、N030"31グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

-56 



縄文時代の遺構とその出土造物第 l節

1 

1 

[SI 234】

l 黒色土(lOYR1.7/1)地山(小粒)少鼠混入。しま

2 黒色土C75YR1.7/1)地tllC中粒)少銑滋入。ややしま

3 !黒褐色jこC10YR3/2)池山(小粒)・炭('J、粒)少鼠混入G ややしま

4 I清オリープ褐色土C25Y3/3)地LllC中粒)中盤浪人o ややしま

5 黒褐色土(10YR2/2)地IllC小粒)中段混入。ややしまり有り。

6 渇包二七(10YR4/4)地J]J(中粒)中盤、炭(小粒)少1立浪人。ややしまり有り。

7 褐色土(!OY現4/4)li!l山(中粒)tjJE誌、炭(小粒)少鼠混入G しま

自 紫色土(lOYR2/1)池山(小粒)中鼠、炭(小粒)少筑混入。しま

目 黒褐色土(10YR3/2)j曲山(中粒)・炭(小粒)少益混入。しまり有りロ

10 黒潟色土(lOYR2/2)地11IC小粒)中段、炭(小牧)少獄混入。ややしまり有り。

11 地山

12 rr音褐色土(lOYR3/3)地111(小粒)中鼠混入。ややしまり有り。

13 ~竜褐色土(lOY R5/6)地Ill(中粒)・炭(小粒)少i証混入。ややしまり有り。弾性有り。

27.5 

D 

B 

:-14.2 

-13.7 

:〆-一~，，@ ~ 

/¥  C 

向

B 

D 

4 

3 

一L___

A 63.000m 

C 

2m 。

4 (234 -4) 

ーハハハ

U
ー3(234-3) 

1) 

響-0

1(234 

7(234-7) くこ二〉
5(234 -5) 

6(234-6) 

81 234竪穴住居跡とその出土造物
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第 4章

《規 模〉 確認長で長径4.43mx短径3.20m、深さ19cm。

〈平面形〉 斜面に崩落しているが、楕円形と思われる。

《埋 土} 13層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 壁 〉 斜面に一部が崩落しているが、最も深いところで;19cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《炉〉

《柱穴〉

溝〉

物〉

《改築〉

《構築時期〉

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 2カ所検出した。

なしO

遺物は出土しなかった。

なし。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 309 竪穴住居跡(第31図)

《位 置} NQ23、NP23.24、NS23.24グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重複〉なし。

《規 模〉 確認長で長径2.65mx短径2.64m、深さ53cm。

斜面に対し崩溶しているため、詳細は不明である。

5層に分層した。自然堆積と思われる。

斜面に一部崩落しているが、最も深いところで53cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかったの

なし O

なしO

埋土から半円状偏平打製石器(1 )が出土した。

なし。

時期を特定することは困難であるが、出土した石器から縄文時代前期だと思われる。

竪穴住居跡(第32図、図版27)

N P 22，，23グリッドに位置する。

の落ち込みとして確認した。

なし。

長径2.99mx短径2.55m、深さ24cmo

楕円形である。

4層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

一部木根による撹乱を受けているが、最も深いところで24cmで、緩やかに外傾しながら立ち

上がる。

《床 面》 やや山凸があるが、ほぼ平坦である。
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第 1節 縄文11寺代の遺構とその出土j毒物

Bω/ 
[S 1 307] 
i 黒掲急土(lOYR3/1)シル!、。地山粒混入。しまり良い0

2 Iこぶい黄掲色土(lOYR5/4)シルト~結士。地1I1粒多量混入o しまり良い0

3 黄陸色土(lOYR7/8)結土。地11階、開ブロック混入。しまり良い。
4 黄陸色土(10YR9/8)結土。地山粒、間ブロック混入。しまり非常に良い。

S 1307 K杉の根による撹乱層。
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ノ:、

B 

宅ケ

64.600m 

6事
S1308 

_!2_ 64. 600m 

[SI 308] 

1 ;虫色土(I()YRI.7/I) ンルト。池山位、|母ブロック混入口しまり粘1'1ーあり。

1正前掲色土(I()YR4/2) シル 1'0地lIJプロ y ク多〈混入。しまりやや思い。 4 Iこぶい演褐色:1:(I0YR5/4) ゾル 1，-粘f!toi也lIJ粒、|言]ブロ y ク多E誌に滋入。

3 1ijll主総色土(IOYR6/6)粘土白地山村、 l司ブロ γ ク多く ilf.入。硬質名!i性あさりなしり しまりあり。

51長前後色土(IOYR自/4)粕j'，-ンル 1'"JlliIIJ粒よりなる。しまりあり。

o 2m ~;~:露出;::416fiU:21;;日fl} 'I ，7' o 二位ι1] あり。
8 ;!.¥i品色土C10YH3/1) ゾルト。地IJJ!立浪人o しまりありo

:.'~~土(I IJYRI ，7/1) ンルト。地11J!]Î をほとんど:なまなし」

f&!目。名';判あり。

co 

C'I 
?吋

加
が
(
二
時

10 にぷい涜控色土ClOYH6/4)_llJj消褐色土(lOYH6/G) ンル 1，-柑

地111牧、名!iT宝l:ilE入s しまり良しh

11 に;~~い 1完結色士(I UYR6/4) シル 1，-粘土ω 地111粒、 rfil ブロック多い。
12 い111相 fi'+ClOYR7/4)ンルト-t';士。地LiJ粒多し

I:J 

第30図 81307 .. 81 308竪穴住居跡
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第 4章調査の記録

炉 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 なし。

《援 溝〉 なし。

《遺 物〉 造物は出土しなかった。

《改 築〉 なし。

《構築時期〉 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 315 竪穴住居跡(第32図、図版28)

《位 置~ N N2..3、N02..3グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複》なし。

《規 模》 長径4.91mx短径3.02m、深さ24cIDo

《平面形〉

《埋

《床 面〉

炉

《柱 穴〉

《壁 溝》

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

楕円形である。

7層に分属した。自然堆積と思われる。

最も深いところで24cIDで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 3カ所検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

遺物は出土しなかった。

なしO

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 341 竪穴住居跡(第33図、図版28)

《位 置~ NH32グリッドに位置する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.47mx短径2.25m、深さ26cIDo

《平面形》

《樫 土》

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝》

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

円形である 0

2層に分層した。自然堆積と思われる。

最も深いところでおCIDで、外傾しながら立ち上がる。

やや山凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 7カ所検出したが、主柱穴は不明である。

に沿って 1条巡る。

遺物は出土しなかった。

なしO

時期を特定できるよ毒物は出土しなかったので不明。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土達物

開

一心J

C ぶ

B 

D 

D 

A 64.900m B 

R2/1)シルト~粘質性なLoしまりないO

R2/1)シルト~粘質性なし。しまりない。地111小フ‘ロック混入。
水分を多く含む。

3暗褐色土(10YR3/4)シルト~粘質性なし。地山の漸移居。しまりなし0

4 黄褐色土(10YR5/6)シルト~粘質性なし。 地山の漸移属。水分が多い。
しまり有り 0

5黒色土(7.5YR1/2)シル卜~粘質性なし。地山粒が多く含まれる。
しまりやや有り。

てヨフラ之~ 1(309-1) 

第31図 81309竪穴住居跡とその出土造物
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第 4章調査の記録
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第32図 81312 .. 81 315竪穴住居跡
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第 l節 縄文時代のj遺構とその出土遺物

凸

C D 

。
2 

A 

@
J吐

r S1 341] 
1黒褐色土(10YR2/2) 地山粒極少量のみ含む。
2 黒褐色土(lOYR2/3) 地山粒少量(下位ほどやや多く)含む。

1. 2層の層墳はっきりしなし、

。
A 64.800m B 

2 m 

S I341 

SI384 くコ
B 

ア
日

[SI 384) 0 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・塊少量混入

一、

1(341 1) 

。 10cm 

2 m 

第33図 8I341 .. 8I 384竪穴住居跡、とその出土遺物
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第 4章調査の記録

S 1 384 竪穴住居跡(第33図)

《位 置~ NB53、NC53グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模〉 確認、長で長径3.25mx短径2.21m、深さ15cmo

《平面形》 斜面に一部崩落しているため全容は不明である。

《埋 土》 斜面への崩落および削平により、埋土はほとんど残存していなかった。

《 壁 》 最も深いところで15cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

《床面〉

《炉》

《柱穴》

《壁溝》

〈遺物》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に14カ所検出したが、 は不明である。

に沿って 1条巡る。

埋土中から擦り石(1 )が出土した。

《改 築》 不明である。

〈構築時期》 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S 1 503 竪穴住居跡(第34図、図版29)

〈位 置~ M R43"44、MS 43，，44グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模》 確認長で長径3.30mx短径2.68m、深さ21cm。

《平面形》 楕円形と思われる。

《埋

《壁》

《床面》

《炉》

斜面に一部崩落しているため、埋土はほとんど残存していない。

も深いところで、21crnで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

《柱 穴》 床面に検出した柱穴のうち、長軸線上にかかる P1 .. P 2が主柱穴と思われる。

溝》 南東辺に残存している。

物》 埋土中から欠損した右槍(1 ) "敵石(2 )が出土した。

《改築》

《構築時期》

不明である。

時期を特定できる遺物は しなかったので不明。

S 1 601 竪穴住居跡(第35凶@第36図、図版29)

《位 置~ M D49"50，，51、ME49..50，，51グリッドに位置する。

《確 認、》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 602竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が古い。

《規 模》 確認長で長径6.20mx短径3.40m、深さ20crno

面形》 重複および一部が調査区外に延びているが、楕円形と思われる O
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第4章誠査の記録

《埋 土} 5層に分属したが、 3'"'-'4膳は S1602竪穴住居跡の埋土である。自然堆積か人為的堆積か

は不明。

《 摩 〉 最も深いところで20crnで、外傾しながら立ち上がる。

〈床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 〉 明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

〈柱 穴〉 床面に24カ所検出したが、 P1'"'-'P3が主柱穴と恩われる。

〈壁 溝〉 壁に沿った 1条、および東@西辺に部分的に 1条検出した。

〈遺 物〉 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期の土器(1 '"'-' 6 )、削器 (9" 11) ..加工痕のある剥

片 (7" 8 "10) ..凹石(12'"'-'15) ..石血(16)が出土した。

〈改 築〉 部分的ではあるが、感溝が 2条巡っていることから 1回の改築が想定される O

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 602 竪穴住居跡(第36図@第37図)

〈位 置} MD50"5ド52グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複} S 1 601 .. 753竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規模〉

《平面形〉

〈埋 土〉

〈壁》

《床 面〉

《炉〉

《柱 穴〉

《壁 溝》

確認長で長径9.25mx短径2.25m、深さ53crn。

大部分が諮査医外に延びるため不明である 0

4膳に分属した。自然堆積と思われる O

最も深いところで53crnで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。貼床部分もみられる。北西側には壁溝に並行して波板

状のピット群が設けられている。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に柱穴は検出したが、主柱穴は不明である。

3条検出した。内側になるほど滅失の度合いが大きく、内側のプランから順次拡張したと思

われる。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(1 '"'-' 3)、石鎌 (6)..棒状石製品 (7).. 

半円状偏平打製石器(8) "凹石(9 '"'-' 11)が出土した。

《改 築》 壁溝が 3条巡っていることから 2回の改築が想定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 603 竪穴住居跡(第38図@第39図、図版30)

《位 置} MD52"53"54、ME52"53"54グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認、した。

複} S 1 605パ53竪穴住居跡、と重複している。新!日関係は本竪穴住居跡が最も新しい。

〈規 模》 最も新しい時期で長径8.23mx短径6.40m、深さ35crn。

《平面形》 重複しているが壁溝の平面形から橋丹形である。

《埋 土} 6層に分層した。自然堆積と思われる O
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昨1

R2/2) シルト。地山粒少量混入。しまり有り。粘性若干有り。
R2/1)シルト。地山粒・炭少量混入。しまり強く、粘性あまりない
R2/1) シルト。地山粒・地山塊(小)・炭・

ややしまり弱く、粘性若干有り。
3 黒褐色土(10YR3/2) シルト。地山粒・地山塊多量、炭・焼土粒少;麗混入。

しまり強く、粘性有り。
4 黒色土(10YR2/1) シルト。地山粒。炭混入。しまり強く、粘性有り o
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《 壁 》 最も深いところで~35cmで、外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぽ平坦である。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に多数検出したが、 P1，.....， P4が最終段階の主柱穴と思われる。

《壁 溝》 部分的に重なりながら 5条確認した。一番外側のプランが最も新しし ¥0

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (1..3'""7)"前期後葉の土器(2 )、

石鉱(14リ5)..石槍(16)"石匙(17" 18) "削器(19'"'-'24)"石錘 (25.. 25) "磨製石斧 (27)" 

凹石 (29，-....，31) "散石 (23)が出土した。

《改 築》 控溝が 5条巡っていることから 4回の改築が想定される。西壁を共用したまま、順次東方に

拡張している。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と盟、われる。

S I 604 竪穴住居跡(第40図、図版31)

〈位 霞~ ME51"52、MF51"52グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1753竪穴住居跡と重複している O 新旧関係は不明である。

〈規 模》 最も新しい時期で長径3.56mx短径3.56m、深さ29cm。

〈平面形》 最も新しい時期は略円形である。

《埋 土~ 3層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。 2 3層はそれぞれ古い時期の埋土であ

る。

も深いところで、29cmで、ほぼ直立する。

やや凹凸があるが、ほぼ平明であるの

《壁》

《床開》

《炉》

《柱穴》

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

床面に 8カ所検出したが、 P1'""P3が最も新しい時期の主柱穴と思われる。

溝》 3条検出した。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文前期中葉の土器 (1" 2)、 (5'""7) "掻器(8 ) " 

円状偏平打製石器(9 )を出土した。

《改 築》 壁溝が 3条巡っていることから 2回の改築が想定される。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S I 605 竪穴住居跡(第41図~第43図、図版31'"'-'図版33)

〈位 置~ ME52..53、MF 52"53，，弘、 MG52"53"54グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1603竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が古い。

《規模》

《平面形》

《埋

《壁》

も新しいプランで長径5.85mx短径4.50m、深さ25cm。

しているが壁溝の平面形から構円形である。

に分崩した。自然堆積か人為的堆積かは不明である。

も深いところで25cmで、外傾しながら立ち上がる。重複のため、一部は削平されている。
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第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物
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第 4章調査の記録
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1，¥i¥褐色土(10YR2/2)シルト。地山塊(小)多量、炭・焼土粒混入。 1黒色土(lOYR2/1)シル卜。地粒少、硬質。粘性少しあり。

しまり、粘性有り。 2黒色土(lOYR2/1)シIvト。地粒の混入l層より多い。硬質。

2 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。池山粒少最混入。しまりやや弱〈、 粘性あり。
脱出り。 3明黄褐色土(lOYR6/6)粘土。しまり、粘性あり。

3 黒褐色土(lOYR2/2)シル卜。地山粒少量浪人o しまり強〈、 4 黒色土(10YR2/1)シルト。地粒やや多い。粘位強。
結性有り。 5黒褐色土(lOYR2/2)シルト。池粒少し。しまり、粘性あり0

4 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒・地山機(小)・炭・焼土粒 6 黄樫色土(lOYRB/6)粘土。硬質、粘性あり。
少量混入。しまり、粘性共有り。 7m色土(10Y史上7/1)シルトロ地粒、炭やや多いむしまり、制lあり0

5 黒褐色土(lOYR2/3)シルト。地山粒・地山塊・炭少量混入。 B議援色土(10YRB/6)粘土。硬質、粘性なし。
しまり、粘性共有り。 9m色土(lOYR1.7/1)シルト。地粒少し、しまりあり0

6 黒褐色土(10YR2/3)シルト。 11より地山粒・地山塊やや多く、 粘性あまりなし。
炭・焼土粒1;1少ない。しまり、粘性共有り。 10黒色土(lOYR2/1)シルト。地粒多い。地山小塊やや多い。

7 烈喜色土(1日YR2/2)シル卜。地山粒・焼土粒浪人。 炭、焼土混入。しまり、粘性あり。
しまり、粘性共有り。 11 にぷい策褐色土(10YR4/3)粘土~シルト。地粒多い0

8 h¥¥色土(lOYR1.7/1)シルト。炭・焼土粒少量混月。 しまり、粘性あち。
しまり、粘性共有り。 12黒褐色土(10YR2/2)シル卜。地山粒、地山塊浪人。

9 樫色土(5YR7/8)シル卜。焼土属。しまり有り。 しまりやや懇いofli性あまりない
10 黒褐色土(10YR2/3)シルト。地IlJ校・池山塊(小)多量、地山粒 13 黒色土(10YR2/1)シル九 10層より各混入物多い。

やや多〈、炭混入G しまり、粘純共有り。 しまり、粘性あり。
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(S 1ω5・RP123 (埋設土器)] 
l 黄櫨色土(7.5YR7/8)粘土。硬質。粘性有り。被熱の痕跡有り。(貼り床の一部)
2 黒褐色::!:(lOYR2/2)シルト。池山粒少援、炭混入。硬質。粘性有り。(貼り床の一部)
3 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒・地山域(小)やや多く、炭混入。しまり、粘性共有り。
4 黒色土(lOYR2/1)シルト。地山粒・池山塊(小)・炭ー焼土粒少量混入。しまり有り。粘性あまりない
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平明である。東側には壁溝に並行して波板状のピット群が設けられ

ている。

《 炉 〉 埋設土器が l基、および地床炉が l基検出されている。

《柱 穴〉 床面に多数検出したが、 P1'""P4が主柱穴と思われる o P 5からは埋設土器が検出した。

《壁 溝~ 6条検出した。内側から 2番目のプランが最も新しい時期のものである。

《遺 物》 埋土中からの出土が多し1。縄文時代前期中葉の土器(1 '"" 6)、および石匙(14)"削器(15).. 

半円状偏平打製石器(16)"凹石(17.. 19 .. 20) "磨製石斧(18)..有孔円盤状石製品 (21)が

出土した。

〈改 築〉 壁溝が 6条巡っていることから 5自の改築が想定される O

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 606 竪穴住居跡(第44図~第47図、図版33'""図版36..図版38)

《位 置~ M G51"52"53、MH51"52"53、M1 51.52，，53、MJ 51.52"53グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S 1 609竪穴住居跡と重複している O 新18関係は不明である。

《規 模》 長径10.15mx短径7.88m、深さ50cm。

《平面形》 楕円形である O

《埋 土~ 11層に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 最も深いところで、50cmで、外傾しながら立ち上がる。重複のため、一部削平されている。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 中央に地床炉が l基確認した。

《柱 穴》 床面に36カ所検出し、 P1'""P5が主柱穴である。 P7'""P9は棟持柱の穴と考えられる。

〈壁 溝〉 壁に沿って l条巡る O

〈遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器(1 '""32)、および石鎌 (33，..__，37)..石槍

(34，..__，40) ..石匙 (41，..__，44)"削器 (45，..__，48"51) "掻器 (53)..加工痕のある剥片 (49.. 52) .. 

磨製石斧 (54)..半円状偏平打製石器 (55" 56) "凹石 (57，..__，59)が出土した。

《改築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と恩われる。

S 1 607 竪穴住居跡(第48図@第49図、図版37..図版38)

〈位 置~ M G54.55、MH53"54"55、M1 53.54"55グリッドに位農する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S 1 608 • 609竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模》 長径8.35mx短径6.37m、深さ30cm。

《平面形》 楕円形である。

《埋 土~ 4膳に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《 壁 》 最も深いところで30cmで、外傾しながら立ち上がる。

《床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 鍋底状の掘り込みに炭化物が堆積している O
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物
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第47図 81 606竪穴住居跡出土造物(3 ) 

《柱 穴》 床面に多数検出したが、 P1"，-， P5が主柱穴である。南辺の周縁に沿って掘られている柱穴

(P 6 "'-' P 10)は、垂木尻を据えた穴と考えられる。

溝~ 4条検出した。一番外側のプランが、最も新しい時期のものである。

《遺 物》 埋土中からの出土が多し1。縄文時代前期後葉の土器 (1"'-'4)、削器(13)..加工痕のある剥
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[SI 607] 
l 黒褐色土(lOYR2/ノ2)池山粒・地山塊・炭化物少量混入。しまりやや強く、弾性干寄りn

2 黒褐色土(10YR2/3) 地山粒・地山塊・炭化物やや多く混入。 1より硬くしまってい ~o
3 黒褐色土(10YR2/3) 2より地山塊の混入少なし ¥0 埋土。
4 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒微量混入。
5 黒褐色土(10Y弐2/3)地山粒・地山塊・炭化物少量混入。しまりばらつき多いo 0 
6 黒褐邑土(lOYR3/2)地山粒・地山塊・炭化物混入・しまりやや弱L、。粘性ない。
7 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山粒、炭化物多く混入。地山塊少ない。しまりやや弱く。粘性なL、0
8 灰黄褐色土(10YR4/2)地山粒、地山境、炭化物更に多く混入。しまり弱く、粘性あり。
9 明黄褐色土(lOYR7/6)ほとんど、地山粒と地山塊でなる層。灰のI混合む。しまりボロボロ 0

10 黒色土(lOYR2/1)地山粒、地山塊多量提入。しまりやや有り。
11 暁黄褐色土(lOYR6/8)ほとんど、大きい地山塊で形成される。しまりあまりなしo

k 撹乱

2m 

第48悶 81607竪穴住居跡
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第4章調査の記録

片(10"-'12) "磨製石斧(14" 15) "凹石(16"-'20)..砥石 (21)が出土した。

《改 築》 壁溝が4条巡っていることから S耐の改築が想定される。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S 1 608 竪穴住居跡(第50図)

《位 置~ M 1 54，，55グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 607竪穴住居跡、と重複している。新!日関係は不明である。

《規 模》 確認長で長径4.59mx短径1.81m。

〈平面形》

《埋土〉

〈壁》

《床面〉

《炉〉

重複しているため不明である。

壁溝しか残存しておらず、埋土は確認できなかった。

詳細は不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱穴》なし。

《援 溝〉 部分的に、 2条検出した。

《遺 物》 埋土中から加工痕のある剥片(1 )、凹石 (2)が出土した。

《改 築〉 壁溝が 2条巡っていることから 1回の改築が想定されるが、詳細は不明である。

《構築時期》 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S 1 609 竪穴住民跡(第51図~第54図、図版38"-'図版42..図版44)

《位 置~ M 1 53"54、MJ 52"53-54、MK52"53"54グリッドに位置するの

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複~ S 1 606 " 607竪穴住居跡..S K T 1016 T -P i tと重複している。竪穴住居跡との新!日関係

は不明であるが、本竪穴住居跡がSK T 1016 T -P i tより古い。

《規 模》 最も新しいプランで長径6.80mx短径6.10m、深さ15cm。

《平面形》 楕円形である。

《埋 土~ 6 J麗に分層した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 最も深いところで15cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。南東@南西部は重複のため、

削平されている。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 中央西側に地床炉が検出した。

《柱 穴》 床面に多数検出したが、 P3 .. P 5 " P 7 "-' P 9 .. P 13 " P 17 " P 44 .. P 46が最も新しい時

期の主柱穴と思われる。

溝》 部分的ながら 5条検出した。外側から 2番目のプランが、最も新しい時期のものである。

《造 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(19)..後葉の土器(1 "-' 11 .. 15"-' 18)、

および石槍 (23'""25)"石匙 (26" 27) ..掻器 (28)"削器 (29'""32)..加工痕のある剥片 (33.. 

34) "凹石 (36'""42)"岩偶 (35)が出土した。

- 84 



縄文時代の遺構とその出土遺物第 l節
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壁溝が 5条巡っていることから 4回の改築が想定される。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。
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《改
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第4章調査の記録
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焼土範囲

g 64.000m h 

-干=y-
1 2 

ピy ト24
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QI 

[Sl 609・ピット22・23]
l 黒褐Ei土(lOYR2/2)地山粒・池山線(小)・炭多鼠混入。硬くしまり、粘性

あまりなし0

・炭多鼠混入。 しまりやや有 2黒褐色土(lIIYR3/2)地山tlt:混入。地JlJ筑・焼土境(Jト)微量混入G しまり強く、
粘伎やや有り。

3 i，¥¥Is色土(lOYR2/2)池山粒徴鼠混入U しまりやや強く、粘性やや有り。

。 2m 

第51区181 609竪穴住居跡
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

1(609-1) 
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神オ事務謁街録制通曲部掛iI:
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9(609-9) 12 (609-12) 

10(609-10) 
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第52図 8I609竪穴住居跡出土遺物(1 ) 
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第 4章調査の記録
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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第4章調査の記録

《重複〉

〈規模〉

《平面形》

《埋土〉

《壁》

《床面》

《炉》

S 1612竪穴住居跡と重複している O 新18関係は本竪穴住居跡が古い。

長径6.05mx極径4.85m、深さ15crn。

楕円形である。

12層に分層した。自然堆積と息、われる。

最も深いところで、15crnで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

《柱 穴》 床面に27カ所検出したが、 P2 " P 5 " P 11 " P 13がi自期の、 P3 .. P 6 " P 9 " P 13が新

期の主柱穴と思われる O 南辺の周縁に並ぶ柱穴は、垂木尻を据えた穴と考えられる。

《壁 溝) 2条検出した。外側のプランが新しい時期のものである。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器(1 )、石槍(5) "削器 (6" 7)が出

土した。

《改 築》 壁溝が 2条巡っていることから 1屈の改築が想、定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S 1 613 竪穴住居跡(第56図、図版43..図版44)

《位 置) M L 53"54.55、MM53.54グリッドに位還する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複) S 1 615竪穴住居跡"S K F626フラスコ状土坑と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が

《規 模》

《平面形》

《埋 土》

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝》

《遺 物》

最も古し ¥0

長径6.20mx短径5.10m、深さ18crn。

楕円形である O

7層に分層した。自然堆積と思われる。

も深いところで18crnで、外傾しながら立ち上がる O

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

床面に26カ所検出したが、 は不明である。

2条検出した。外側のプランが新しい持期のものである。

埋土中からの出土が多し1。縄文時代前期中葉の土器 (1~ 3)、石鍛(7) ..加工痕のある剥

片 (8.. 9)が出土した。

〈改 築》 溝が 2条巡っていることから 1回の改築が想定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 614 竪穴住居跡(第57図、図版44)

《位

《確

《規

認》

複》

模》

M L55..56、MM55"56グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S 1615竪穴住居跡、と している。新旧関係は本翠穴住居跡が最も吉い。

長径4.20mx短径3.75m、深さ15crn。

-90 



第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物
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[SI 611] 
1 黒掲色土(10YR2/3)地山(小@中粒)5%混入。
2 黒褐色土(10YR2/3)地山(小@大粒)20%混入
3 黒色土(10YR3/2)地111(大粒)10%混入O

4 黒色土(10YR2/1) 
5 黒色土(10YR3/2)地山(小 e 中粒)10%混入。ややしまりあり 0

6 褐色土(10YR4/4)シルト。焼土が主体で地山、暗褐色土混入。

7 黒掲色土(lOYR2/1)地山(小~極大粒)20%混入。しまりあり 0

8 黒褐色土(10YR2/2)地山(小粒)10%混入。
9 黒褐色土(lOYR2/2)地山(大粒)30%混入。
目黒褐色土(10YR2/2)地IlJ(大粒)の混土属。しまりやゃあり o

11 黒褐色土C10YR2/2)地山に10%混入。大変しまりあり。
12 10と似てるがボソボソして軟らかい。

4(611-4) 
2(611-2) 

3(611-3) 
1(611 1) 

<:::::> 5(611-5) 〈ここ〉 6(611-6) 
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第55図 81611竪穴住居跡とその出土造物
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第 4章調査の記録

壁溝の平面形から惰円形であると思われる 0

4層に分屈した。自然堆積と思われる。

も深いところで15cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや阻んがあるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

床面に多数検出したが、主柱穴は不明である。

2条検出したが、部分的な外側のプランが新しい時期と思われる。

中からの出土が多い。縄文時代前期の土器(1 '"'-' 4入石鍛(5 )石匙(6 ) 削 器

( 8 )加工痕のある剥片(7 ) ..擦り石(10) 凹石(1い 12) 有孔石製品 (9)が出土した。

2条巡っていることから 1回の改築が想定される。

した土器から縄文時代前期と思われる。

(第58図~第61図、図版45~図版48)

MM54"55、MN54"55"56、MD54"55グリッドに位霞する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S 1 613 " 616 " 627竪穴住居跡と している。新旧関係は本塁穴住居跡、が最も新しい。

長径9.20mx短径7.20m、深さ40cm。

楕円形である。

7層に分)麗した。白然堆積と思われる。

も深いところで40cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 す戸 》 中央に地床炉を2基検出したの

〈柱 穴》 床面に多数検出したが、 P1 .. P 4 .. P14 P 12 P 13 " P 15が最も新しい時期の主柱穴と

思われる。

溝T 5条検出した。一番外側のプランが最も新しい時期のものである。

〈造 物》 埋土中からの出土が多し ¥0 縄文時代前期中葉の土器(1 '"'-' 7 16'"'-'18)"前期後葉の土器 (10

'"'-' 15)、および石倣 (31"-'35) 石匙 (36.. 38'"'-'44 石錐 (37) 削器 (45'"'-'49) 掻器 (50'"'-'52).. 

(53'"'-'55) "加工痕のある剥片 (56.. 57) ..磨製石斧 (58"-'60)"有孔石製品 (6い 62)"半

円状偏平打製石器 (63'"'-'66)..石錘 (67" 68) ..凹石 (69-----72)"石皿 (73)が出土した。

〈改 築》 壁溝が 5条巡っていることから 4回の改築が想定される。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる O

S 1 616 竪穴住居跡(第62図)

《位 置P MN54"M054グリッドに位置する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複t S 1 615 " 619竪穴住居跡と重複している。新i日関係は本竪穴住居跡が最も古い。

〈規 模》 確認長で長径3.41mx短径2.90m、深さ28cmo

面形》 重複しているが、楕円形であると思われる。

ηノ
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録
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しまり普通、粘性強い。
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縄文時代の遺構とその出土遺物第 1節

口|ぜ
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SI613 

64.500m 

2m 。主 64.000m

[SI 613/S1 615] 
1 黄色土(5Y8/6)粘土。硬質。ブロックを含む。粘性なし。
2 黒褐色土(lOYR2/2)シル i、。地IlJ塊(小)少量混入o しまり、粘性有り。
3 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒・地山塊・炭温入。撹乱層。
4 黒褐色土(lOYR2/3)シルト。地山塊(小)を全体に含む。しまり、粘性有り。
5 黒褐色土(lOYR2/2)シル i、。地山粒・地山塊多量混入。炭少量混入。

しまり、粘性有り。
6 黒褐色ゴニ(lOYR2/2)シルト。 5より地山粒・地L[.l塊の混入少ない。しまり、

粘性有り。
7 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山塊(小)・炭少量湛入・しまり、粘性有り。

F
h
u
 

ハ同
υ

81 615竪穴住居跡

[SI 615・炉]

1 明黄褐色土(lOYR7/6)地山粒多量混入。
2 黒色土(lOYR2/1)地(/J、~中粒)10%混入。炭化物(粉)層。
3 貼床、明黄褐色土(lOYR7/6)地山粒多量混入。
4 褐色土(10YR4/4)粘土の地山主体。硬く暗褐色土(10YR3/2)30%混入。
5黒褐色土(lOYR2/2)硬く、地山(小~中粒)10%混入O 》

6 褐色土(lOYR4/4)粘土の地山主体。硬い。
7 黒褐色土(10YR2/2)硬い。地山(中粒)20%混入。
8 黒褐色土(lOYR2/2)とても軟らかい。地山(小~中粒)20%混入o

9 I暗褐色土(10YR3/3)とても軟らかい。地山(小~中粒)10%混入o

第58図
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第 4章調査の記録
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

ECCω.S 

。

[S I 616] 

1 黄色土(5Y8/6)粘土。硬質。ブロックを含む。粘なLo
2 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒、地山小塊、 日

地山境いずれも多量混入。
炭少員混入。しまり、粘ttありn

3 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山小塊、炭少量混入i
しまり、粘性あり。

4 詰褐色こ!::(10YR2/2)シルトロ地粒及び地山小境全体に混入G

5層より混入量少ない。
5 紫色土(lOYR2/1)シルト。池山粒やや多量混入O

しまり、粘性あり。

2m 

第62図 81616竪穴住居跡と出土遺物
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第 4章

《埋 土~ 5層に分層したが、 1'"'"'3層は S1615竪穴住居跡の埋土である。自然堆積か人為的堆積か

は不明。

《 壁 〉 最も深いところで28cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。重援のため、一部は削平され

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

ている。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に13カ所検出したが、主柱穴はP1 P 2と思われる。

に沿って部分的に l条検出した。

埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(1 2 )、石鍛(4 )削器(5 )が出

した。

《改 築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

《炉〉

《柱穴》

溝》

物〉

《位

S I 617 竪穴住居跡(第63図、図版48 図版49)

る。MN53、M053グリッド

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 長径3.30mx短径2.57m、深さ5cm。

面形》 楕円形である。

《埋 土~ 5層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《床

《炉》

〈柱穴》

溝》

も深いところで 5cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや剖凸があるが、ほぼ平坦であるの

中央南東側に;埋設土器を検出した。

床面に 7カ所検出したが、

に沿って 1条巡る。

は不明である。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (1""3)、

る剥片(11)が出jニした。

《改 築》なし O

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

( 8 "-' 10) 加工痕のあ

S I 618 竪穴住居跡(第641盟)

H立 MM56.57、MN56.57グリッド る。

《確 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模》 長径3.50mx短径3.01m、深さ 8cmo 

面形》 楕円形である。

《埋 削平によりほとんど埋土が残存しておらず、 2 した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで 8cmであるが、削平されているため不明確である。

ハ
UハU
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2m 

1(617-1) 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

口1， パ私:¥P 7 

優~LE 

E 

で国f
。 1m  
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01 

B 

2(617-2) 

5(617-5) 

[S I 617 .炉}
1 褐色土(10YR4/4)地山粒がほとんど。 地山ブロック(極小)多い。

しまり強L、0
2 黄褐色土(10YR5/6)地山粒 e地は|ブロック層しまりやや強L、0
3 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山粒多く、地山ブロック(中)が

多くなる O しまりやや強い。
4 黒褐色土(lOYR3/l)地山粒多く、ブロック(中)少ない。

しまりやや弱く、焼土多く含む。
5 暗褐色土(lOYR3/3)地山粒部分的に多い。

地山ブロック(小~中)を含む。
しまりやや強い。

6 黒褐色土(10YR3/1)地山粒多く、しまり弱L、。
7 黄褐色土(10YR5/6) 地山粒がほとんど。しまり~~~、。
8 黒褐魚十(10YR3/1)地山粒・炭多L、。しまりやや弱L、。

R2/2)シルト。地山粒少量、地山塊(小)多量、
焼土粒・炭少量混入。しまり、粘性有り。

2 黒邑土(10YR2/1) シルト。 地山粒@地111塊(小)焼土粒・炭少量浪人。
しまり、粘性有り。

R2/l)シルト。地山塊多量混入。しまり、
R2/1)シルト。地LlJ粒少量混入o L 
R1.7 /1 ~2/l)シルト。地山粒 e

硬質。粘性有り。
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第 4章調査の記録

⑨ 

ムー 64.200m

2 2 

[SI 618] 
1 黒褐色土(10YR2/3)地山塊多く、炭@焼土粒微量混入。しまり強く、

粘性なし。
2 黒褐色土(10YR2/2)地111粒少量混入。しまり1より強く、粘性なし。

ーや~~ ~ ~，~~ q 
〈ご". 1(618-1) くこと:> 2 (618-2) 

4(618-4) 
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第 l節縄文時代の遺構とその出土造物

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 中央に地床炉が検出した。

《柱 穴〉 床面に11カ所検出したが、主柱穴はP1 " P 2と思われる。

溝〉 部分的に滅失しているが、壁に沿って 1条検出した。

〈遺 物》 埋土中からの出土が多い。剥片 (1'"'-'3).石血 (4)が出土した。

〈改 築》なし。

〈構築時期》 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S 1 619 竪穴住居跡(第65図~第67図、図版50"-'図版53)

〈位 置} M 053"54，，55、MP 53，，54"55、MQ54e55グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 616 .. 622 .. 628竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

〈規模》

〈平面形》

《埋

〈壁〉

〈床面》

〈炉〉

も新しいプランで長径8.35mx短径5.65出、深さ20cmo

しているが、壁溝の平面形から楕円形であると思われる。

12層に分層した。自然堆積と思われる O

も深いところで20cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

〈柱 穴〉 床面に多数検出したが、 P2，.__P4"P9" P10が最も新しいプランの主柱穴と思われる。

〈壁 溝〉 重複により部分的に途切れるが、 4条巡る。一番内側のプランが最も新しい時期のものであ

る。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(8 ，.__ 18) "前期後葉の土器(1 ，..___ 7 .. 

19)、および石槍 (30.. 31) "石匙 (32，.__34)"削器 (35，.__38)"加工痕のある剥片 (39，.__42)" 

半円状偏平打製石器 (43" 44) ..敵石 (45)が出土した。

《改 築》 壁溝が 4条巡っていることから 3回の改築が想定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 622 竪穴住居跡(第68図、図版53)

《位 置~ M053グリッドに位置する O

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 619竪穴住居跡と重複している。新i日関係は本竪穴住居跡が古い。

《規模》

面形》

《埋土》

《壁》

《床面》

《炉》

《柱穴》

確認長で長径2.82mx短径2.43m、深さ23cmo

円形である。

に分属した。白然堆積と思われる。

も深いところで23cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平沼である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に13カ所検出したが、 は不明である。
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[S 1619] 
1 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・炭・焼土粒混入。硬質。粘↑ltなし。
2 黒褐色土(lOYR2/2 -2/3)シルト。地山位・地I1lt車・炭・焼土殺

多量浪人。硬質。粘性やや有り。
シルト。炭多く含む。しまり、粘性有り。
シルト。地山粒・地山塊(大)・炭・焼土校
少量混入。しまり、粘性有り。

5 黒色土(JOYR2/1)シル九地山機(小)・炭・焼土粒少量混入。
硬質。粘性有り。

狂 6 色土(lOYR 1.7/1 -2/1)シルトロ地山位多議、地J1Jbll(lj、)
少選、炭・焼土混入。しまり右り、
粘性あまりなし。

7 黒色土(10YR2/1)シル九地山校・炭・焼土粒少量混入。
しまり、粘性有り。

8 暗褐色土(lOYR3/3)シルト。地111校・炭・焼土校多量浪人。
硬質。粘~1なし。

9 黒褐色土(10YR2/3)シルト~粘土。地山粒・炭混入。硬質。
粘1止なし。

10 I別賞褐色土(10YR6/6)粘土。硬質。粘性なしG

11 策澄色土(10YR8/6)粘土。粘!lt非常に強い。
12 Iこぶい策燈色土(lOYR7/4)粘土。やや脆い池山塊より成る。

結割弱い。
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第65関 81 619竪穴住居跡

溝》な Lo

物》 遺物は

〈改 築》なし。

《構築時期》 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

しなかった。
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第 4章調査の記録

2(619-21) 
1 (619 -20) 

3(619-22) 
4(619-23) 

f会山ffh~波い崎持F4!;ん伊約9千 -D川川パ
5(619-24) 6(619 -25) 7(619-26) 

8(619-27) 9(619-28) 10(619-29) 

合 @-~ 高1む
Cコ11(619-30)

くご::> 15(619-34) 
〈ごコ 14(619-33) 

て二:::>12(619… 31) 
〈こご~ 13(619-32) 
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くこ::::::， 20(619-39) と之二三:::> 21(619-40) ζ乙二::::::".. 22(619-41) 

24(619-43) 
25(619-44) 

。
第67図 81619竪穴住居跡出土遺物(2 ) 
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

........_ SI619 4，/ 
_/"色

、、、...............- -""""""""*"，，，〆回

~一回
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告 G
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号。 -310133  
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υ
 

υ
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K 

同

昨l

[S1 622] 
1 暗褐e.土(lOYR3/3)池山粒・地山塊(極小-ct)多量、炭わずかに混入。しまりやや弱く、粘性あり。
2 黒褐色土(lOYR3/2)池山粒多く、池山坂(極小)わずかに混入。炭塊lより多く混入。しまりやや有り。
3 黒褐色土(lOYR2/3)池山境(極小)・同大の炭塊疎らに浪人。しまりやや有り。
4 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒・池山塊(極小~中)多量、炭少鼠混入。しまりやや干寄り。
5 ff昔褐色土(lOYR3/4)池山殺多議、池山境(小)少量混入。炭(極小)少議混入。しまりやや弱く、粘f11:やや有1)0
6 黒褐色土(10YR2/2)池山粒・炭・地山塊(極小)多く混入。しまりやや弱く、粘性やや有り。
7 黒褐色土(lOYR2/3)池山粒多く、炭化物粒少襲、焼ニt粒微選混入。しまり、粘性共やや有り。
8 黒褐色土(lOYR2/3)地山線(極小~中)多く、池山牧やや多く混入。炭微量混入。しまり、粘性共やや有り0
9 黒褐色土(10YR2/3)地山塊(極小)微量、池山粒・炭少量混入。しまり弱く、粘性やや有り。
10 黒色土(10YR2/1)地IlJ粒・地山境(極小)多く混入。炭化物少最混入。しまり、粘性共やや有り。

S I 622 

S I 627 

G五
，f
 ，J'. 

許可-6.0j

-:2io 
J;。nJf;98
，，5.6 P35，......._ foY! B 

fh5181 

くこ〉 1(627 -1) 

-~ ~ 
<::::ごこ二三二〉 2(627 -2) 

日ヨ一事-~勺
A 

P29 
38.1 くこ~ 3(627-3) 

[S I 627/ S I 640] 
l 黒褐色土(10YR3/2)地山小粒5%含む。軟らかい0

2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒(極小~大粒)15%台む。
ややしまる。

3 黒褐色土(lOYR2/2)地IlJ粒(極小~中粒)15%台む。
¥ 2より硬い。
¥. 4 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒(極小~小粒)5%含むO

B ¥ ょくしまるo

5 陪褐色土(10YR3/3) :lt!l111粒(/Jv...大粒)30%台Uo

ょくしまる0

6 陪褐色土(10YR3/3)地山粒(極小)5%合Uo

大変ょくしまる。(SI 627の貼り床)
7 黒褐色土(10YR2/2)地LL!粒(中粒)10%含む。

ょくしまる0

2m3 黒色土(10YR2/1)地111粒(小粒)3%含む。
大変ょくしまるO

(1日)S 1627→S 1640→(新)S 1615 

ムー 64.400m

第68図 8I622 " 8I 627竪穴住居跡とその出土造物
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第4章調査の記録

S 1 627 竪穴住居跡(第68図)

〈位 置P MM55"56、MN55..56グリッドに位還する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複p S 1 615竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が古い。

《規 模》 確認長で長径2.57mx短径1.33m、深さ 9Clllo 

〈平面形》 重複する部分が大きく、不明である 0

《埋 土》 8層に分層したが、 3，...__5膳は S1615竪穴住間跡の埋土である。

も深いところで 9Clllで、削平のため詳細は不明であるが、緩やかに外傾しながら立ち上が

《床 面》

炉

《柱 穴》

〈壁 溝》

る。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 7カ所検出したが、主柱穴は不明である O

壁に沿って 1条巡る。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。石匙(1 ) ..加工痕のある剥片(2 ，-....， 4 ) "有孔円盤状石製品 (5)

が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 628 竪穴住居跡(第69図@第70図、図版54，-....，図版57)

《位 置P MQ54グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S 1 619怒穴住居跡"S K F647フラスコ状土坑と している。新!日関係は本竪穴住居跡が

も新しい。

《規 模》 長径2.70mx短径2.60m、深さ55clll。

《平面形》 円形である。

《埋 土P 25患に分属した。自然堆積と思われる。

も深いところで55clllで、ほ る。《壁》

《床面》

《炉》

やや[l!J凸があるが、ほぼ平坦である。貼床している部分もみられる。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に 8カ所検出したが、 P1が主柱穴と思われる O

溝P 2条検出した。

物》 埋土中からの出土が多し1。縄文時代前期中葉の土器(1 ，-....， 13) e前期後葉の土器(15 18入

および右鍛 (21)e石匙 (22，-....，24)・掻器 (25，...__27)"石槍 (32)"加工痕のある郡片 (28，-....，30).. 

剥片 (31)"磨製石斧 (33)が出土した。

《改 築》 壁溝が 2条巡っていることから l回の改築が想定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。
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第 l節 縄文時代の違構とその出土遺物

[SI 628] 
i 黒褐色土(10YR2/2)シル卜。池山粒やや多〈、焼土粒・炭少量混入。

しまり、粘性有り Q

2 黒色土(10YR2/1)シルト。地山校・焼土粒・炭、各少量浪人。しまり、粘自有り0

3 黒褐色土(10YR2/2)シルト。池山粒・地山塊(小)・焼土粒・炭、各少量混入。
しまり、粘性有り。

4 黒褐色土(10YR3/2)シ!v卜。地山粒多量、地山塊(小)・焼土粒・炭、各少量浪人。
しまり、粘性有り。

5 黒褐色土(10YR2/2)シル卜。地山塊(小)多最、焼き土・炭少量混入。
しまり、粘性有り。

6 黒褐色土(10YR2/3)シlレト~粘土。地山塊(小)5より多〈、焼土fiL・炭少量混入。
しまり、粘性有り。

7 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山塊(小)少最混入。しまりやや弱く、粘性有り。
8 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山塊・焼土粒・炭、各少量混入。しまり、粘性省り0

9 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。地山粒・炭少量混入。 しまり、粘性有り。
10 黒褐色土(10YR3/2)シルト~粘土。地山粒多量混入。しまり、粘性有り。
11 黒褐色土(10YR2/H/3)シルト。池山粒やや多く、地山塊(小)・炭少量混入。

しまり、粘性有り。
12 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山粒少量混入。しまり弱〈、粘位有り。
13 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多量、地山塊・焼土粒・炭、各少量混入。

しまり、粘性有り。
14 黒褐色土(10YR2/2)シル卜。 121こ同じ。
15 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山粒多量、地山塊少量混入oしまり、粘性有り。
16 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや弱く、粘性有り。
17 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山粒・白色粘土少量混入。 しまり、粘性有り。
18 灰白色土(10YR8/2)粘土。しまり、粘性有り。
19 褐色(10YR4/4)シルト~粘土。地山粒多量、焼土粒・炭少量混入。しまり、粘性有り0

20 黒褐色土(10YR2/3)シルト。地山粒・焼土粒・炭、各少量混入。しまり、粘性有り0

21 明策褐色土(10YR6/8)粘土。しまり有り、粘性弱い。
22 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒・炭少量混入。しまり、粘性寄り0

23 黒色土(10YR2/1)シルト。池山塊(小)多量、焼土粒・炭少最混入。
24 蒸褐色土(10YR2/2)シルト。地山境(小)・炭多量混入。しまり、粘性有り。
25 黒色土(10YR2/1)シル卜。池山粒多量、焼土粒・炭・地山塊(少)、各少鼠混入。

しまり、粘性有り。 (ST396埋土)
K 撹乱

5(628-5) 

9(628-9) 
11(628-11) 

8(628-8) 10(628-10) 

第69図 81628竪穴住厨跡とその出土遺物(1 ) 
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第 4章調査の記録

一ー一一一-，-，;0.品一'七、 L 

i 
2(628-13) 

7(628-18) 
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1(628-12) 
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縄文時代の遺構とその出土遺物第 1節

竪穴住居跡(第71図、国版57)632 S 1 

る。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

M P 56..57、MQ56"57グリッド

認》

H立

《確

なし O複》

長径2.49mx短径1.83m、深さ4cm。模》《規

楕円形である。《平面形》

自然堆積か人為的堆積かは不明。に分層した。2 畑耕作による削平のため埋土は大変薄く、土》《埋

も深いところで 4cmで、詳細は不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。面》《床

~ 

[SI印刷
l黒位(IOYRI.1/1)地側、プロリ・静量混入。

Lまり強(、私性あまりない韓土少LiIlん
1 鞠位(IOYR2/2) 制l位・陸士・静観入。枇プロリ(勧J\~大)措混入。

品土プ日γp(小沙量混入。 しまり強(醐少ない。
1糊色土(IOYR2/2)仙11・控土・協量札結土プロ"'p(刷、凋混入。

私性仰い0

4 黒掲色土(lOYR3/l)2より駐土プロバ多量E入。地山ブロックli2より小さめで、
ぎっしり臥・援・駈・地山協観んしまり強い。

5 黒掲色土(IOYR3/2)地山!y:多量E入。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

~Q之

0 
0 

問。一
互主

問。引

炉

R 、--o::._

【S1632] 
1 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。地山粒・炭多量混入。池山塊混入o しまり強い。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地!山塊多量混入。焼二上微量浪人。しまり強い。
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81 632竪穴住居跡とその出土造物
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第4章調査の記録

。主 穴》 床面および周辺に多数検出したが、 は不明である。

溝》 なし。

〈遺 物》 埋土中から ( 1 )が出土した。

〈改 築》なしO

〈構築時期》 時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S 1 638 竪穴住居跡(第72図~第76図、図版58'"'"'図版61)

H立
《確

《規

認》

複》

模》

MC56'"'"'問、 MD56'"'-'58、ME 56"-'58グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S 1751竪穴住居跡、と している。新旧関係は本竪穴住居跡が新しい。

長径9.53mx短径8.69m、深さ43cm。

〈平面形》 楕円形である。

〈埋

《床 面〉

9 した。自然堆積と思われる。

も深いところで、43cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。 北西部で壁溝に並行する波板状のピット群が設けられ

ている。

《 炉 〉 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

〈柱 穴》 床面に多数検出したが、 P26 " P 40 " P 41 P 53 P 59 P 68が一番外側のプランの主柱穴

と思われる。

溝》 部分的に途切れながらも 5条検出した。一番外側のプランが最も新しい時期のものである。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (31"-'37) ..後葉の土器 (1"-'14 17'"'"' 

23 " 27'"'-'30)、および石鎌 (38)..石匙 (39" 40) "欠損した石槍 (41"42).箆状石器 (43).. 

側面に敵打痕のある両面加工石器 (44)"掻器 (45)..加工痕のある剥片付6" 47) ..欠損した

磨製石斧 (48)"半円状偏平打製石器 (49'"'-'55)"敵石 (56) 凹石 (57" 58)が出土した。

《改 築》 壁溝が 5条巡っていることから 4回の改築が想定される。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 658 竪穴住居跡(第77図、図版62)

《位 置~ MM59、MN57"58"59グリッドに位置する。

《確 認》

援》

《規 模》

《平面形》

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S K659土坑と している。新!日関係は本竪穴住居跡が新しい。

確認長で長径7.35mx短径2.70m、深さ25cm。

斜面へ崩落しているため、全容は不明である。

4儲にう子属した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで25cmで、外傾しながら立ち上がる。半分ほどは斜面に崩落している O

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に12カ所検出したが、主柱穴は不明である。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物
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第72図 81638竪穴住居跡
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1 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや悪く、粘性有り。
2 黒色土(10YR 1.7 /1 ~2/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや悪く、粘性有り。
3 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒・地出塊(小)少量混入。しまり、粘性共有り。
4 黒褐色土(10YR3/2)シルト。地山粒・地山塊多量、炭・焼土粒少量混入。しまり、粘性共有り。
5 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや弱く、粘性有り。
6 黒褐色土(10YR2/3)シルト。地山粒やや多く、炭・焼土粒少量混入。しまりやや悪く、粘性有り。7 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒・炭・焼土粒少量混入。しまり、粘性共有り。
8 黒褐色土(10YR2/3)シルト。地山粒・地山塊(小)多量、炭・焼土粒少量混入。しまり、粘性共有り 09 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒をほとんど含まない。しまり、粘性共有り。
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第 4章調査の記録

S 1 660 竪穴住居跡(第78図)

《位 置P MB66.67、MC66"67グ1)ッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径3.25mx短径2.65m、深さ12cm。

《平面形〉 部分的に崩落しているが、壁溝の平面形から楕円形であると思われる。

《哩 土P 5層に分層した。自然堆積と思われる。

《床

《柱

unH
刀
、
n
f

、r
、U
N
N
1
r

、r

面

穴

溝

物

最も深いところで、12cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

床面に11カ所検出したが、 は不明である。

に沿って l条巡る。

埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (1~10)、および石槍 (18) 石匙(19) " 

削器 (20，， 22 23) 掻器 (21)加工痕のある剥片 (24)が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期〉 出土した二|二器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 661 竪穴住居跡(第79図、図版62)

《位 霞P MC68..69グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S 1 667竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が新しい。

《規 模》 確認長で長径3.30mx短径3.24m、深さ42cm。

《平面形》 斜面への崩落、および重複のため、全容は不明である。円形である。

9層に分膳した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《床面》

《炉》

《柱穴》

溝》

物〉

《改築》

《構築時期》

も深いところで42cmで、外傾しながら立ち上がる。崩落および重複のため、一部滅失して

いる。

中央部が凹む鍋底状の形態である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

に沿うように 7カ所検出したが、主柱穴は不明である。

に沿って一部残存するが、ほとんどは滅失している。

埋土中から縄文時代前期後葉の土器(1入加工痕のある剥片(3 )が出土した。

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 663 竪穴住居跡(第80図@第81図)

《位 置P M F74..旬、 MG74"75"76、MH56"57"74グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。
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[S 1 658/ S K659] 
l 暗褐色土(10YR3/3) シルト。地山粒多量、地山塊(小)・炭・焼土粒少量混入。

硬質。粘性有り。

2 黒褐色土(10YR2/2) シル卜。地山塊(小)多量混入。 Lまりやや弱く、粘性有り。

3 黒褐色土(10YR2/3) シルト。地山塊(小)・焼土粒やや多量混入。炭小量混入。

しまり、粘性有り 0

4 暗褐色土(10YR3/3) シルト。地山粒多量槌入。しまり有り、粘性あまりなし。

5 黄樟色土(10YR8/8)粘土。

6 にぷい黄櫨色(10YR6/3)シルト

7 黄櫨色土(10YR8/8)粘土。
8 灰黄褐色土(10YR4/2)シル I 0 

9 黒色土(10Y R 1.7 /1) シルト。

10 黄控色土(10YR8/8)粘土。地山塊多量混入。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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[S K659] 

3(658-3) 

。 10cm 

第77図 81658竪穴住居跡とその出土遺物
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縄文時代の遺構とその出土造物第 l節

G事
SI667 

[S 1 661] 
1 黒褐色土(10YR3/1)粘性あり。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量混入。

国くしまっている。
3 黒褐色土(10YR3/2)地山粒少量混入。軟らかい0

4 掲色土(10YR4/4)軟らかい。
5 {こぶい黄褐色(10YR4/3)地山粒・塊多量混入。
6 褐色土(10Y設4/4)地山粒多量混入。
7 黒掲色土(10YR3/2)地11J粒・塊多量混入0

8黄樟色土(10YR7/8)地山ブロック。
9 褐色土(10YR4/6)軟質。
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8I 661竪穴住居跡とその出土遺物第79殴

長径7.90mx短径6.57m、深さ30cmo模》規

一部斜面に崩落しているが、楕円形である。《平面形》

自然堆積と思われる。に分層した。9 土》《埋

た形態の床面である。

ち上がる。

ほぼ平坦である。中央を長方形に掘り

121 -

も深いところで30cmで、外傾しながら

やや凹凸があるが、面》《床
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[SI 663] 
1 撹乱土。シラス(灰黄褐色土(10YR6/2))混入。軟らかい。
2 撹乱土。シラスブロック(灰黄褐色土(10YR6/2))混入。軟らかい。
3 撹乱二!こ。黒褐色土(10YR3/2)軟らかし可。
4 Iこぶい黄褐色(10YR5/4)炭化物少量混入。軟らかし ¥0

5 Iこぶい黄褐色(10YR4/3)炭化物少量混入。ややしまりあり。
6 黒褐色(10YR2/2)地山粒・炭化物少量混入。ややしまりあり。
7 黒褐色(10YR3/1)地山粒・少量混入。軟らかい。
8 暗褐色(10YR3/3)地111粒少量混入。軟らかい。
9 褐色(10YR4/4)軟らかい。
B 地山ブロック(黄褐色土(10YR5/6) 

第80図 81663竪穴住居跡
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第4章調査の記録

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴〉 床面に多数検出したが、 P1，.....， P7が主柱穴と思、われる。

《壁 溝〉 部分的ではあるが 2条検出した。

物〉 埋土iゃからの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器 (1" 2) "中期中葉の土器(10---13)、

および石鍛(16り7)"石槍(18.. 19) "掻器 (21)..加工痕のある剥片 (20)"半円状偏平打製

(22 .. 23) "石血 (24)"擦り石 (25.. 26)が出土した。

〈改築》

《構築時期》

は2条あるが、南東部の直線状に伸びる溝は改築ではなく、別の施設に伴なう可能性が

想定される。したがって改築の可能性は低い。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

竪穴住居跡(第82図)

MC69グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S 1661竪穴住居跡"S K F668フラスコ状土坑と

も古い。

確認長で長径2.38mx短径2.06m、深さ35cm。

一部が斜面に崩落しており、不明である 0

4闘に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで、35cmで、外傾しながら立ち上がる。斜面に崩落している。

やや凹凸があるが、ほぼ平田である。

している。新旧関係は本竪穴住居跡が

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 1カ所検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

埋土中から縄文時代前期の土器が出土した。

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S I 669 竪穴住居跡(第83図)

《位

《確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《埋土》

《壁》

《床 面》

《炉》

《柱穴》

MC67、MD67グリッド る。

黒褐色土の落ち込みとして縫認した。

なし。

確認長で長径2.54mx短径2.17m、深さ 8CITIo 

撹乱を受けており、詳細は不明である 0

8屈に分層した。自然、堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで 8CITIで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

ややIll]凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に多数検出したが、撹乱が大きく、主柱穴は不明である。

A
斗ム

円
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縄文時代の遺構とその出土遺物第 1節

[SI 667] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒少最混入。
2 明黄褐色二iニ(10YR6/6)ややしまっている。
3 黒褐色土(10YR3/1)ピットやや軟らかい0

4 黒褐色土(10YR2/2)聞くしまっている。

X 
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81 667竪穴住居跡とその出土遺物第82図

部分的に 1条検出した。溝》

( 1 ，-___， 6 )、石鍛(7 ) "箆状石器(9 ) ..剥片埋土中からの出土が多い。縄文前期の物》《遺

( 8 )が出土しfこO

不明である。

出土した土器から縄文時代前期と忠われる。
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築》

《構築時期》

《改
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[S 1 6ω} 
i 黒掲色土(lOYR3/1)池山投若干混入。良(しまっている0

2潟色土(lOYR2/2)地山位多量混入。
3 iiJ色土(I0YR4/4)地IlJlli:若干混入。良〈しまっている0

4 黒iiJ色土(I0YR3/1)地山投若干混入。良(しまっている0

5黒掲色土(lOYR3/2)j仙境多量混入。
6 I~黄掲色土(I0YR6/6) 治山境s
7 M(掲色土(10YR2/2)地山続・地出境多最混入。
8 ~.\掲白土(1 0YR2/3) 1連(Lまっている。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

《位

S 1 670 竪穴住居跡(第84図、図版63)

る。MD67グリッド

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。 S1680竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模》 長径2.07mx短径2.02m、深さ13cm。

惰円形である 0

8庖に分層した。人為的堆積と思われる。

も深いところで;13cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に17カ所検出したが、中央の P1が主柱穴と忠、われる。

なし O

物〉 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (3ト前期後葉の土器 (1 ，， 2"6)、

半円状偏平打製石器 (8)が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と盟、われる。

〈平面形》

《埋 ゴニ》

《床 面〉

炉

《柱 穴》

溝》

S 1 673 竪穴住居跡(第85図)

《位 置~ MD66" 67グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径2.35mx短径2.12m、深さ 8cmo 

面形》 斜面に対し一部崩落しており、不明である。

《埋 土》 埋土はほとんど検出できなかった。

《 壁 〉 最も深いところで 8cmで、外傾しながら立ち上がる。東側は斜面に崩落している。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央東側の部分に土坑状の施設を検出した。

穴

溝

炉

ト
十
L

i
止
5

明確な焼土や灰の堆積はないが、前記の掘り込みは炉の可能性がある。

床面に13カ所検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

《造 物》 遺物は出土しなかった。

《改 築》なし O

《構築時期》 時期を特定できる遺物は出土しなかった。

《位

S 1 674 竪穴住居跡(第85図、区j版63)

る。MD68"69、ME68..69グリッド

《確 認、》 黒褐色土の溶ち込みとして確認した。

複~ S 1 744竪穴住居跡"S K F 732 " 733フラスコ状土坑と重複している O 新旧関係は不明である。

《規 模》 長径3.45mx短径2.85m、深さ30cm。

127 -



第 4章調査の記録
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[s I 670] 

1 黒褐色土(10YR3/1)地山粘質土粒若干混入。
にぶい黄褐色土(10YR4/3) 

黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山ブロック混入。
4 黒褐色土(10YR3/2)軟質。地山粒少量混入。
5 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山フ、ロ yク混入O

6 明黄褐色土(10YR6/6)地山ブロック。
7 黒褐色土(10YR2/3)やや粘質。

8 暗褐色土(10YR3/3)軟質。 (S1744・S1675の4番と同じ)

2m 

2(670-2) 

3(670-3) 

日ハ
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7(670-7) 
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第84図 81670竪穴住居跡とその出土遺物
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縄文時代の遺構とその出土遺物

凶 l

第 l節
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2 黒色土(lOYRl.7/1)と黄褐色地山(10YR5/6)の細かい互属。
非常に硬くしまっている。 (S1661の貼床)

3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地山場多量混入。 度化物若干混入。
4 掲色土(10YR4/6)地111粒・地山塊多量混入。
5 掲色土シラス(10YR4/4)シラス塊多量混入。
6 1こぷい黄撞色土(10YR7/4)非常に軟らかい。シラス。
? にぷい黄控色土(10YR7/4)やや硬くしまっている。シラス0
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第 4章調査の記録

《平面形》 楕円形である。

表土除去の際に掘りすぎたため、埋土の確認は不可能であった。

最も深いところで30crnで、外傾しながら立ち kがる。

やや剖凸があるが、ほぼ平坦である。貼床部分もみられる。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

なし。ー

なし。

遺物は出土しなかった。

《改 築》なしO

《構築時期》 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴〉

《壁 溝〉

《遺 物〉

S 1 677 竪穴住居跡(第86図)

《位 置~ M E66..67グリッドに位霞する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S 1 680 .. 740竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模》 確認長で長径2.80mx短径2.80m、深さ12crn。

重複のため、不明である。

削平および重複のため、埋土はほとんど確認できなかった。

最も深いところで12crnで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

全容は不明であるが、やや出凸があるが、ほぼ平坦である。

不明である。

床面に 7カ所検出したが、主柱穴は不明で、ある。

なしO

遺物は出土しなかった。

なし。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

《平面形》

〈埋 土》

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝》

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

S 1 679 竪穴住居跡(第85図)

《位 霞~ MC68グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 661竪穴住居跡と重複する。新!日関係は本竪穴住居跡が古い。

《規 模》 長径2.15mx短径2.05m、深さ115crn。

Is各円形である。

に分層した。自然堆積と思われる。

も深いところで115crnで、内傾しながら立ち上がる。重複のため、上部は削平されている。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなか，った。

床面に 6カ所検出したが、 P1"""'P5が主柱穴と思われる。

《平面形》

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

ハU
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物
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A 63.700m 
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E F SI680出土造物

1(680-1) 

G 狂

2(680… 2) 

三63.700m D 

3(680-3) [ S 1 680/ S 1 744] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地出粘質土若干混入O

2 黒褐色土(10YR3/2)軟質。地山粒少量混入。
3 暗褐色土(10YR3/3)地山粒・地山ブロック混入。
4 暗褐色土(10YR3/3)軟質。 (S1670の8番と同じ)

什1 警-~

第86図 81677 .. 81 680 " 81 744竪穴住居跡とその出土造物
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第4章調査の記録

《接 溝〉なし。

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (1" 2)が出土した。

《改 築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 680 竪穴住居跡(第86図〉

《位 置} MD67"68、ME67"68"69、MF67"68グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複} S 1 674 " 677竪穴住居跡"S K740土坑と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模〉 確認長で長径7.20mx短径4.00m、深さ 8CIDo 

面形》

《埋 土》

《壁》

《床 面》

《炉》

《柱 穴》

《壁 溝》

《遺 物》

《改 築》

〈構築時期》

しているため不明。

削平のため、埋土は確認できなかった。

最も深いところで 8CIDで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

全容は不明であるが、やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

不明である。

床面に12カ所検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

埋土中から縄文時代前期の土器(1 ，.....， 4 )が出土した。

なしO

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 690 竪穴住居跡(第87図@第88図)

〈位 置} MH75"旬、 M175..76グリッドに位霞する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》

面形》

《埋

《壁》

《床面》

《炉》

《柱 穴》

長径6.40mx短径4.45m、深さ25cIDo

斜面に一部崩落しているため、不明である 0

8層に分倍した。自然堆積と思われる。

も深いところで25cIDで、ほぼ直立する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。東辺に入口様の施設が検出した。

中央南側で石囲炉を検出した。部分的に!擦が抜き取られている。

床面に多数検出したが、 P1"""'Pllは入口様の施設に関連するピット、 P12~ P 14は石間炉

の炉石の抜き取り痕と考えられる。

溝》 なしO

物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(1 ，.....， 3) "前期後葉の土器 (4" 5入

および右槍(14)..石錘(15ぺ6)..削器(17)"加工痕のある剥片(18'"'-'26)"剥片 (27)..欠

損した棒状石製品 (28)が出土している。

《改 築》なしO
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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一-V下一二三一一十一二三三三ミ~
F 

。
[SI690] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒少量混入。
2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒@地山塊多量混入。硬くしまっている。
3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・炭化物粒少量混入。
4 黒褐色土(10YR3/2)暗褐色(10YR3/4)地山粒@焼土粒多量混入。
5 暗褐色土(10YR3/3)地山粒少量混入。
6 黄褐色土(10YR5/6)地山粒@地山塊多量混入。
7 黒褐色士(]OYR3/l)軟らかく、しまりなしO

8 黄褐色土(10YR5/6)地山塊。
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第4章調査の記録
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 719 竪穴住居跡(第89図)

《位 置~ MT64.旬、 NA64"65グリッドに位置する。

《確 認、〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S 1 720竪穴住居跡と重複してし1る。新旧関係は本竪穴住居跡が古い。

《規 模》 長径3.99mx短径3.25m、深さ50cm。

《平面形》 楕円形である。

《埋 土~ 8 J習に分)脅した。自然堆積と忠、われる O

《 壁 〉 最も深いところで50cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。重複のため、一部削平されて

いる。

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 〉 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《 柱穴〉なし。

《壁 溝》 壁より内側に 1条巡る O 壁溝の伴なわない外側のプランが新しい時期のものである O

《遺 物〉 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器(1 )、半円状偏平打製石器(9 )が出

《改築〉

《構築時期〉

した。

内側に 1条巡っていることから 1自の改築が想定される。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

S 1 728 竪穴住居跡(第89図)

《位 置~ M 1旬、 MJ75グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《 重複》なし。

《規模〉

《平面形〉

《埋

《壁 〉

《床 言語〉

《炉〉

《柱穴》

溝〉

物》

《改築》

《構築時期》

確認長で長径4.20mx短径2.10m、深さ65cm。

斜面に崩器しているため、不明である 0

8層に分属した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

最も深いところで65cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

北側の斜面に向かい、緩やかに傾斜している。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に多数検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

埋土中から縄文時代前期中葉の土器(1 )が出土した。

なし O

出土した土器から縄文時代前期中葉と忠われる O

S 1 729 竪穴住居跡(第90図)

《位 置~ MJ74.75グリッドに位濯する。
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[S 1719] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒微量混入。しまり弱い。
2 黒褐色土(10YR2/3) 地山粒10%混入。しまり弱~\o
3 黄褐色土(10YR5/6)シノレト。地U-'塊。しまり強い0

3 4 黒褐色土(10YR2/3)地山粒@地山塊20%、炭微量混入。 しまり普通。
5 黒色土(10YR2/1)と地山土が5，.....，10crnの厚さで互層をなしている一
6 黒褐色土(10YR2/2) しまり普通
7 褐色土(10YR4/6)シルト。しまり強い。
8 黄褐色土(10YR5/8)シルト。しまり強い。

第89図 81719 81 728竪穴住居跡とその出土造物
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《確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《埋 土〉

~1末 面〉

炉

〈柱 穴》

溝》

物》

《改 築》

〈構築時期〉

第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

黒褐色土の落ち込みとして寵認した。

なし。

確認長で長径2.70mx短径1.65m、深さ30cm。

斜面に一部崩落しているため、不明である。

斜面に崩落していたため、埋土はほとんど確認できなかった。

も深いところで、30cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

床面に18カ所検出したが、 は不明である。

に沿って、部分的だが 1条巡る。

埋土中から縄文時代前期中葉の土器(1 ) "前期後葉の土器(2 )が出土した。

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 730 竪穴住居跡(第90図〉

〈位 置~ M J72、MK72グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 731竪穴住居跡と重複している。新!日関係は不明である。

《規 模》 長径4.10mx短径3.50m、深さ40cm。

〈平面形》 楕円形である。

《埋 土~ 10}麗に分属した。自然堆積と思われる。

《 壁 》 最も深いところで40cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がる。

〈床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱穴》なしO

溝》 なし。

物》 埋土中から縄文時代前期の土器 (5'"'-' 7)が出土した。

《改 築》なしO

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 731 竪穴住居跡(第91[翠)

《位 置~ M J 71 " 72、MK71.. 72、ML71グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の務ち込みとして確認した。

複~ S 1 730竪穴住居跡、と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模》 確認長で長径5.50mx短径5.20m、深さ25cm。

面方分 木根により著しい撹乱を受けており、不整形である。

した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで、25cmで、緩やかに外傾しながら立ち上がるが、 ため、削平されている。
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1 (729-1) 

3(729… 3) 

。 10cm 
4(729 -4) 

口|

υi 

[S 1 730] 

1 黒色土(10YR2/1)細磯混入。しまりやや弱く、粘性強い。

B 2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒混入o 3よりはしまり弱く、粘性強い。

3 黒褐色土(10YR2/3)地山粒混入。しまり・粘性共強い。

4 暗褐色土(lOYR3/3)地山粒多量混入。

5 褐色土(10YR4/6)地山粒多量混入。しまり弱し、0

6.黒褐色土(10YR3/2)地山粒混入。しまり強い。

7 1こぶい黄褐色土(10YR5/4)しまりやや強く、粘性なしo

F 8 黄褐色土(10YR5/6)地山粒多量混入。しまりやや強い。

9 褐色土(10YR4/4)炭化物徴量混入。しまりやや弱い。

10 にぷい黄褐色土(10YR5/4)炭化物徴量混入。しまりやや強い。

行1

7(730-3) 

5(730-1) 6(730-2) 。 10cm 

第90関 81729 .. 81 730竪穴住居跡とその出土造物
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

中型
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行1

[SI 731] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒混入。しまりやや強く、粘性強L、0
2 暗褐色土(10YR3/3)地山粒多量混入。
3 にぷい黄褐色土(lOYR5/4) しまりやや強く、粘性有り 0

4 明黄褐色土(10YR6/8)細砂・炭化物混入。
5 にぶい黄褐色土(10YR6/4)炭化物混入。しまり弱く、粘性なし。
6 黒褐色土(10YR3/1)地山粒混入。しまり墜しパサパサ。
7 6に同じ
8 黒褐色ニi二(10YR2/2)炭化物微最混入。粘性やや有り。
9 掲色土(10YR4/4)地山粒多量混入。しまり弱く、粘性やや有り。
10 褐色土(10YR4/4)地山粒多量混入。しまり非常にゆるい。
11 暗褐色ごと(10YR3/4)地山ブロック多量混入。しまり強く、粘性なし。
12 暗褐色土(10YR3/3)地山ブロック・炭化物微量混入O しまりやや強L、0
13 暗掲飽土(10YR3/1)地IJJ粒混入。しまり非常にゆるい。

1轡芸舎一川
喝;川

2(731-2) 

3(731-3) 4(731-4) 

1(731 1) 
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第91図 81731竪穴住居跡とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《床 面》 凹凸している。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴〉 床面に 7カ所検出したが、

溝〉 なしO

《遥 物〉 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (3 4ト前期後葉の土器(1 2 ) 

は不明である。

が出土した。

《改 築》なし O

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 744 竪穴住居跡(第86図〉

《位 農~ M E67..68、MF67"68グリッドに位寵する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 677 680竪穴住居跡と重複している。新!日関係は不明である。

《規 模》 確認長で長径5.90mx短径4.80m、深さ30CIll。

《平面形〉

《埋

〈壁》

《床面》

《炉〉

《柱穴》

溝》

《遺物〉

《改築》

〈構築時期》

しているため、不明である。

埋土は残りが悪く、 4層に分臆した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで30CIllで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平壌である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に18カ所検出したが、 P1-----P4が主柱穴と窓、われる。

なし。

遺物は出土しなかった。

なし。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S 1 811 竪穴住居跡(第92図)

〈位 置~ M J60、MK60グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模》 確認長で長径5.16mx短径2.50m、深さ22cIllo

万三》 斜面に大半が崩落しているため、不明である。

《埋 土》 崩落のため、埋土はほとんど残存していなかった。

《 壁 》 最も深いところで、22cIllで、ほぼ痘立する。

《床 面》 全容は不明であるが、やや田凸があるが、ほぼ平坦である。中央東側に土坑様のピットを検

出している。

《 炉 》 焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

《柱 穴》 床面に 4カ所検出したが、主柱穴は不明である O

溝》 壁に沿って 1条検出した。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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1 暗褐色土(10YR3/2)池山粒多量混入。しまりやや強く、

粘性強い。

※地山面まで削王手されており、東側半分は、比較的良い

状態で残っていたが、西側半分はわずかに周溝の跡が点

在するのみの状態であった。
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第 4章調査の記録

《遺 物》 埋土中から縄文時代前期の土器(1 ，--.._，りを出土した。

《改築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と忠われる。

S 1 946 竪穴住居跡(第92図、図版64)

~{立 NH52"NI51"52グリッド る。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規 模〉 長径2.30mx短径1.98m、深さ16cm。

《平面形〉

《埋

《床 面〉

炉

《柱 穴》

《壁

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

楕円形である。

削平により、埋土は 1層のみ確認できた。

も深いところで16cmで、外傾しながら立ち上がる。 はほとんど残存していない。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に10カ所検出したが、 P1，__， P4 と思われる。

壁に沿って 1条巡る。

埋土中から縄文前期の土器 (5" 6)、削器(7)が出土した。

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 958 竪穴住居跡(第93民@第94図、図版64..図版65)

《位

《確認》

複》

《規模》

面形》

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝》

《遺 物》

MT48" 49、NA48" 49グリッド るG

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S K S 1005土墳慕と している。新!日関係は不明である。

長径4.65mx短径3:56m、深さ28cmo

不整形である。南東辺に接して入口様の施設が設けられている。

13層に分属した。自然堆積と思われる。

も深いところで、28cmで、外傾しながら立ち上がる。

風倒木根により、著しく凹凸している。 rl占床部分もみられる。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に多数検出したが、主柱穴は不明である。入口様の張り出し部分に P1 o P 2があり、

この施設に伴なうものと考えられる。

壁の内側に部分的に走る溝が検出したが、貼!未を施されており、本竪穴住居跡に関連するか

どうかは不明である。

埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器(11，-..;14..17"28)0前期後葉の

( 1 ，__， 10)、および削器 (31，-..;36)"箆状石器 (37)..加工痕のある剥片 (30)"半円状偏平打製

(38)が出土した。

《改 築》 検出した溝が改築に関連する可能性は低いと思われる。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S I 959 竪穴住居跡(第95図、図版65)

《位 置~ MT50、NA49 " 50グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模》 長径4.65mx短径3.50m、深さ36cm。

《平面形》 楕円形であるが、東辺に接して一段低く掘られている部分がある O

した。自然堆積と思われる O

〈 援 》 最も深いところで36cmで、外傾しながら立ち上がる。

〈床 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。しかし壁溝よりも幾分深く掘り下げられている。

《 炉 〉 明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

〈柱 穴》 床面に多数検出したが、 P2 P13が主柱穴と思われる。また控溝中にも多数のピットが並

び、壁板様の施設に関連すると考えられる。

溝》 部分的に途切れるが、壁に沿って I条検出した。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期中葉の土器 (1" 2) "前期後葉の土器 (3" 4入

および掻器(13)"加工痕のある剥片(11.. 12 " 14)が出土した。

《改築》なし。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S I 961 竪穴住居跡(第96図、図版66)

〈位 霞} M S45 ，， 46グリッドに位援する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径3.75mx短径2.70m、深さ26cmo

〈平面形》 風倒木根による撹乱を受けているが、壁溝の平面形から円形であると思われる。

《埋 土~ 6層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

《壁〉

《床面》

〈炉》

も深いところで、26cmで、外傾しながら立ち上がる。撹乱のため、一部削平されている。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

明確な焼土や灰の堆積はないが、鍋底状の掘り込みがあり炉と推定した。

《柱 穴》 床面に 3力所検出したが、 は不明である。周縁に並ぶ柱穴跡は、垂木尻を据えた穴と

考えられる。

に沿って 1条巡るが、北辺部で幅広になっている。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器(1入石匙(5 ) ..加工痕のある剥片

( 6 )が出土した。

《改築》なしO

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。
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[SI 959] 
B 1 黒褐色土(10YR3/1) 

2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・炭化物(少量)混入。
3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入。硬くしまっているn

4 黒褐色土(10YR2/2)地山粒 e 地山塊多量混入。

硬くしまっている。
5 黒色土(10YR1.7/1)硬くしまっている。
6 黒褐色土(10YR2/3)地山粒少量混入。
7 黒褐色土(10YR3/2)地山粒微量混入。軟らかい。
8 明黄褐色土(10YR6/8)地山塊。

9 黒褐色土(10YR3/2)地山粒微量混入。しまっている。
10 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山塊少量混入。
11 黒褐色土(10YR3/1)よくしまっている O

。 2m 

日~ -~口 針

M
R
U観

〈こ二:::> 12(959-12) 
ζニコ 11(959-11) ζご> 13(959 -13) 

ζこご込 14(959-14) 。 10cm 

第95図 8I959竪穴住居跡とその出土造物
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土議物

S 1 962 竪穴住賠跡(第96図、図版67)

《位 置~ MT44 '" 45グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規 模〉 長径1.88mx短径1.65m、深さ11cm。

略円形である。

3層に分!脅した。自然堆積と思われる。

最も深いところで11cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に 6カ所検出したが、主柱穴は不明である。

部分的に途切れるが、 1条巡る。

遺物は出土しなかった。

〈改 築》なし。

《構築時期》 持期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

《平面形》

《埋 土〉

《床 面》

炉

〈柱 穴》

溝》

〈違 物〉

S 1 967 竪穴住居跡(第97図、図版68)

《位 置~ MT48" 49、NA48"49グリッドに位置する。

《確 認、》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S 1 1002竪穴住居跡と重複している。新!日関係は本竪穴住居跡が古い。

《規 模〉 長径2.70mx短径2.45m、深さ33cm。

略円形である。

7層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明。

も深いところで33cmで、外傾しながら立ち上がる O

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に検出したが、主柱穴は不明である。

に沿って 1条検出した。

埋土中から掻器(1 )が出土した。

なし。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

《平間形》

《埋

《床 面》

炉

《柱 穴》

溝〉

《遺 物》

《改 築》

《構築時期》

S 1 970 竪穴住居跡(第98図、図版67)

《位 置~ N A43 ，， 44、NB43 .. 44グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の務ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長径3.00mx短径2.64m、深さ44cm。

《平面形》 椅円形である。

門

i
A
性1

i
 



第 4j言調査の記録

C 
。叫む

¥
)
/
/
 

¥

/

。

/

-

f

/

'

 

¥
 

¥
 

/
 /

 /
 

倒木痕

<r;1 

C 

1 (961-1) 

除
け
リ

-~ 
ι二二コ 6(961-6) 

につ 5(961-5)

A 

C 

accト
.
忍
〈

D 

[S 1 961] 

l 黒色土(5YR1.7/1)地山並識量混入。しまり強(、括性やや弱い。

1 黒掲色土(2，5YR3/1)地山性・地山(IJI)壊多量混入oしまり、結性共やや強いo

""'3 黒掲色土(lOYR3/2)地山並・地山(小)境の混入少ない。しまり強い。

4 黒m色土(lOYR3/1)3より地山並・地山(1]¥)壊の混入少ない。しまり強い0

6 黄控色土(lOYR7/8)しまり、結性共lこない地山層。

日掲色土(lOYR4/4)地山を基本とした層lこ黒掲色土が混じり合う。しまり、結性共になし。
業5 ・ 61~共 lこ風間木自によるもの

什1

3(961-3) 

S1961 

S1962 

。 10cm 

D 

[SI962] 
1 黒褐色土(10YR3/1)粘性強い。
2 黒褐色土(10YR2/2)明黄色地山粒混入。
3 黒褐色土(10YR3/2)暗赤褐色地山粒・地山塊混入。

A 64.700m 
B 

つ
U 

行1

第96函 8196い 81962竪穴住居跡とその出土遺物
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《埋 土〉

《床 面》

炉

《柱 穴》

{援 溝〉

《遺 物》

〈改 築〉

《構築時期》

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

3層に分属した。自然堆積と盟、われる。

も深いところで44cmで、外傾しながら立ち上がる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

焼土や灰の堆積、掘り込みは確認できなかった。

床面に lカ所検出したが、主柱穴は不明である。

なし。

埋土中から縄文前期の土器 (1" 2)、半円状偏平打製石器(3 )が出土した。

なし。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

S 1 1002 竪穴住居跡(第97図、図版67"図版68)

〈位 霞} N A37.. 38、NB37 .. 38グリッドに位置する。

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複} S 1 967竪穴住居跡、と重複している。新旧関係は本竪穴住居跡が新しし'0

《規 模》長径6.22mx短径5.40m。

〈平面形〉 楕円形である。

《埋 土》 畑耕作に伴なう削平により、壁溝のみしか検出できなかった。中央に重複する S1 967竪穴

住居跡、に貼床を施している O

《 壁 〉 削平されている。

《床 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。貼床部分もみられる。

《 炉 〉 中央の鮎床部分に埋設土器(2 )を検出した。

《柱 穴》 床面に多数検出したが、主柱穴は不明であるの

《壁 溝》 部分的に 3条巡る。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。縄文時代前期後葉の土器(2 )、加工痕のある剥片(4 )が出土

しfこO

《改築〉

《構築時期》

壁溝が 3条巡っていることから 2回の改築が想定される。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。
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。

B 地山プロック

パ
ム64.600m

~一一一「ー

34  

G 

2m 。
[S I 967・SI 1002] 
1 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。しまり、粘性共にやや強い。
2 明黄褐色土(10YR6/8) 貼床。厚さ 4~5cm 。
3 黒褐色土(10YR3/1)地山粒(砂粒大)多量混入。しまり弱く、粘性やや強い。
4 黒忽土(2.5Y2/1)地山粒(小石大)少量混入。しまりやや強く、粘性強い。
5 黒褐色(10YR2/2)地山粒(砂粒大)多量混入。
6 黒褐色土(10YR2/2) 地山粒(小石大2~3cm) 多量混入。
7 黒褐色土(10YR2/2)池山粒(砂粒大~小石大)の地山粒を少量混入。

とち

3(1002-2) 

品4

の1(967-1) 

S1967 

関
ζ二二二〉

4(1002-3) ど二二コ
2(1002-1) 10cm 。

SI 1002 

81 967 .. 81 1002竪穴住居跡とその出土遺物
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ム 64.900m
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

[SI 970] 
1 赤黒色土(2.5YR 1. 7/1)地出粒微量混入。しまり、粘性共に強~\o
2 黒褐色士(10YR2/2)地山粒少量混入。しまり強く、粘性弱い。
3 暗褐色土(10YR3/3) 地山粒(小豆大~小石大)多量混入。しまり強く、粘性やや強~\o

1 (970-1) 

一円ハ川
U

量三三三三三ラ2(970-2) 
3(970-3) 

。 10cm 

第98関 81 970竪穴住居跡、とその出土造物
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第4章調査の記録

土壌

土壌慕は、台地北西側の縁辺から最小 4m、最大15m稿てて、北西一南東方向 6，..._，15mの範囲で北東一南

西方向72mにわたって35基が、 ST396"504谷の両側に 9基(西側に 7基、東側に 2基)が、台地東側の谷

の東側斜面に l基の45基検出した。台地北西側の縁辺に平行するように分布する35慕の土壌墓は、長軸万向

を北東一南西方向にもつものが多いが、北西-南東方向にもつものもある。 北東一南西方向にもつ土壌墓に

は、副葬されたと思われる遺物が多く出土した。

S T396"504谷の西側の 7基は、 3基と 4基のグループに細分できるが、北-南方向に長軸をもっという

共通性がある。東側の 2基は長軸方向が異なっている。

土壌慕の造られた時期は、台地東側の谷の東側斜面の l基(後期)を除き、縄文時代前期と思われる。

S K S 13 

《位

《確 認》

《重 複〉

《規 模》

〈平面形〉

(第99図)

N D62"63グリッドに位置する。

黒褐色~暗褐色土の楕円形プランとして確認した。

南西側で柱穴様ピットと重複するが、本土墳が新しい。

長軸1.62mx短軸1.22m、深さ72cm。

婿円形である。

《断面形》

《埋

底面から内傾して立ち上がり、さらに一回り大きく内傾して立ち上がっていた0

13躍に分層した。少量の炭化物が混入する土層が厚く堆積していた。

《底 面》

《遺 物》

やや凹凸があり、壁際に上幅8，..._， 15cm、下i幅5，..._，10cm、深さ 4......，10cmで一巡する溝がある。

土器片4点(1 ，.._， 4 )と、剥離痕のある石器剥片 6点(5 ，..._， 10)、箆状石器 1点(11入機2

点(12..13)が埋土中から出土した。

《埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 19 土墳墓(第100図、図版69)

《位 霞P NE64、NF64グリッドに位置する。

《確 認〉 褐色土の不整な楕円形フoランとして確認した。

〈重 複》 現代の SK20土坑(肥え溜め)と重複していた。

《規 模》 長軸2.18mx短軸1.76m、深さ28cmo

《平面形》 隅丸長方形である。

《断面形》 により南東側がオーバーハングしているが、壁は緩やかに外傾して立ち上がっていた。

《埋 土y S K20土坑が西側上部を削平し、かっプラン確認が遅れたため、 は1層のみであった。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から土器片4点と機片 1点が出土した。

《埋葬時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 71 土墳墓(第100図、図版69)

《位 霞P ND62グリッドに位置する O

152 -



モを
A B 

土 64.400m s 
B 

。 2m 

第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

地山(中粒)qユ量混入。しまり、弾性百り。
地山(中粒)中最・炭(中粒〕少量混入。
地山(大粒)ごく少量混入。しまり有り。

3 踏褐色土(10YR3/4)地山(中粒)やや多量浪人。しまり強L、0
4 黒褐色土(10YR2/3)地山塊(小)中;露、炭(小粒)少量浪人。

しまり強く、弾性有り。
5 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入O しまり有り 0

6 黒褐色土(7.5YR3/2)地山(大半:f[)・炭(中粒)少量混入。しまり有り。
7 階褐色土(lOYH3/4)地山(中粒)中議、地山(大粒)ζ く少量、炭(小粒)

少量混入。しまり、弾性有り。
8 黒褐色土(10YR3/2)1tMI沈(/J¥)中量、炭(中粒〕少量混入O しまり、

弾性有り。
9 精褐色土(10YH3/4)地山(小粒)ごく少盤混入。ややしまり有り。
10 黒褐色土(10YH2/3)地山(中粒)少量混入。ややしまり有り。
11 暗褐色ニヒ(10YR3/3)地山(小粒)ごく少量混入。しまり、弾性有り。
12 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)ややしまり有り。
13 オリーブ渇色土(2.5Y4/4)ややしまり有り。

η
ハU

勝-0
1(13-1) 2(13-2) 

3(13-3) 
4(13-4) 

-~-q ~ 砂 b匂 島?の
仁三 5(13-5) Cごっ 6(13-6) ζ二二} 7(13-7) 

-~-Ð イ マ-~ ~ ，-~強
じフ 8(13-8)

C 二;::，. 9(13-9) 。10(13-10)

くここ二三 11(13-11) 

。 10cm て二~ 12(13-12) 

第99図 SKS13 

153 

ζコ叶ω

とその出土遺物



第 4章調査の記録

《確 認〉

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底 面》

《遺 物》

暗褐色土の楕円形プランとして確認した。

S K72土坑と重捜している。新i日関係は本土墳が新しい。

長軸0.9mx短軸0.7m、深さ58cill。

楕円形である。

土庄のためオーバーハングしており、袋状を呈する。

4 J菖に分)麗された。いづれの土層にも炭化物が混入する O

やや凹凸がある。壁際がわずかに溝状に窪んでいたが、明確ではなかった。

埋土中から土器片が 2点出土した。

《埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 174 

《位 霞》

《確 認》

〈重 複〉

《規 模》

〈平面形》

《断面形》

〈埋

《底 面》

土壌墓(第101図〉

N A66"67グリッドに位置する。

暗褐色土の楕円形プランとして確認した。

北西側で柱穴様ピットと重複していた。柱穴様ピットが新しし )0

長軸1.66mX短軸1.30m、深さ34cillo

楕円形である。

土庄のためオーバーハングしており、袋状を呈する O

8層に分層した。炭化物が混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。東側で途切れるが、壁際に上幅10，.....，15cill、下幅 4，..._， 5

CI口、深さ 4，.....， 6 Cillでほぼ一巡する溝がある。

《遺 物》 埋土中から土器片 5点 (1~ 5入石匙 l点 (6)、剥離痕のある石器剥片(7入石錘 2点

(8 .. 9)が出土した。

〈埋葬時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 194 

《位

《確

;複》

《規模

面形》

《断面形》

《埋

《底 面》

物》

《埋葬時期》

(第102密)

M R67"68、MS68グリッド る。

褐色~黒褐色土の不整な円形プランとして確認した。

なし。

長1li由1.80mX短軸1.66m、深さ28cillo

不整な楕円形である。

のためわずかにオーバーハングしているが、壁は緩やかに外傾して立ち kがっていた0

8層に分層した。

木根による撹乱のため、やや凹凸がある。

底証言から擦切磨製石斧が 1点出土した。

出土した石斧の製作技法から縄文時代前期と思われる。

S K S 208 土壌墓(第103図~第105図、図版70"-'図版72)

《位 置~ MM72"MN72グリッドに位置する。
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第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物
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[SKS 19] 
1 オリーフ褐色土(2.5Y4/3)地山(中校)やや多量、炭(ノj、粒)少量混入o しまり有り。

骨
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第100図 SKS19 " SKS 71 とその出土造物
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第 4章調査の記録

q/ 

C D 

A 
[SKS 174] 
1 精褐色土(10YR3/3)地，1，(中粒)中量、炭(小粒)少;量混入。ややしまり有り。
2 暗褐色土(10YR3/4)地山(小粒)中量、炭(小粒)少量混入o ややしまり有り。
3 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)池山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
4 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入。しまり有り。
5 褐色土(10YR4/4)地山(大粒)少量混入。ややしまり有り。
6 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)池山(中粒)中;量、炭(小粒)少量混入。しまり有りつ
7 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)中;量、炭(小粒)少量混入。しまり有り 0

8 黄褐色土(2.5Y5/6)地，1，(中粒)中量混入o しまり有り 0

9 オリーフ褐色土(2.5Y4/6)地山(大粒)・炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
10 オリーフ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)ζ く少量混入。しまり有り。
11 オリーフ褐色土(2.5Y4/4)地山(小粒)・炭(小粒)少;量混入。しまり有り O

B 12 オリーフ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)中震混入。しまり有り。
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

C D 

B 

B 

。
行1

[SKS 194] 
1 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(大粒)中量混入。しまり有り。
2 黒褐色土(lOYR3/2)地山(小粒)中議混入。ややしまり有り。
3 明黄褐色土(lOYR6/6)シラス。しまり有り。
4 オリーブ褐色ニt(2.5Y4/4)治山(中粒)中最混入。しまり有り。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)中最混入。しまり有り。
6 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(小粒)中量混入。しまり有り。
7 明策褐色土(2.5Y6/6) シラスo しまり強L、0
8 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)少量混入。しまり有り。
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。 10cm 

〈確 認〉

複}

《規 模》

面形》

〈断面形》

《埋

《底

第102関 SKS194土墳墓とその出土遺物

黒色~黒褐色土の楕円形プランとして確認した。

底面中央からやや南側で柱穴様ピットと重複していた。柱穴様ピットが新しし'0

長軸1.66mX短軸1.28m、深さ36clllo

楕円形である。

土庄のためわずかにオーバーハングしているが、援は外傾して立ち上がっていた0

4層に分層した。 1層を除き炭化物が混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平唱である。
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第4章調査の記録

A 

υ
 土 63.500m

B 

C D 

[SKS 208] 
1 黒色土(7.5YR2/1)地山(小粒)少量混入。しまり有り。
2 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)・炭(小粒)少量混入。しまり有り。
3 Iこぶい策褐色土(lOYR5/4)池山(中粒)・炭(小粒)少量混入。しまり有り。
4 明黄褐色土(10YR6/6)地山(中粒)中量、炭(中粒)少量混入。しまり強い。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

《遺 物》 底面から 2，...__， 3 cm上の埋土中(第4層)と第 3層から出土した。第4層からは横俄して深鉢

が1点(1 。柱穴ピットにより破損)、石鎌田点(2 '""570 点線内にまとまっていた入石匙 l

(58)、土掘り呉 1点 (59)、磨製石斧 2点 (60"61)、擦石I点 (62)、磯 1点 (64)が、第 3

)脅からは!擦が l点出土した。

〈埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 377 

《位

《確 認》

《重 複》

〈規 模》

《平面形》

《断面形》

〈底 面》

《遺 物》

〈埋葬時期》

(第106図、図版77)

台地斜面中位のNE26グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形フ。ランとして確認した。

な Lo

長軸1.52mx短翰1.44m、深さ14cmo

楕円形である。

西側の壁面はオーバーハングし、袋状を呈する。

3層に分層した。地山粒@塊を混入する。

やや凹凸があり、南西側の底面に窪みがある。

南西側の窪みから、深鉢土器破片が l個体分出土した。

出土した土器から縄文時代後期と盟、われる O

SKS 379 土壌墓(第106図、図版74"図版75)

〈位 霞〉 ND59グリッドに位援する。

《確 認、〉 褐色~陪掲色土の隅丸長方形プランとして確認した。

〈重: 複》 なLo

〈規 模》 長軸1.44mx短軸0.84m、深さ46cm。

〈平面形》 隅丸長方形である。

〈断面形》 のためにオーバーハングしている箆所もあ与が、

〈埋 7 に分臆した。

はほぼ垂直に立ち上がっていた。

{J底 面》 ほぼ平坦である。壁際に上'11高7'"'-'10c虫、下l幅3，__， 5 cm、深さ 2，..._" 5 cmで一巡する溝がある。

物》 埋土中から深鉢土器破片が出土し、 SK S 386土壌墓出土の土器と接合した。

〈埋葬時期》 した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 386 土壌墓(第107図、図版75"図版76)

H立 置~ N A60、NB60グリッドに位置する O

《確 認、》 黒色~黒褐色土の不整なL字形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規 模》 長軸1.32mx短軸1.12m、深さ54cmo

《平面形》 楕円形である。

〈断面形》 土庄のために北側の控がオーバーハングしていたが、その他の壁は外傾して丘ち上がってい

た。南側の壁上部は広く掘り窪められていた。
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第 4 調査の記録

A 
A
U
 

土 62.600m
B 

2m 

[SKS 377] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒・塊(中)粗に混入。
2 I清褐色土(lOYR3/4)地山粒・境(中)多量混入。
3 精褐色土(lOYR3/3)地山粒・塊(大)密に混入。
4 黒褐色(lOYR3/1)地山粒・塊(小)粗に混入。
5 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・塊(中)を宕子混入。

1 (377-1) 

SKS377 

nul--t 

m
 

nu 
nu 

a
司，a
E

SKS379 

更を
A 

土 64.300m
J.i!!山ブロック 2 

B 

【SKS 379] 
l 暗褐色土(10YR3/4)地山粒(極ノj、)5%混入。
2 黒褐色土(lOYR2/3)池山粒(極小)10%混入o

3 褐色土(10YR4/心地山粒(小)20%混入。
4 黄燈色土(10YR7/8) しまりあり。地山とほとんどおjじだが、

潟色土(lOYR4/6)フ。ロックが I他混入。
5 策援色二!:(10YR7/8) しまりあり。地山とほとんど同じだが、

褐色土(10YR4/4)粒子(小)2-3%浪人O

6 策褐色ニ!:(10YR5/8) しまりあり。地山とほとんど同じだが、
褐色こ!:(10YR4/4)締粒 1%未満混入。
41雷、 5層よりやや階L、。

7 1狗黄褐色ゴ二(lOYR6/8) しまり有り。

2m 

C D 

パ
UI

2(379-1) 

。 10cm 3(379-2) 

SKS386出土土器と接合

第106図 SKS377 .. SKS 379 とその出土造物
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京
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A 64.600m B 

。 2m 

2(386-2) 

1(386-1) 
4(386-4) 

SKS 379出土土器と接合

6(386-6) 

第107~ SKS 386 

163 -
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

D 

pμ 

7(386-7) 

[SKS 386] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)地山塊浪人。
2 黒色土(lOYR2/l)地山粒・塊混入。

3 黒褐色土(10YR3/2)地w粒少量ま混入。
4 ，こぶい黄褐色土(10YR5/4)地山粒若干混入。
5 明黄褐色土(10YR6/6)地山軽石粒浪人。
6 ，こぶい黄褐色土(10YR5/4)炭化物少量混入。

7 明黄褐色土(10YR6/6)地山の湾堆積。
8 ，こぶい黄一後色土(10YR6/4)地山河;堆積。

9 釘iりすぎ

、処滝田

3(386-3) 

U 
くこ二> 8(386-8) 

o 10cm 

とその出土造物



第 4章調査の記録

《埋 土P 8層に分題した。埋土中位に炭化物を混入する層があるが、地山粒@塊の混入する!語が多い。

〈底 面》 やや凹凸がある。壁際の 3カ所に細長い窪みがある。

〈遺 物〉 埋土中から深鉢土器2個体 (1 2)と、深鉢土器破片4点 (3'"'-'7)、つまみ付きナイフ(石

匙) 1点(8 )が出土した。深鉢土器(1 )は SK S 379土墳墓出土土器と接合した。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる。《埋葬時期〉

S K S 387 

〈位

《確 認》

複》

《規 模》

《平面形〉

《断 形〉

《埋

《底 面》

《遺 物〉

(第108図、図版77)

MT60"61、NA60"61グリッドに位置する。

不整な暗褐色~黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なし O

長軸1.40mx短軸1.00m、深さ62cm。

楕円形である O

周聞を広く斜めに掘り込んだあと橋円形に掘り窪めており、壁は外傾して立ち上がっていた。

に分層した。

ほぼ王子埠である。

埋土中からの出土である。中央西側と南側から磯 5点と土器片 9点 (1"'9入北側接近く

で石鎌が13点(10"'22)出土した。

《埋葬時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 389 

《位

《確 認、》

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

《埋

《底 出》

《遺 物》

〈埋葬時期》

寸

I
ム

ハ同
υ

円
べ
U

Q
U
 

K

位

Q
u
r
-

(第109図)

NA61グリッドに位置する。

黒褐色土の不整な円形の落ち込みとして確認したの

なしO

長軸1.40mx短軸0.82m、深さ42cm。

偶丸長方形である O

は外傾して立ち上がっていた。

8 J醤に分層した。:J;塩山粒@塊の混入が多い。

やや凹凸があり、東側に窪みが多い。

埋土中から微細な土器片 1点と磯 1点が出土した。

出土した土器片が微細で時期の特定はできないが、周囲の同形態の土壊墓から推測し縄文時

代前期後葉と忠われる。

(第109図、図版78)

NC60グリッド る。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 長軸1.40mx短軸0.82m、深さ56cm。

面形》 楕円形である。

A斗
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P
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4
1
i
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

E 

B i也山塊(大)犯に混入。
地山塊(巨大)粗に混入。
地山塊(中)多;屡混入。
地山塊(小)組に混入。
地山塊(小)少量混入。
地山粒多;量混入。

。
12 

2m 

1(387 -1) 

噂~v -.0 
6(387 -6) 

-金-~争
<:> 11 (387 -11) 

c>  15(387-15) 

A
バ
山
川
げ
川
日

uv
<::> 19(387 -19) 

2(387-2) 

5(387 -5) 

義 o重構 U 口
7(387 -7) 8(387-8) 9(387 -9) c::;:> 10(387 -10) 

く:::::. 12(387-12) く〉 13(387 -13) く> 14(387 -14) 

-争 j
c> 16(387-16) 

<::::> 17 (387 -17) 
く> 18(387 -18) 

〈ごご〉 20(387 -20) 

<:::> 21(387 -21) <:> 22 (387 -22) 

第108図 SKS387土壌墓とその出土遺物
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第4章調査の記録

《断面形》 東側援上部を広く斜めに掘り込んだあと楕円形に掘り窪めており、壁は外傾して丘ち上がっ

ていた。

《埋 土} 12層に分層した。

《底 面》 やや凹凸がある。

《 遺物》なしO

《埋葬時期》 遺物の出土がないため時期の特定はできないが、周囲の同形態の土墳墓から推測し縄文時代

S K S 392 

《位

《確 認》

複》

《規 模〉

《平面形》

〈断面形》

〈埠

《底 面〉

《違 物》

《埋葬時期》

前期後葉と恩われる。

土墳墓(第110図、図版79)

ND59グリッドに位置する。

黄楼色~褐色土の不整な楕円形プランとして確認した。

なし O

長軸1.78mX短軸1.08m、深さ30CIDo

不整な楕円形である。

は外傾して立ち上がっていた。

10層に分層した。黒褐色土の混入が多い。

四凸が激しし ¥0

底面から深鉢土器 1個体と石倣 1点が出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

SKS 394 土壌墓(第111図、図版80-図版81)

《位

《確

複》

《規 模》

形〉

〈断面形》

《埋

《底 面》

物》

ND60グリッド る。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なしO

長軸1.28mX短軸1.06m、深さ22cIDo

隅丸長方形を呈する。

のために患の一部がオーバーハングしていたが、その他の壁は外傾して立ち上がってい

た。

6 された。

ほぼ平沼である。

すべて埋土中からの出土である。深鉢土器 2@!体は中央南側から、石鉱山点のうち 4点は北

側壁際、 1点は北東側壁際、残る 5点は中央部から土器周辺、石匙 1点は中央部から、擦切磨

製石斧 l点は中央西側から出土した。

《埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 401 

《位

《確

(第112図)

NA55グリッド る。

黒褐色土のヒョウタン型の務ち込みとして確認した。
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C D 

1J〉/" 

A {ゐ B 

/じ-- 司昼 、'fr'1'-"'_1亙

E F 

寸~
A 64.300m B 

。 2m 

[SKS 389] 
1 撹乱
2 黒褐色土(lOYR3/2)地山小塊多量滋入。
3 黒褐色土(lOYR2/2)地山中粒塊多量混入。
4 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・塊多量浪人。
5 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒多量混入。
6 にぶい黄褐色(10YR4/3)軟質。
7 黒褐色ニt(10YR2/2)
8 ，こぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山粒多量混入。

パ

)

ム 64.500m
3 f 

B [SKS 391] 
1 黒褐色土(lOYH2/3)地山粒(小)5 %混入。
2 黒褐色土(10YR2/2) 池山粒(極小)2~3%浪人O
3 策褐色土(10YR5/8)地UI主体で=黒褐色土(lOYR2/3)5 %混入。ややしまり有り 0

4 黒褐色土(10YR2/3)地山粒(小~大)20%混入。
5 褐色土(lOYR4/6)池山小粒、 u音褐色土(lOYR3/4)大塊20%混入。ややしまり有り 0

6 黒褐色土(10YR3/2)地UI粒(極小~小)10%浪人n

7 褐色土(10YR4/6) 51習と似るが地山粒(小)混入肢が 5%と低い。
8 褐色土(l OYR4/6) 地山粒(小)2~3%混入. --，~ '-' 

9 黄綬色土(10YR7/8) 地山に、!清褐色土(10YR3/4)の大塊2~3%混入。
10 策機色土(10YR7/8) 地山に、暗褐色土(10YR3/4)の様小粒2~3%混入。
11 葉桜色土(10YR7/8)ブロック。
12 黄綬色こf::(10YH6/8)地山に、暗褐色土(lOYH3/4)の緩小粒 1%混入。

。
け1

第109図 SKS389 " SKS 391 
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第4章諦査の記録

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

《埋 土》

《底 国》

《遺 物》

《埋葬時期》

S K S 404 

《位 置》

《確 認》

複》

《規 模》

《平 形》

《断面形》

《埋

《底 出》

〈遺 物》

なしO

長軸0.82mx短軸0.54m、深さ52cm。

ヒョウタン型である。

土圧のために壁がオーバーハングしており、袋状を去する 0

6 J霞に分層した。炭化物の混入が見られた。

ほぼ平坦である。

埋土中から土器片が 6点出土したが、同一個体の可能性が高い。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

土墳墓(第112図〉

NC53、ND53グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

長軸2.00mx短軸1.02m、深さ18cm。

楕円形である。

は緩やかに外傾して立ち上がっていた。

8 J麗に分溜した。炭化物と地山粒の混入が多い。

凹凸が激しい。

なし。

《埋葬時期》 遺物がなく不明であるが、周囲のl司形態の土壌纂から推測し縄文時代前期後葉と思われる O

S K S 408 

《位 置》

〈確 認》

《重 複》

《規 模》

《平面形〉

《断面形》

〈埋

《底 面》

(第113図、図版82"図版83)

NC59グリッドに位置する。

黄褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

なし O

長軸1.26mx短軸1.18m、深さ18cm。

不整な方形である。

援は緩やかに外傾して立ち上がっていた0

7層に分層された。

やや凹凸がある O

《遺 物》 埋土中から出土した。石錬14点のうち13点は北東壁際にまとまり、 1点が少し離れた壁際で、

つまみ付きナイフ(石匙) 1点が中央からやや南西側に出土した。 も1点出土したが極

めて微小で、時期を特定できない。

《埋葬時期》 出土した土器からは時期の特定は困難であるが、周囲の同形態の土墳墓から推測し縄文時代

前期後葉と思われる。

S K S 409 土墳墓(第114図)

《位 置~ NC59グリッドに位置する。

《確 認》 培褐色土の不整な落ち込みとして確認した。
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④ 
B A 

。 2m 

1(392-1) 

第110図 SKS392 

複》 なし。

《規 模》 長軸1.54mx短軸1.00m、深さ8CIDo

面形》 不整な楕円形である。

《断面形》 ち上がっていた。

の注記をする前に土層観察用ベルトを撤去してしまい、土色@土性

は大きく外傾し

したが、

は不明である。

第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

[SKS 392] 
1 黒色土(10YR2/1)士tl!山粒(極小~大)5%混入。
2 褐色土(10YR4/6)池山主体+黒色土(lOYR2/1)
3 黄櫨'6::1こ(10YR7/8)地山lこ黒色土(lOYR2/1)が20%混入。
4 黄褐色土(10YR7/8)地山に黒褐色土(10YR10YR2/3)が15%浪人。
5 黒色土(10YR2/1)地山粒(極小~大)30%混入。
6 黄櫨色土(10YR7/8)に黒褐色土(10YR2/3)が15%混入。
7 黒褐色土(10YR3/2)地山粒(極小~大)30%混入。
8 黄櫨色土(10YR7/8)地山に、黒褐色土(10YR2/3)が 1%混入。
9 黄櫨色土(10YR7/8)地山に、黒褐色土(10YR2/3)の中粒 1%、

ブロソク大 1%混入。
10 黄援色土(10YR7/8)地山に、黒褐色土(lOYR2/3)の小~中粒 1%浪人。

Amm川
川
山
川
川
川
川
W
H
V

ζご:> 2(392-2) 

とその出土造物
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第 4章調査の記録

A 

UI 
.!:_ 64.500 m 撹乱 i 

C 

寸 f
[81王8 394] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・塊混入。軟らかし '0

2 Iこぶい黄褐色(10YR4/3)地山ブロック(痘)混入。
3 黒褐色土(10YR2/2)池山粒・塊多量浪人。
4 明黄褐色土(10YR6/6)地山粒・塊多;議j混入。
5 黒褐色二七(10YH2/2)地t.L1粒を者子混入。軟らかい。
6 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)地山粒・炭化粒少量混入。

。

くこ::;， 7(394-7) 

A
M
M川
川
川
川

V

くご::>11 (394 11) 

-~-G i!JrA 
ζ 三二こここ::713 (394 -13) 

B 

B 

D 

1 (394-1) 

〈二> 3(394-3) 

く二:> 12(394-12) 

第111図

。 10cm 
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c>  9(394 -9) 

<:::> 4(394-4) 

く:::::.6(394-6) 

14(394-14) 

く:::>10(394-10) 
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

C D 

4(401-4) 

2m 

[SKS 401] 
1 黒褐色土(10YR3/1)炭化物、地山粒粗に混入。
2 黒色土(10YR1.7/1)強粘性。
3 黒褐色土(10YR3/2)地山粒粗に混入。
4 !ili¥褐色土(10YR2/2)サラサラ。地山粒混入。
5 暗褐色土(lOYR3/4)炭化物少;昼、地山粒多量混入。
6 灰黄褐色こた(10YR4/2)強粘性。地山塊少量;混入。

A 

ム 64.600m

‘Y 

ク

B 

B 

SKS401 

SKS404 

第112図 SKS401 .. SKS 404 
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』
6(401-6) 

。 10cm 

[SKS 404J 
1 黒色土(lOYR2/1)地山粒(小)浪人。
2 黒色土(10YR2/1)，炭化物混入。地山粒(小)少量混入。
3 にぶい黄褐色土(10YR4/3)地111粒(小・中)混入。
4 茶色土(lOYR2/1)炭化物混入。地山粒(極大)・向フ沙ロ y ク多量混入。
5 Iこぶい黄褐色土(10YR5/4)地山絞(機大)多量混入o

6 にぷい葉褐色ニ!:(10YR5/4)地山粒混入O

7 地山ブロック主体。
8 にぷい黄褐色土(lOYR5/4)

2m 

とその出土遺物



第 4章調査の記録

<:::> l( 408 -1) く::> 2(408-2) 

A :也、 日

c> 3(408-3) <> 4(408-4) 

A B 
64.300m 

C D <::> 5(408-5) 
c>  6(408-6) 

。( 時j
G 2m 

<== 7(408-7) く:::，. 8(408-8) 

408] 
にぷい策褐色土(10YH4/3)地山粒少量混入。

2 ，こぶい黄褐色土(10YH5/4)地山粒・塊多量滋入。
3 r明黄褐色土(10YR6/6)地IlJ粒・塊多量混入。
4 明議褐色土(10YR7/6)地山粒・塊多量混入。
5 ，こぶい黄綬色土(10YH6/4)地山粒・塊多量浪人。
6 4にi可じ。
7 黒褐s土(lOYR2/2)軟質。

品
開
山
眼
目
円
H
H
U
同
時
間
習

=-9(408-9) 
〈二> 10(408-10) 

<:::> 11 ( 408 -11) <:> 12(408-12) 

く二:> 13(408-13) ~ 14(408-14) 

く二フ 1附 8一山 。

第113図 SKS408 とその出土造物
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〈底 面》

《遺 物》

《埋葬時期》

S K S 412 

〈位

〈確

複》

〈規 模》

《平面形〉

〈断面形》

《埋

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

凹凸がある。

なし。

遺物の出土はないが、周囲の同形態の土;墳墓と同じく縄文時代前期後葉と忠われる。

(第114図、図版84)

MT62旬、 NA62..63グリッドに位霞する。

黄褐色土の隅丸長方形プランとして確認した。

なしO

長軸1.88mX短軸1.42m、深さ18cm。

隅丸長方形である。

中央部がやや窪んでおり、壁はやや外傾して立ち上がっていた。

5層に分}脅した。地山粒@塊の混入が多い。

{Jま 面》 中央部がやや窪み、壁際に凹凸がある。

物》 底面からわず、か(1 ~ 2 cm)に離れた状態で埋土中から出土した。南東側で石匙が l点と小

!鰭 1点、北側壁寄りで擦切磨製石斧が 1点、!こわ央やや北西で石槍が l点出土した。

《埋葬時期》 土器の出土はないが、周囲の同形態の土壌墓と向じく縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 414 

《位

(第115図、図版85)

N A62グリッド る。

〈確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

援》 なし O

《規 模》 長軸L20mX短軸0.78m、深さ52cIDo

語形》 楕円形である。

《断面形》 周囲を浅く掘り窪めてから楕円形に掘り下げていた。壁はやや外傾して立ち上がっていた。

《埋

《 底面》

物》

《埋葬時期》

民
U

1
l
A
 

A
斗
ょ

Q
U
 

K

位

確

c
u
r
-
r
-

6層に分層した。地山土の再堆積(埋め戻し)と考える。

やや凹凸がある。

底面からわずかに離れた埋土中からの出土が多い。深鉢土器 1点は中央からやや南東側に横

倒して出土した。くぼみ石 l点は西側から、機 3点は北側に 1点、南側に 2点の出土である。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

複》

(第115図〉

NA62グリッドに位置する。

不整なにぶい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

《規 模》 長軸1.24mX短軸0.96部、深さ12cID。

《平面形》 不整な楕円形である。

《断面形》 躍は部分的に袋状を呈していた。

に分層した。
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第4章調査の記録

④ 

A B 

D --
--C 

φ¥ 

C D 

pu 
F 

[SKS 409] 
1 階褐色土(7.5YR3/3)地山粒・炭多く混入。しまり強く、粘性なし。

2 黒褐色土(7.5YR3/2)地山粒・炭多く混入。しまりやや弱く、粘性若干有り。

3 にぶい策褐色土(10YR4/3)地山粒多く、 j実少量混入o しまり強く、粘性なし。

4 褐色土(7.5YR4/4)地山塊(小)やや多く、炭少量混入。しまり強い。
K 撹乱

。 2m 

SKS409 

口

A 

土 64.200m

m 

<=> 2(412-2) 

SKS412 

C D 

B 

B 

[SKS 412] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒混入。
2 Iこぶい貿援色土(10YR6/4)地山粒多;段。
3 Iこぶい策褐色二t(10YR5/3)地山粒・塊多量混入。
4 黒褐色土(10YR3/2)地山塊少量混入。
5 黒褐色土(lOYR2/2)竪級。

第114図 SKS409 " SKS 412 

3(412-3) 

とその出土造物
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SKS414 C D 

⑭ ρi 

A 11 ふ融』 て""'" 'i ¥J B 

A 

件ftv
認替がふ 什

1(414-1) 2m 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

2(414-2) 

SKS415 

SKS414 

長監

3(414-3) 

415] 
にぶい鼓褐色土(lOYH4/3)サラサラ 0

2 浅黄櫨Eこと(10YR8/4) シラス。
3 にぷい黄褐色土(lOYR5/3)
4 明黄褐色土(10YR7/6)
5 明策褐色土(10YR7/6)鳩山粒・塊、軽石塊混入。
6 黒褐色土(lOYR3/2)
7 f羽黄褐色土(lOYR6/6)軽石粒多量混入。
8 ~~褐色土(l OYR2/2) 地山粒・塊混入O
9 f羽策褐色土(lOYR6/8)J也山粒・塊多鐙混入。
10 にぶい黄援E土(10YR7/4)il次質。

A 

ム 64.300m 日

ハ
U1
 

。 2m 

第115図 SKS414 .. SKS 415 とその出土造物
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第4主主 調査の記録

《底 面〉 やや凹凸がある。

《造 物》 埋土中から極めて微小な土器片 2点と、機 1点が出土した。

《埋葬時期》 土器からは時期の特定は困難であるが、周回の同形態の土墳墓と同じく縄文時代前期後葉と

思われる。

《確 認〉 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複P SKF 417フラスコ状土坑と重複している。新旧関係

〈規 模》 長斡1.46mx短軸1.18m、深さ42cill。

万三〉 楕円形である O

はやや外傾して立ち上がっていた。

5層に分!脅した。

ほぼ平坦である。中央やや北寄りに柱穴様ピットが lカ所あるo

l擦が 1点出土した。

周囲の同形態の土壌墓と同じく縄文時代前期後葉と思われる。

円

h
u--

A
斗
A

Q
U
 

K

位

Q
u
r
-

〈断面形》

〈埋

《底 面〉

〈遺 物〉

〈埋葬時期〉

SKS 424 

〈位

〈確 認》

複〉

〈規 模〉

《平面形〉

〈断面形》

〈埋 土》

《底 面〉

《違 物》

〈埋葬時期》

SKS 427 

〈位

《確

(第116図)

NA63グリッド る。

し'0

(第116図)

NB61グリッドに位置する。

平安時代の S1 395竪穴住居跡の床面で黒色~暗褐色土の溶ち込みとして確認した。

平安時代の S1 395竪穴住居跡と重複している。

長!袖1.06mX短軸O.84m、深さ10Cillo

隅丸;長方形である。

はやや外傾して立ち上がっていた0

4層に分層した。

やや凹凸がある。

底面から土器片 1点と磯 1点が出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

(第117図、図版86)

N B59... N C59グリッド る。

黒褐色~暗褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規 模》 長軸1.56mX短軸O.92m、深さ30Cillo

〈平 形》 隅丸長万形である O

《断 形》 はやや外傾して立ち上がっていた。

《埋 4 した。

《底 面》 回凸がある。

物》 埋土中から深鉢土器 1個体と!擦 1点が出土した。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

⑮対

A 

C D 

B 

E F 

A 64.300m B 

4 

。 2m 

(SKS 416] 
l 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒混入。
2 にぷい黄褐色土(lOYR4/3)池山粒滋入。
3 Iこぶい賛褐色土(10YR6/3)地山塊多く混入。
4 黒褐色土(lOYR2/2)ノマサノfサo

5 明黄褐色ごと(lOYR6/6)かたい。底面にピットあり。

SKS416 

SKS424 

D C 
一ミbB 

D -、、

F E 

1(424-1) 

10cm 

B 

。
A 64.200m 

-'f 「一¥'^f
1 3 

。 2m 

第116図 SKS416 .. SKS 424 とその出土造物
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《埋葬時期》

第 4章調査の記録

した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S K S 429 

《位 霞》

《確 認》

《重 複》

《規 模》

《平面形〉

《断面形》

《埋 土》

《底 国》

〈遺 物》

《埋葬時期》

S K S 430 

《位 置》

《確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

《埋 土》

土墳墓(第117図、図版87)

ND58グリッドに位置する。

上部を削平され黒色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長職1.94mx短軸1.10m、深さ10cmo

隅丸長方形である O

は外傾して立ち上がっていた。

みO

凹凸が激しい。

埋土中から土器片 1点と擦切磨製石斧 l点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

土壌墓(第119図、図版88)

N B60"61、NC60"61グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なしO

長軸1.70mX短軸1.24m、深さ52cm。

偶丸長方形である。

は外傾して立ち上がっていた。

7層に分)脅した。炭化物の混入する土躍が多い。壁際に堆積した第 7層は締まりがなく、木

質物の腐朽したようにパサパサしていた。

《底 面》 ほぼ平塩である。

〈遺 物》 埋土中からの出土が多く、大きな磯は埋土上位に出土し、石器類は底面に近い下位に出土し

た。石鉱山点灯"-'10)は北側壁際に 4点、北側壁近くに 4点、中央部に 2点が出土した。

錘 2点(11"13)は中央部と南西壁際に、擦り石 3点(12"14"15)は南西壁際と中央商寄りに、

石皿破片(16) は南西壁際に出土した。

〈埋葬時期》 遺物は出土しなかったが、周囲の土壌墓の状況から縄文時代前期後葉と忠われる。

S K S 431 

《位

〈確 認》

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

〈埋

(第119図@第120図、図版89"図版90)

MT61、NA61グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

平安時代の S1 423竪穴住居跡と重複している。

長軸1.44mX短軸1.14m、深さ24cm。

竪穴住居跡に南西側壁を破壊されているが、不整な隅丸長方形を呈する。

は外傾して立ち上がっていた。

2層に分属した。上位の土居には地山粒の混入が多い。 は地山土の再堆積である。

。。
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長率ム
E
 

A B 

φ¥ 
」ι64.300m B 

C D 

G 2m 

[SKS 427] 
1 黒褐色こt(10YR2/2)池山粒粗にi.li入O

2 I惰褐色ゴニ(10YR3/3)地山粒・塊混入。
3 明黄褐色土(10YH6/6)軟質。
4 Hj]黄褐色土(10YR6/6) しまっている。

SKS427 

F 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

1(427 -1) 

。 10cm 

⑨ 口

A 

υ
 

A 64.300m B 

。

SKS429 

C 

2m 

第117図 SKS427 SKS 429 

D 

2(429-1) 

とその出土造物
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第 4章調査の記録

④ 
C 

て1
/' 

A 

じ
/ 

もりも

D 

日

E 

¥で

。

F 

[SKS 430] 
1 ~黒褐色土(10YR3/1) 炭化粒・地山粒少量混入。
2 明葉褐色土(10YR6/6)炭化粒・鳩山粒少;昼夜入。

3 明黄褐色土(10YR6/8)炭化粒微量混入。地山塊多量混入。
4 にぶい黄褐色土(10YR5/4)地山粒・塊(中)多最浪人。
5 黄褐色ニt(10YR5/6)池山塊(大)多量混入。
6 黄褐色土(10YR5/8)地山塊多量混入。
7 褐色土(10YR4/4)ノfサノfサ。

2m 

ζ:::> 1(430-1) <::::> 2 ( 430… 2) 
くこ〉 3(430-3) 〈コ 4(430-4) <:> 5(430-5) 

c>  6(430-6) 7(430-7) てる 10(430-10) くご〉
屯 ー(ーニ〉 8(430… 8) く::> 9(43u-9) 

〈一 〉 11(430-11) 

~ / 
12(430-12) 

13(430-13) 

14(430-14) 

第118図 SKS430 とその出土遺物
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

2(430-16) 

ζコ1(430-15) 10cm 

SKS430出土遺物

SKS431 

0j C D 

B 

E F 

_!:_ 64.200m B 

。 2m 

- ~ 
<:> 6(431-4) 

<::> 7(431-5) 

4(431-2) 

〈ごこ二〉 8(431-6) 
= 9(431-7) 

5(431-3) 
くこ〉 10(431-8) 

〈ご:> 11(431-9) 

3(431-1) 

〈コ 14(431 12) 
〈こここ〉 12(431-10) 〈ごこ〉 13(431 11) 

第119図 SKS430 .. SKS 431 とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《底 面〉 やや由凸がある。

《遺 物》 埋土中からの出土が多い。南西側に深鉢土器(1 )と破片 2点 (2" 3入 石 匙 2点(17"18) 

拳大と偏平な磯、南東側に石槍 1点(15)が、北側と北東側に石鍛11点(4 ，..._， 14)と磨製石斧

1点(16)、偏平な擦が出土し、北西側にも偏平な燥が出土した。

《埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 432 土墳墓(第120図)

《位 MT61グリッド る。

《確 認》 黒褐色土の不整な長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模》 長軸1.22mx短軸0.92m、深さ30CID。

《平面形》

《断面形》

《埋

《底 面〉

物》

《埋葬時期〉

S K S 435 

《位

《確 認》

譲》

《規 模》

面形〉

《断 万三》

《埋

《底 面》

物〉

《埋葬時期》

S K S 630 

《位

《確 認》

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

〈埋

不整長方形である。

は外傾して立ち上がっていた。

4 J警に分層した。地山粒の混入が多い。

底面が 2段になっていた。各面はほぼ平坦である。

埋土中からの出土が多い。同一個体と思われる深鉢土器片 5点と拳大の磯 l点が出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

(第121密)

NB61グリッドに位置する。

平安時代の竪穴住居跡の床面に黄褐色土の落ち込みとして確認した。

平安時代の S1 395竪穴住居跡にと部を削平されていた。

長軸1.54mx短軸0.98m、深さ14cID。

不整な隅丸長方形である。

は大きく外傾して立ち上がっていた。

地山粒の混入が多い。

底面に柱穴様ピットと窪みがあり、 I:!:!]凸が激しし ¥0

なし。

遺物は出土しなかったが、周囲の同形態の土壌墓の状況から縄文時代前期後葉と思われる。

(第121図、図版91)

ME54グリッド る。

の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

長軸1.34mx短軸0.82m、深さ24cIDo

不整な隅丸長方形である。

は外傾して立ち上がっていた。

4 した。底面上に厚く堆積する第 3層に地山粒@塊、焼土、炭化物が混入している。
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-~雪量-~
にごここ:7 5(431-17) 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

G些±ぅ
f__..."._一二三う 6(431-18) 

SKS431出土遺物

〈二〉 1(431-13) 

Cコ〈ここ〉 2(431-14) くこ〉 3(431-15) 
4(431-16) 

A 

ム 64.000m

SKS432 

C D 

一'¥ __j 
B 

B 

。

ー

ηパ
Ul
ー
打
川
川

Uハ

2m 
ー

η川
川

Ut[3K3 432] 
1 黒褐色土(10YR3/1)lillLiJ粒・滅多議浪人。
2 T定褐色土(10YR5/6)黒褐色土粒混入。
3 策褐色土(lOYR5/6)池山塊(小)混入。
4 UJl:j;安婦色土(10YR6/6)地山粒多;屡混入。

第120国 SKS431 " SKS 432 
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第 4章調査の記録

《底 面》 北東側の底面が低くなっていた。また、柱穴様ピットも北東側に lカ所検出した。

物〉 なし。

遺物は出土しなかったが、同形態の土壌慕の状況から縄文時代前期後葉と思われる O《埋葬時期〉

S K S 633 

《位

《確 認》

《重 捜》

《規 模》

《平面形》

《断面形〉

《埋

《底 面〉

《遺 物》

《埋葬時期》

S K S 635 

{{立 置》

《確 認》

複》

《規 模》

面形》

《断面形〉

《埋

《底 面〉

《遺 物》

《埋葬時期》

SKS 646 

《位

《確 認》

複〉

《規 模》

面形》

《断面形》

土》

物》

(第121図、図版91)

M F 54"55グリッドに位置する。

黒色~黒褐色土の偶丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長軸1.12mx短軸O.74m、深さ28cIDo

摺丸長方形である。

はほぼ垂直に立ち上がっていた。

5 J習に分層した。 地山粒の混入が多い。

ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 1点が出土した。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

土墳墓(第121図、/図版92)

MG55グリッドに位寵する。

黒褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長軸1.36由 X短軸O.78m、深さ52cID。

不整な隅丸長方形である。

壁面は土庄のためかオーバーハングし、袋状を呈する。

8 J習に分属した。地山粒の混入が多く、粘性が強い。

ほぼ平坦である。

なし。

遺物は出土しなかったが、同形態の土壌墓の状況から縄文時代前期後葉と思われる。

(第122図、図版92)

MP55グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

S I 619 竪穴住居跡と重複している。新旧関係は本土墳墓が吉~ìO

長軸O.92mx短軸O.58m、深さ32cID。

精円形である。

は緩やかに立ち上がっていた。

6層に分層した。炭化物、焼土の混入が多い。

ほぼ平坦である。

埋土中から土器片が 4点出土した。
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SKS435 C 

口

ム 64.200m

2m 

SKS633 

e事 C 

凸

υ
 ム 63.900m

B 

G 2m 

シルト。地山絞少量混んしまり、粘t~:尖有り。
ト。池山粒・ i也ilJ塊(小)多量混入O

しまり、粘性共有り。
3 黒褐色ゴニ(lOYR2/2) シルト。池山手立多量、地山塊(小)少鼠混入o

しまり、粘性共有り。
4 黒褐色土(lOYR2/3) シルト。地山粒多鏡、池山塊(小)少澄混入。

しまり、粘性共有り。
5 黄色土(2.5Y8/6)粘土。 硬質。

シルト。地山粒やや多;母、地山塊(/j¥)少;壁混入。
しまり、粘↑ぜ;有り。

2 s音褐色土(10YR3/3) シルト。地山粒・地111塊(小)少量浪人O しまり、
粘性有り。

3 1現黄褐色土(10YR6/6) シルト~粘土。地山粒・士tlllll塊多;監視入O

しまり有り、粘性あまりなし。
粘土。硬質。粘aやや有り。
シルト。地山粒やや多量、地山塊(ノj、)少;滋混入。
しまり、粘性有り。

6 Ilfl黄褐色j二(lOYR7/6)粘土。 しまり、粘性干寄りロ
7 黒色ゴ二(lOYH2/1)シルト。地山塊(小)少鼠混入。硬質。粘性非常に強い。
8 褐色ニiニ(lOYR4/4)シルト。地山粒多;段、地山境(小)少量混入。

しまりやや弱く、粘性やや有りα

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第 4意調査の記録

《埋葬時期》

SKS 717 

《位

《確 認》

複〉

《規 模〉

《平面形〉

《断 万三〉

《埋

《底 面》

《遺 物〉

《埋葬時期〉

し り と思われる。

(第1221盟、図版93)

MS65グリッド る。

偶丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし O

長辺1.50mX短辺1.02m、深さ14cill。

偶丸長方形である。

は緩やかに立ち上がっていた。

2層に分層した。炭化物と焼土が混入する。

ほぼ平坦である。

埋土上位から土器の底部破片が 1点出土した。底外面には木葉痕がある。

出土した護形土師器の底部破片は撹乱により混入したもので、土壌墓は縄文時代前期後葉と

思われる。

S K S 718 土壌墓(第122図、図版93)

《位 M S64"65グリッド る。

《確 認〉 黒色土の不整な円形の落ち込みとして確認、した。

《重 複~ S K F 830フラスコ状土坑と重複している。新旧関係は不明である。

《規 模》 長軸1.50mX短軸1.18m、深さ38cill。

《平面形》

《断 形》

《埋

《底 面》

物》

《埋葬時期》

SKS 809 

《確

複》

《規 模》

面形》

《断 形》

《底

物》

《埋葬時期》

丸みの強い楕円形である。

は緩やかに立ち上がっていた。

3 した。炭化物、地111粒が混入する。

わずかな凹凸はあるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 3点と石鍛 1点、円磯 l点が、底面から細長い磯 l点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

(第123図)

MH55"56グリッドに位置する。

黄褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

平安時代の S1 610竪穴住居跡と重複している。

長軸1.20mX短~rflO.56m、深さ 26cill o

北西側が竪穴住居跡との重複のため破壊されているが楕円形と思われる。

は緩やかに立ち上がっていた。

7 した。地山粒@塊の混入が多い

やや凹凸があるが、平坦である。

埋土中から土器片が 1点出土した。

した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

186 
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第 1節 とその出土追ー物

C 

5 暗褐色土(10YR3/3)

6 黒色土(10YR2/1)
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2(646-2) 3(646-3) 
1(646-1) 

2τ1 む iむcm

4(646-4) 

SKS717 
C D 

仁一一一一二コ
シルト。地山粒・地山塊(小)・炭少昼混ん
しまり有り、粘性あまりなし。

2 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒・地山塊(小)1より多く浪人。
!友@焼土粒少昼混入。しまり、粘性共有り。

~ 63.900m 

5(717-1) 。 10cm 

2m 
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第122図 SKS646 SKS 717 SKS 718 とその出土造物
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第 4章掠査の記録

S K S 817 

《位

《確 認》

複〉

《規 模》

《平面形》

《断面形〉

《埋 土》

《底 面〉

《遺 物》

《埋葬時期》

(第123図、図版94)

MR65グリッド る。

褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なしO

長径1.10mx短径O.96m、深さ34cillo

円形である。

は緩やかに立ち上がっていた。

3層に分層した。

わずかに凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 4点、石鍛 3点、半円状偏平打製石器破片 1点が出土した。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K S 819 土壌墓(第124図、図版94..図版95)

《位 MT63"64グリッド る。

《確 認》 黄褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

複》 平安時代の SI 720竪穴住居跡、のかまど煙道と重複している。

《規 模》 長軸1.48mx短軸0.98m、深さ48cill。

《平面形》 隅丸長方形である。

《断面形》 援は緩やかに立ち上がっていた。

《埋 土~ 9層に分属した。乱雑な堆積である。

《底 面》 やや凹凸がある。

《遺 物〉 埋土中から深鉢土器 1個体と、両端に扶りのある半円状偏平打製石器 l点が、南西壁際の底

面から人頭大の{療が出土した。

《埋葬時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

SKS 822 

〈位

《確 認》

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

《埋

《底

《遺 物》

《埋葬時期》

SKS 824 

《位

(第124図、図版95)

MR66グリッド る。

撹乱が多く褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

平安時代の SI 713竪穴住居跡と重複している。

長紬1.48mx短軸1.00m、深さ42cillo

不整な楕円形である。

は緩やかに立ち上がっていた。

2 した。炭化物が混入する。

ほぼ平坦である。

南東壁際の底面に近い埋土中から石鍛3点が出土した。

は出土しないが、|可形態の土墳墓と同じ縄文時代前期後葉と思われる。

(第125図、図版96)

MR67グリッド る。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

D ， 

，-0 
1 (809-1) 

G 10cm 

(SKS 809] 
1 黄褐色二七(10YR5/6)池山粒・池山塊多量混入O 炭少量;混入。しまり強く、

粘性なし 0

2 明黄褐色土(lOYR6/6)地IlJ粒・炭少量、士thLlI塊多量混入O しまり強く、

粘性なし。
3 黄褐色土(10YR5/8)地山粒少;屋、池山塊(小)多量、炭微量浪人O

しまりやや強く、粘性なし。
4 黄褐色土(10YR5/6)地山粒多量混入。しまりやや弱く、粘性なし。
5 1稽褐色二七(10YR3/2)地山粒・地山塊(極小)少主義混入O しまりあまりなし 0

6 明褐色土(7.5YR5/8)地山塊(大)混入。しまり強い。
7 黄褐色土(10YH5/8)地山粒多量、炭少量混入。しまり弱い。

D 

A B 

。

2(817 -1) 

2m 
4(817 -3) 

地山粒多量、炭少量混入。しまり、粘性共あまりなし。
しまり有り。粘性なし。
硬質。粘t1，なし。

8(817-7) 

<=> 6(817-5) 
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第 4章

C D 

A B 

。 2m 

1(819-1) 

一一一¥ミミ¥、////一一-~

2(819-2) 

SKS819 

SKS822 

C D 

A 112_ 
〈ご〉 3(822-1) 〈二> 4(822-2) 

〈二>5(822 -3) 

SKS822 

2m しまり有り、粘Hなし。

24図 SKS819 " SKS 822土墳墓とその出土遺物
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第 1節 とその出土よ毒物

《確 S 1 713 隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

複》 S 1 713 と している。

《規 模》 長軸1.22mx短軸0.9血、深さ24cm。

《平面形》 隅丸長方形を呈する。

〈断面形》 は緩やかに立ち上がっているが若干オーバーハングしている部分もある。

《埋 土~ 4層に分属した。炭化物が微量混入する。

〈底 面》 わずかに凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 底面に近い埋土中から石槍が 1点出土した。

《埋葬時期》

S K S 825 

《位

《確

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

《埋

《底 面〉

〈遺 物》

《埋葬時期》

S K S 826 

〈位

〈確 認〉

複》

〈規 模》

面形〉

《断面形〉

《埋

〈底 面〉

物》

《埋葬時期》

は出土しないが、同形態の土墳墓と同じ縄文時代前期と思われる。

(第125図、図版97)

MQ67グリッドに位置する。

撹乱の多い明黄褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

長軸1.08mX短軸0.82m、深さ10cm。

楕円形である。

は緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

木根による撹乱が多い。

撹乱による凹凸がある。

なし。

遺物は出土しないが、同形態の土墳墓と同じ縄文時代前期と思われる。

(第126関)

M070グリッドlこ位還する。

関丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長軸1.18mX短軸0.74m、深さ40cm。

隅丸長万形を呈する。

は緩やかに外傾しながら立ち上がっていた0

3層に分屈した。炭化物が混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

遺物は出土しないが、同形態の土壌墓とl可じ縄文時代前期と思われる。

S K S 827 土壊墓(第126図、図版97)

《位 謹~ MN70"71、M070，，71グリッドに位霞する。

《確 認》 黒褐色土の偶丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。
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第 4章調査の記録

《規 模〉 長軸1.22mx短軸0.80m、深さ36cill。

形〉 隅丸長方形を呈する。

《断面形》 壁は土圧のためかオーバーハングしていた。袋状を呈する。

《埋 土} 4膳に分属した。炭化物が混入する。

《底 面〉 大きく緩やかな凹凸がある。 北側と東側の壁際に上幅 8，...，_， 10cill、下幅 2'"'"' 5 C盟、深さ 3'"'"'5

Cillの溝状の窪みがある。

《遺 物〉なし。

《埋葬時期〉

S K S 994 

《位

《確 認》

複〉

《規 模》

《平面形〉

《断面形〉

《埋 土》

《底 面〉

《違 物〉

《埋葬時期》

SKS 1005 

H立 置》

《確 認》

《重 複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

遺物は出土しないが、同形態の土壌慕と同じ縄文時代前期と思われる。

(第126図)

MT49..50グリッドに位置する。

黒褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

長辺1.04mx短辺0.86m、深さ12cillo

偶丸長方形を呈する。

は緩やかに外傾しながら立ち上がっていた。

3層に分属した。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なしO

遺物は出土しないが、同形態の土墳慕と同じ縄文時代前期と思われる。

土壌墓(第126図)

NA49グリッドに位霞する。

S 1 958竪穴住居跡、の北西側を破壊した風倒木痕の下から検出した。

縄文時代前期の S1 958竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

長軸1.36mX短軸0.92m、深さ0.56cill。

南~南西側を欠損するが隅丸長方形と思われる。

不明確で、あるが、わずかに外傾しながら立ち上がると思われる。

《埋 土》 褐色土がわずかに残るのみであった。

《底 面》 わずかに残る底面はほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から石匙が l点出土した。

〈埋葬時期》 は出土しないが、同形態の土壌基と同じ縄文時代前期と思われる。
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縄文時代の遺構とその出土遺物第 l節
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[SKS 824] 
1 策稜色土(10YR7/8)粘土。硬質。粘性なし。
2 明貧褐色土(10YR6/8)粘土。炭微量滋入。硬質。粘性若干有り 0

3 黄褐色土(lOYR5/6)粘土。硬質。粘性なし。
4 rこぶい策褐色土(lOYR5/6) シルト~粘土。炭微量混入。硬質。粘性なし。
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調査の記録第4

モを D C 

SKS827 

[SKS 827] 
1 ~黒褐色土(lOYR3/2) シルト。地山粒やや多く混入。炭少量混入。しまり、粘性共有り
2 階褐色土(10YR3/3) シルト。池山粒多量、炭少護混入。しまり、粘性共有り。
3 黄褐色ごと(lOYR5/6)粘土。炭微震混入。硬質。しまり予言り、粘a少し有り。

4 褐色こt(lOYR4/ 6) ~爽褐色土 (10YR5/6)粘土~・ンルト。炭微量混入。しまり、粘性共有りo
k 撹乱
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

ラスコ

フラスコ状土坑は、 171慕を検出した。

その分布状況は、①台地の西側縁辺部、②ST156谷と ST642谷に挟まれた区域、③ST642谷と ST639 

谷に挟まれた区域、④ST639谷東側縁辺部、⑤ST529谷と東側の低湿地に挟まれた舌状台地の縁辺とその

東側斜街、⑥台地東側、となっていた。

中でもフラスコ状土坑の大部分は西側縁辺部に集中しており、

の中央部と北側では検出できなかった。

も激しかった。それとは対照的に台地

また、フラスコ状土坑の底面に柱穴様ピットが穿たれていたものがあった。

ほとんどのフラスコ状土坑からは遺物が出土した。土器は円筒下麗式土器様式が主体であるが、大木式土

器様式の土器もみられる。

池内遺跡では大木式土器様式の土器の出土量は僅少であるが、フラスコ状土坑からの出土比率が高く、円

筒下層式土器様式との共伴出土も見られた。

SKF 

《位

〈確

1 フラスコ状土坑(第127図、図版98)

ND64..65グリッドに位置する。

黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。認》

複〉

模》

なし。

関口部長径1.64mx短径1.08m、坑底部長径2.10mx短径2.16担、深さ1.20m。

円形である。

一一フラスコ形である。

《規

形

形
面

面

平

断

《理 士} 32J蓄に分}脅した。自然堆積と民、われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 平坦な底面の中央部に深さ22cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

物〉 埋土中から深鉢土器片 5点、掻器 2点 (6.. 7)、微小剥離痕のある石器剥片 1点(8 )、

錘 1点(9 )、くぼみ石 1点(12)、半円状偏平打製石器 3点(10，， 11，，13)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

SKF 2 フラスコ状土坑(第128図、図版98)

《位 置} ND64"旬、 NE64"65グリッドに位置する。

《確 認》 褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複} S KF 3フラスコ状土坑と底部近くで震被していたが、新旧関係は不明である。

《規 模》 関口部長径1.68mX短径1.54m、坑底部長径2.26mX短径2.26m、深さ0.84m。

万三》 円売5である。

《断面形》 袋状である O

《埋 した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する し¥0

平坦な底面の中央部に深さ20cmの柱穴状のピットが 1カ所ある。

物》 埋土中からこと器片 6点と、扶り入り半円状偏平打製石器 1点(8)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。
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3(1-3) 4(1-4) 
1(1-1) 2(1-2) 

3 。の 色
5(1-5) 

ζ二二〉 6(1-6) よ二ユ 7(1-7) ζユ8(1-8) 

第4章調査の記録

C 

。 2 m 

9(1-9) 

亡〉山1 12) 

Cコ10(1 10) 

D 

[SKF 1] 
l 黒渇色土(lOYH2/2)池Il!(小牧)'I'J語、炭(小粒)少掻浪人。しまり有り。
2a褐色土(lOYH4/心地LlJ(大粒)ごく少昼、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
2b II~褐色土(l OYH3/4) 地ill(小粒)中母、炭(大粒)少量混入。ややしまり有り 0
3 黒褐色士(lOYH3/2)J塩II!(小粒)中最混入o
4 黒褐色土(lOYH3/2)1由IJJ(INtt)中f語、炭(中粒)少最混入o ややしまり有り0
511高尚色土(lOYH3/3)1由III(中粒)中鼠、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り0
8 褐i!!.土(10YH4/4)池山(中粒)・炭(巾粒)中鼠浪人G しまり有りG

7 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地ilJ(小粒)・炭(中粒)中援l詩人。しまり有り0
8 黒褐色土(2.5Y3/2)池山(小粒)巾議、炭(小粒)少量浪人。しまり有り。
9 オワープ褐色上(2.5Y4/心地lU!虫(小)・炭(中粒)中量浪人。しまり有り。
10 時褐色上(lOYH3/4)J世Il!(大粒)中箆、炭(小粒)少畳混入。しまり有1)0
11 Iこぷい資格色土(lOYH4/3)池山(中粒)・炭(巾粒)多鼠浪人。ややしまり有り。
12 褐色土(lOYH4/4)J出II!(中粒)多量、炭(中粒)中最混入。ややしまり有り。
13 時褐色土(lOYH3/3)地Il!(中粒)やや多量、炭(中粒)少最混入。しまり、弾性有り0
14 褐色土(lOYH4/6)地山('1

'
粒)・炭(!N!iJ少掻l詩人o ややしまり有り。

15 踏裕色土(10YH3/4)地山(中粒)巾量、炭(小粒)少量混入。しまり有り。
16 褐色土(10YH4/心地IU(小粒)・炭付、校)中選、地IU(大粒)混入。しまり育りo
17 黒褐色 1:(lOYH3/2)池山(小粒)多民、淡(小粒)少量混入。ややしまり有り。
18 婿褐色土(lOYH3/3)地ll!(小1立)・炭(1M立)少量混入。 しまり脊りロ
19 時褐色土(lOYH3/4)地IU(中粒)rt量、炭(大枝)少鷲浪人。 嶋IU塊(大)混入G

ややしまり有1)0
20 褐色土(lOYH4/4)J曲ilJ(小粒)中貿混入o
21 褐色土(lOYH4/4)J由山(中粒)・炭(中粒)少鼠浪人。ややしまり有り。
22 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)1由LlJ(小粒)・炭(rt粒)少議浪人。ややしまり有り。
23 階褐色土(lOYH3/3)池山(小粒)ごく少箆、伐(小粒)少量混入o ややしまり有り。
24 褐色土(10YH4/4)地山(小枝)中盤混入。ややしまり有りο
25 時褐色:l:(lOYH3/4)地LlI(小粒)中量、炭(中粒)少量混入。 しまり有り0
26 褐色土(10YH4/6)J由LlJ(小粒)少鼠混入Q

271品色J:(lOYH4/6)地山(小粒)少量混入o ややしまり有り。
28 籾黄褐色土(10YH6/6)ゾラス。地山(中投)中盤混入。しまり有り0
29 にぷい黄援色土(lOYH7/4)シラス。
30 llJl黄褐色士(10YH7/6)J制j(小粒)ごく少量、炭(中粒)少議浪人。

ややポゾポソしている。
31 褐色~J:(10YR4/4) J由111(小粒)ごく少鼠浪人D

32 I羽黄褐色土(10YH6/6)シラス。酸化鉄浪人。ややポソポソしている。
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[SKF 3] 
1 黒色土(JOYR2/l)地w塊(中)tt箆混入。しまり有り。
2 黒褐色土(1OYR3/2)地はI(村立)・炭(小粒)少量、酸化鉄混入。ややしまり有りG

3 階褐色土(JDYR3/3)地山(rt粒)やや多量、炭(中粒)中最混入。しまり、弾性有り0

4 黄褐色土(IDYR5/6)地山(中粒)中量、炭(ql粒)少鼠混入。しまり、 lliitl:有り。
5 褐色土(lDYR4/4)砂層。地山(中粒)ごく少量、地山境(中)混入。

ややボソボソしている。
8 階褐色土(lDYR3/4)池山(中粒)中昼、炭(中和少盤浪人。しまり、弾性有り。
7 オサーブ褐色土(2，5Y4/4)砂層。地山(中粒)少量浪人。
8黄褐色土(lOYR5/8)地山(村立)中鼠混入。ややしまり有り。
9 オリーブ~色土(2，5Y4!め池山(中粒)中昼、炭(大枝)少量混入。ややしまり有り。
101こぶい策褐色土(IDYR5/4)地山(中粒)少量、炭(小粒)中最混入G

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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《規

《平面形》

《断面形》

《埋

《底

調査の記録

3 フラスコ状土坑(第128図、図版99)

NE65グリッドに位置する。

紫色土の不整な円形の落ち込みとして確認した。認》

複》 SKF2"SKF4フラスコ状土坑と重複していたが、新旧関係は不明である。

関口部長径1.58mX短径1.52m、坑底部長径2.02mX短径1.98m、深さ0.96m。

ほぼ円形である。

三角フラスコ形である。

10層に分層した。炭化物の混入する層が多い。

断面図では平坦な底面の中央部に深さ 5CIDの柱穴様ピットを lカ所確認したが、不用意に掘

模》

土

問

り過ぎたため、その位農とプランを平面図に記載できなかった。

《遺 物》 埋土中から土器片 5点(1 '"'-'日、剥離痕のある石器剥片 2点(14"15)、くぼみ@擦り石 l

点(8)、挟り入り半円状偏平打製石器 1点(9 )などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

SKF 4 フラスコ状土坑(第129図、図版100)

《位 置~ N E65、NF65グリッドに位置する。

《確 認》 台地の縁辺に半円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 3 " S K F 10フラスコ状土坑と重複していたが、新!日関係は不明である O

《規 模》 関口部長径2.68mX短径1.40m、坑底部長径2.68mX短径1.44由、深さ0.52m。

《平面形》 西側が台地斜面の崩落により消滅していたが円形であると推定した。

《断面形》 袋状である。

《埋土》

《底面》

《遺物》

《構築時期》

9 J曹に分属したc 自然堆積と思われる。

平坦な底面の中央部に深さ14cIDの柱穴様ピットが 1カ所、楕円形のくぼみが 2カ所ある。

底面から土器片 1点と、掻器が 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と盟、われる。

SKF 5 フラスコ状土坑(第129図、図版100)

《位 置~ N F65グリッドに位霞する。

《確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複~ S KF 9フラスコ状土坑と重複していたが、新旧関係は不明で、ある。

《規 模》 関口部長径0.72出×短径0.70部、坑底部長径1.76mX短径1.56m、深さ1.04m。

《平面形》 円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 9層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 街》 わずかな凹凸がある。

物》 埋土中と底面から深鉢土器片 7点(1 '"'-' 7 )、横倒した深鉢土器が 2個体(1刊、いずれも

底面から)と剥離痕のある石器剥片 2点(1114)、半円状偏平打製石器 1点(9 )が出土し

た。
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C 

[SKF 4] 

1 黒色土(7.5YR2/1)地山(/]¥!iI)中量混入。しまり強く、弾性有り0

1 馳土(7.~RI.7/l)地山 (1附)ごく少量臥a しまり有り。

3綿位(lOYR2/3)地山(/]柱)多量、夜(小柳量混しんややしまり剤。

4槌土(lOYR4/4)地山伏位)箱、馳鰍)臥aややしまり制。

51明鵡世(lOYR6/8)シラス。地山(噛)噛混入。しまり前。

4黄掲位(25Y5/6)砂層。地側、校)中臨ん

B 7綿位(IOYR5/8)枇(噛)多臨んややしまり古川

日!自賛掲色土(lOYR6/6)地山(中世)中量混んややポソポソしている9

9黄掲色土(lOYR5/的池山(中投)中最混んややポソポ/している。

争予
¥〆

σ/ 

主105?
¥ Q 

。

C 

2 m 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

D 

o 10cm 

ζコ2(4… 2)

1(4-1) 

SKF 4 

SKF 5 

D 

[SKF 5] 
B 1 黒掲色土(lOYR2/3)地山(大位)中塁、炭(小松)少量混んしまり強い。
-2  培掲色土(lOYR3/4) 地山(料~)中襲、夜(中粒)少量船 c しまり官り。

3 暗褐色土(lOYR3/3)地山(小殺)中量、皮(小粒)少議混んややポノポソしている。
上ほどしまる0

4 階掲色土(lOYR3/3)地山(中m中量、炭(!N立)少量混んややポソポ/している。
上ほどしまる。

5 暗オザーブ掲色土(2.5Y3/3)地山(大粒)・炭(/N立)中量混入。ややしまり削0

6 黒掲色土(lOYR2/3)地山(/]噛)多量、炭(小松)中監、地山(大mごく少蚤船む
ややしまり有り。弾性有り。両脇ほどポソポソしている。

7 掲色土(lOYR4!4)地山(中粒)少量、炭(大粒)中量浪人。商協ほどポソポソしているG

8 黒色土(7.5YR2/l)地山(小粒)中昼、炭(大粒)多量混んややしまり有り。
2 m 日明黄腕土(lOYR6/6)炭(中投)少量混入。ややれわしている。

}l64.380ml 
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第 4章調査の記録

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

SKF 6 フラスコ状土坑(第130図、図版101)

《位 霞~ N G65"66グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模》 関口部長径1.02mx短径0.92m、坑底部長径1.90mX短径1.88m、深さ1.24m。

《平面形〉 円形である。

《断面形》

《埋

《底面〉

〈遺物〉

袋状である。

に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する属が多い。

平坦な底面の中央部に深さ14crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中と底面から土器片10点(1 ，..___ 10)、石匙の基部破片 1点(11)、削器 l (12)、磨製

石斧 1点(13)、扶り込みのある石器剥片(14)、くぼみ@擦り石 1点(15)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

SKF 

《位

《確

《重

《規

《平面形》

《断面形〉

7 フラスコ状土坑(第131図@第132図、図版102""図版105)

N G65"66グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。認》

複〉 なし。

関口部長径0.88mX短径0.82m、坑底部長径1.96mX短径1.92m、深さ1.20m。

円形である。

一一フラスコ万三である。

模》

《埋 土~ 14膳に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸のある底面の中央部に深さ10cIllの柱穴様ピットが lカ所ある。

〈造 物》 埋土の 9層と10層中から深鉢形土器が 5個体(1サ "12"16"17)と土器片 9点 (3"-'11)、石

槍 l点(13)、箆状石器 1点(14)、石器剥片 l点(15)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と盟、われる。

SKF 

《位

9 フラスコ状土坑(第132民)

NF64"65グリッドに位置する。

《確 認》 ほぼ円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

複} S KFト SKF10フラスコ状土坑と

KF5との関係は不明である。

〈規 模》 関口部長径1.36mX短径1.16m、坑底部長径2.20mX短径2.14m、深さ0.96mo

《平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋

《底 面》

していた。新旧関係は SKF 10より新しいが、 S

13層に分題した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

中央部がわずかにくぼむ底面の中央に深さ23crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。
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第 1節 縄文時代の違構とその出土遺物

[SKF 6J 

1 黒褐色(7，5YR3/2)地山(中位)・炭(中m中量混入。

1 暗掲色(7，5YR3/3)地山(小位)中量、炭(/j噛)少最混入oややポソポソしている0

3 窯掲色(lOYR2/3)地山(中粒)中量、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。

4 靖褐色(lOYR3/3)地山(中位)やや多量、炭(中投)中量混入。ややしまり有り 0

5 黒掲色(lOYR2/2)池山(中粒)中量、炭(中投)多量混入。しまり有り。

6 掲色(lOYR4/4)地出(小結)やや多量、民(/j噛)中量、軽石塊(小)混入。

しまり強い。

7 褐色(lOYR4!6)地山(大柱)・皮(大粒)中量混入。しまり有り0

8 黄iIl色(lOYR5/6)地山(中投)中量浪人。ややポソポソしている。

日黄褐色(lOYR5/6)地出(大枚)中量、民(中粒)少節目入。しまり有り。

10 褐色(10YR4/4)地山(中位)中選、炭(/NiL)少最混入。

11 明黄褐色(lOYR6/6)シラス。地出(中粒)中量混入oしまり有り。

12 黒褐色(7，5YR3/2)地山(小粒)中量、炭(中粒)多量混入。ややしまり有り。

13 靖掲色(IOYR3/4)地山(小位)少嵐、炭(大粒)中量混入。ややしまり有り。

14 黒褐色(lOYR2/3)地山川、粒)中議、炭(大粒)多量混入o地山塊(中)浪人。

15 暗褐色(lOYR3/3)地山(小粒)・炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。

2m 

4(6-4) 

9(6-9) 

5(6-5) 

廷言参
10(6-10) 

15(6-15) 

第130図 SKF6フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 4章

[SKF 7] 
i 黒褐色土(7，5YR3/2)地山(小松)・民(中性)中量混入c

1 暗掲色土(lOYR3/4)池山(大佐)・皮(中世)中量浪人。ややしまり有り0

3 祭掲色土(lOYR2/3) 地I~(小松)ごく少量浪人。ややポソポソしている0
4 オリーブ掲色土(2，5Y4!心地山(中投)中量、民(小粒)少量混入。
5 暗掲色土(lOYR3/3)j自山(大粒)少量、皮(小粒)中島浪人。ややしまり有り0

6 褐色土(IOYR4/4)地山(中粒)少量、炭(中lli)中選浪人。ややしまり有り。
7 掲色土(iOYR4!4)地山(大粒)・炭(大技)中量浪人。ややしまり有り。
8 掲色土(I0YH4!4)池山(小松)・決(大校)中量混入。
9 明葉掲色土(lOYR6/6)シラス。 j富山(大粒)中量、炭(中粒)少最混入。しまり有りc

10 黒褐色土(IOYH2/2)地出(小粒)qJ塁、使(大粒)多量浪人。ややしまり有り。
11 潤色土(iOYR3/2)池山(小技)少量、民(大殺)中量混入。ややしまり有り。
12 にぷい黄褐色土(lOYH5/心地山(小粒)ごく少量、炭(中総)少量混入O ややしまり有りc

13 暗掲色土(10YR1/4)地山(小粒)少量浪人。
14 黒褐色土(I0YR3/2)池山(小校)中塁、決(大粒)少量混入。
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D 
[SKF 9] 

1 階褐色土(7.5YR3/4)地山(中粒)中量混入。しまり有り。
2 暗掲色土(7.5YR3/3)地山(大粒)中塁、炭(小粒)少議浪人oしまり強い0

3 策褐色土(10YR5/6)池山(中位)中量、炭(小粒)少量混入。しまり強い。
4 黄褐色土(lOYR5/8)地山(小粒)ごく少属、炭(小粒)少議混入oしまり有り 0

5 葉褐色土(2.5Y5/6)地山(r附)少量混入。しまり寄り。
6 褐色土(7.5YR4!6)シラス。地山(中段)中選、炭(中粒)少量混入。しまり強い。
7 褐色土(10YR4/4)地山(大粒)ごく少量、炭(小粒)少量混入oややポソポソしている0

8 暗褐色土(7.5YR3/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入o上ほどしまる0

9 黄褐色土(lOYR5/6)地山(中粒)中最混入。ややしまり有り。
10 暗褐色土(10YR3/4)地山(中粒)少量混入。ややしまり有り。弾性有り。
11 褐色土(7.5YE4/4)地山(中粒)中量、炭(小粒)少量混入ロしまり有り。
12 ff音オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(大粒)・炭(中粒)中量混入。しまり有り。
13 黄色褐色土(10YR5/6)地山(中校)少露、炭(小粒)中量混入。しまり有り。

ぞ君弘 一刀
J側勝泌 / I 

撃ち震 U
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第4章調査の記録

《遺 物〉 埋土中から深鉢土器の破片(1 '"'-' 13) と掻器 2点(14"15)、扶り入り半円状偏平打製石器破

片 1点(16)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 10フラスコ状土坑(第133図、図版106)

《位置〉

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形〉

《断同形〉

N F64..65グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

SKF9フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

関口部長径0.78mx短径0.70m、坑底部長径1.86mX短径1.68m、深さ1.13m。

楕円形である。

袋状である。

《埋 土~ 11層に分題した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があり、緩やかな中華鍋底状を呈する。

《遺 物〉 埋土中から大木式土器様式系の深鉢土器 1個体と土器片 3点、微小剥離痕のある石器剥片 1

点、その他擦などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

《位

《確 認〉

複〉

《規 模〉

面形》

〈断面形〉

《埋

《底 同》

《遺 物》

S KF 11フラスコ状土坑(第133図、図版106，.....，図版107)

NE64グリッドに位置する。

黒褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.58mX短径1.26m、坑底部長径2.12mX短径2.02m、深さ0.98mo

楕円形である。

フラスコ万三である。

した。自然堆積したものを再度掘り返し、埋め戻したと思われる。

平坦な底面の中央やや東寄りに深さ12cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

自然堆積とおもわれる埋土下位の層中からの出土が多い。 深鉢土器服部下半 1個体と土器片

6点、円形掻器 1点 (7)、掻器 1点 (8)、半円状偏平打製石器破片 1点(9 )などが出土し

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

fこO

S KF 12フラスコ状土坑(第134図@第135図、図版107，.....，図版108)

《位

《確認》

複》

《規模〉

面形》

《断面形》

ND63"64、NE63..64グリッドに位置する。

円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.28mX短径1.22m、坑底部長径1.56mX短径1.42m、深さ1.28mo

P3形である。

袋状である。
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[SKF 10] 
l 黒褐色土(7.5YR3/2)地山(中粒)中島、炭(中粒)少鼠混入。しまり有りC

2 黒liJ色土(lOYH2/3)池山(小粒)少最混入。ややポゾポソしている。
3 黒iiJ色土(lOYR3/2)池山(大粒)中屋、炭(小粒)少量混入ロややしまり有り。弾性有り。
4 褐e.土(lOYH4/4)地山(中粒)中最、炭(中粒)少鼠混入。
5 I開策褐色土(IOYR6/6)地山塊ロしまり有りD

6 Iこぶい黄褐色土(lOYR4/3)池山(大粒)中鼠、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
弾性有り。

7 階褐色土(lOYR3/4)地山(中粒)中母、炭(中粒)少鼠混入。
8 U富裕色土(lOYH3/3)地山(小粒)・炭(大枝)少鼠浪人。しまり有り 0

5 培褐色土(7.5YR3/4)地山{中粒)中鼠、炭(小粒)少鼠混入。
10 黒褐色土(7.5YR3/2)地山{小粒)"'1語、炭(中粒)少島浪人。
11 にぷい資liJ色土(lOYR5/4)炭(中投)少鼠混入a ややしまり有り。
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[SKF 11] 

l 醐位(7.5YR3/2)枇(大粒)・地峨(大)多量臥。ややしまり制。

2繍色土(lOYR2/3)地山(/J粒)多量臥。ややれわしている。上ほどしまる0

3 褐色t(lOYR4/4)地山(中投)多量混んややしまり有り。

4 靖褐色土(lOYR3/4)地山(小粉少議混入。ややしまり有り。弾性有り0

5褐色土(lOYR4/4)地山(大松)少量混ん弾性有り。

6黒掲色土(lOYR2/2)地山(大佐)ごく少量混ん弾性有り。

7 ~鴇色土(lOYR3/2) 地山(中村)少量混んややしまり有り。
8 IIJ色土(10YH4/4)地山(小殺)中選、炭(大殺)少量混んややしま 1)有りG

9黒褐色土(lOYH2/3)地山(中紛ご〈少量、炭(中世)少量浪んしまり有り。

10祭掲色土(lOYR3/2)地山(中紛中盤、皮(小松)少員掘んしまり有り。

11 I脱掲色土(lOYR6/8)シラス状。ポソポソしている。
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第4章調査の記録

〈埋 土~ 19層に分属した。自然堆積と窓、われるが下位層に炭化物の混入が多い。

《底 面〉 ほぼ平坦である。

物〉 底面から深鉢形土器が 5個体 (7"8 ，， 13"21"22)、土器片16点、石鎌 l点 (23)、石槍 1点

(25)、箆状石器 1点 (26)、掻器 l点 (27)、微小剥離痕のある石器剥片 2点 (24"28)、両面

剥離調整のある石器 1点 (29)、石錘 2点 (30"31)、くぼみ石 1点 (32)、半円状偏平打製石器

破片 1点 (33)、磨製石斧(くぼみ石兼用) 1点 (35)、石皿破片 1点 (34)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 15フラスコ状土坑(第135図)

《位 霞~ N E63グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重 複〉なし。

《規 模〉 関口部長径0.80mx短径0.70m、坑底部長径1.56mX短径1.54m、深さ0.70m。

《王子面形〉 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 こり 10層に分層した。自然堆穣と恩われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 緩やかな中華鍋底状を呈する。

《遺 物〉 埋土中から土器片 7点、石槍 1点(8 )、削器 l点(9 )、半円状偏平打製石器破片l点 (10)

が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 16フラスコ状土坑(第136図@第137図、図版109)

《位 置~ N E63"64、NF63"64グリッドに位置する。

《確 認〉 暗褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模》 関口部長径1.42mX短径1.36m、坑底部長径2.49mX短径2.38m、深さ1.24m。

《平面形〉 円形であるO

《控rr面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 12留に分層した。自然堆積と思われる。

〈底 面〉 やや凹凸がある底面の中央北寄りに連結する柱穴様ピットを検出した。

《遺 物》 埋土中から深鉢土器 2個体と土器片12点、石槍 1点(15)、石匙 l点(16)、削器 3点(17，..___

19)、日pき石 1点 (20)、半円状偏平打製石器 1点 (21)、円盤状石製品 2点 (22"24)、石皿破

片2点 (23"25)、!擦などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 17フラスコ状土坑(第137図、図版110)

《位 置~ N F63グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の円形の務ち込みとして確認した。
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[SKF 12] 
l 黒色土(10YR2/l)地1]](小投)少量混入g

2 黒色土(75YR2/1)地11!(小粒)q1震浪人。
321こ同じ。
4 黒褐色土(75YR3/2)地III域(大)多量浪人oしまり有り0

5 黒褐色土(10YR3/2)地Ill(rl'位)多量混入。しまり有り6

6 暗褐色i(10YR3/4)地似品(rド)中鼠混入。しまり有り。
7黒掲色土(75YR3/2)鳩山(小粒)中量混んややしまり有り。弾性有り。
B 黒掲色土(10YR2/2)地山(/J、粒)少量混入oややしまり有り。弾性有り。上ほどしまる0

9 黄掲色土(10YR5/6)域。しまり強い。
10 暗掲色土(10YR3/4)地点(小!JI)多最混入aややポソポソしている。
11 階褐色土(7.5YR3/3)地111(tt位)多量、炭(小粒)少量混入oしまり、弾性有り。
12 黒掲色土(10YR2/3)地I]J(大m多量、設(tl'枚)rl'鼠混入。しまり有り。
目 黒褐色土(7日R3/2)地出(/J性)中置、民(It粒)少量混入。 しまり有り。
14 明黄掲色土(10YR6/6)シラス。民(中位)tl'毘混入。ややしまり有りa

15 黒掲色土(75YR3/2)地Ill(小粒)ご〈少量、民(大佐)rjJ量混入。
16 暗掲色士(75YR3/4)地山(小粒)ご(少量、民(小佐)少量混入。

ややポソポソしている。
17 葉掲色土(10YR5/6)Jt しまり強い。
18 掲色土(lOYR4!4)Ji!!山(!J地)・皮(大粒)中最混入。ややポソポ/している。
19 暗褐色土(lOYR3/心地JlI(小松)ごく少景、夜(/NJI)少量混入。ややしまり有りc

縄文時代の遺構とその出土追・物第 1節
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第4章調査の記録
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SKF15 

[SKF 15] 

! 時褐色土(I0YH3/心地山(小松)・炭(小佐)中量混入正ややしまり有り。

2 援色土(7.5YH6/心地山(中位)中量、炭(中控)少議、治山塊(中)混入。

3 階掲色土(I0YH3/3)地山(中位)やや多量、夜(小粒)中最混入cしまり、弾性有り0

4 褐色土(7.5Y問/4)地出(大mやや多量浪人。ややしまり有り。

5 褐色土(I0YR4/4)治山(中!iL)中量、使(tN立)・軽石塊(小)少量混入c

6 時掲色土(I0YH3/4)地山(中粒)中選、炭(小!iL)少量混入。 しまり有り。

7 褐色土(I0YR4/6)池山(l)I!.iL)!峰、民(小校)少量、地山(大m混入。しまり有り0

8褐色土(7白5YH4/心地山(小結)ql鼠混入G

9 オリープ褐色土(2.5Y4/4)地山(小粒)中襲、炭(IJ、粒)少量混入。しまり有り。

10 褐色土(7.5YR4/6)地山川崎)・皮(小松)少鼠混入。 しまり有り。
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C D 

[SKF 16] 
! 暗褐色土(lOYR3/4)池山(小粒)少量、炭(小投)中最浪人。しまり有り。
2 暗オリープ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)・炭(中粒)中量混入。しまり強い。
31号色土(lOYR4/4)地山(小粒)ごく少量混入。ややしまり有り。
4 階褐色土(lOYR3/3)地山(小粒)ごく少量浪人。
5 黒褐色土(lOYR2/2)池山(大粒)・炭(小粒)中最混入oしまり有り 0

6 黄褐色土(lOYR5/8)シラス状。地山(中粒)多景、炭(小粒)少量混入D しまり強い。
7 時褐色土(lOYR3/3)池山(小粒)・炭(小粒)少量混入。 ν 

日 暗褐色土(10YR3/4)地山(中粒)少量混入。ややしまり寄り。
9 策褐色土(lOYR5/8)池山(小粒)中量、炭(小粒)少量混入。しまり有りn

lO 黒褐色土(lOYR3/2)地山(中粒)中量、炭(中粒)多議混入。しまり有りi
II 黒色土(7.5YR2/1)池山(小粒)少員、炭(大粒)多量混入。ややしまり有払
12 褐色土(lOYR4/4)池山(中粒)中襲、炭(小粒)多量混入。ややしまり有1)0
13 li!l山

3(16-3) 

4(16… 4) 

。時邑島高誼酎
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6(16-6) 
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む 。
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〈ニコ 19(16-19) 

10cm 
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第 4章調査の記録

《 重複〉

《 規模〉

《平面形〉

《断面形〉

《 埋土》

《 底面》

《 遺物〉

《構築時期》

なし O

関口部長径1.71mx短径1.68郎、坑底部長径2.00mx短径2.00m、深さ1.44m。

円形である。

一山フラスコ形である。

23層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

平坦な底面の中央部に深さ12cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片が 3点とくぼみお I点、磯 5点、が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S KF  18フラスコ状土坑(第138図、図版110..図版111)

〈位 置~ NE63グリッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S K F67フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しい。

《規 模》 関口部長径0.68mx短径0.66m、坑底部長径1.62mx短径1.52m、深さ1.24m。

〈平面形〉 円形である O

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《 埋土》

《 底面》

《 遺物〉

17層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

埋土中から深鉢土器が 2個体(8 "13) と土器片11点、石匙 l点(14)、石槍 1点 (15)、箆

状石器 l点(16)、石錐 1点(17)、掻器 1点 (18)、削器 1点(19)、扶り入り半円状偏平打製

石器破片 l点 (20)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF  21フラスコ状土坑(第139図、図版111)

《位 置~ N F63"64、NG63"64グリッドに位置する。

〈確 認〉 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

被〉 なし。

《規 模》 関口部長径1.18mx短径1.16m、坑底部長径1.72mx短径1.68m、深さ0.92m。

《平面形》 円形である。

〈断面形》 袋状である。

《埋 土~ 11層に分属した。炭化物の混入する属が多い。下位は人為的に埋めたと思われる。

《底 面》 ほぼ平塩な底面の中央部に深さ25 の柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》 埋土中から土器片 4点と箆状石器基部破片 1点(5 )と石器剥片 1点(6 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF  23フラスコ状土坑(第139図、図版112)

《位 霞~ NG64グリッドに位置する。

〈確 認》 双円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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